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　末すえ次つぐ文あや音ねは頭が良い。特段、自分の頭の出来具合に不満を持っていなかった関せき場ば宏こう介すけも、今日ばかりは不満が無いなどと言える立場になかった。

　中間試験の最終科目となる数学。少しでも高い点数を稼かせごうとするならば、与あたえられた時間は決して多くない。にも拘かかわらず彼は即そく答とうできるような設問にだけ答えを返して、答案用紙に多くの空くう欄らんを残して提出する。受け取った教師は怪け訝げんな顔をしたが、彼は些いささかも意に介かいさず教室を飛び出た。

　教室の前方右に用意された出入り口から廊ろう下かに出ると、急ターンで左折。教室を出た勢いそのままに駆かけ足で階段へ向かうと途と中ちゆう、隣となりの教室の教員に、うるさい！　と怒ど鳴なられる。さすがにこの声には、

「すみません！」

　と返して謝ったが、駆け足を止めることは無い。教室のある三階から、今は使われなくなり全すべての教室が封ふう鎖さされている五階へと繫つながる階段を、一気に駆け上り始めた。

　彼女はいつもこの階段を下りて教室へ帰ってくる。だからこの階段を上れば、どこかにいるはずだ。

　思おも惑わくは的中する。四階を通過してすぐ、肩に届かない黒くろ髪かみの小さな後ろ姿を捉とらえた。

　だが多少の点数を犠ぎ牲せいにしてでも答案用紙を提出した彼に対して、黒髪の少女にとってはこれが試験期間中の常だ。単純に全て解答し終えただけで、点数を犠牲になどしていない。彼はやはり、今回ばかりは自分の頭の出来に幾いく許ばくかの不満を持つしかなかった。

　顔は俯うつむき加か減げんで、トボトボと、ゆっくり階段を上る。そんな彼女の姿を見て彼は、駆け上る動作を急停止させた。さっきまでの勢いは何処どこへやら。細かに揺ゆれる黒髪に呼吸を合わせるようにして、歩調を緩ゆるめる。自然に、さり気なく、しかし確実に追いつけるスピードで、階段を更さらに上った。

「あ、あのっ」

　関場宏介は、末次文音に問いかける。

「テスト、どうだった？」

　文音は驚おどろいた様子で、一いつ瞬しゆん目を丸くして、次いで深く俯き、最後にふるふると頭を横に振ふった。

「難しかったの？」

　宏介は更に問うが、文音は階段の途中で立ち止まったまま、言葉を返さない。

　この反応は想定内だった。同じクラスになって二ヶ月と半分しか経たっていなくても、彼女の『異常さ』は理解している。

　頭脳明めい晰せき、頭脳以外はポンコツ。常に一人で行動し、一人を好み、それどころかクラスの中で未いまだに誰だれとも喋しやべったことがないという珍ちん妙みような記録を打ち立て、毎日更こう新しんし続けている。誰とも連つるまないという枠わくに収まらず、まだクラスの誰一人として、彼女の声すらも聞いたことがない。

　中間試験最終日の今日、宏介は数学の点数よりも、文音と言葉を交かわすことを優先して行動に出た。しかしいざ俯き黙だまる姿を前にすると、何か自分が悪いことをしているかのような気分になり、言葉を紡つむげなくなる。

　実際、末次文音は困り果てていた。

　何故なぜ、この男子生徒は私に話しかけてくるのだろう。

　何故、中間試験の出来を訊きかれているのだろう。

　彼女の頭には疑ぎ問もん符ふが並び、結果、ふるふると頭を横に振ったわけだが、問いかけた関場宏介にはまるで、テストの出来が良くなかった、という風に映ってしまう。

　だが頭脳明晰、学力に関しては常に学年首位を直ひた走はしる末次文音が、解答欄らんを全て埋うめることなく教室を後にすることがあるのだろうかと、宏介の頭にも当然の疑問符が浮うかぶ。

　──じゃあ、何を否定されたのか。

　中間試験真っ只ただ中なかの校内は、押し込められた人数に似付かわしくない静けさを纏まとい、二人の間に漂ただよう気まずい時間に色しき彩さいを与えようとはしない。

　無色透とう明めいが支配する沈ちん黙もくの中、末次文音はゆっくりと、階段を上っていった。




「今日もダメだったか？」

「その言い方、何かむかつく」

　午前中の試験と午後の通常授業を繫つなぐ昼休み。教室の窓まど際ぎわ最さい後こう尾びで一人弁当を食べる末次文音をチラリと見て、関場宏介は眼前に座る男子生徒、江え本もと拓たくに視線を戻もどした。

「そりゃ毎日のように話しかけて撃げき沈ちんしてりゃ、そろそろこういう言葉しか出てこねえよ。……ま、同どう姓せい同名って可能性もあるだろ。気持ちはわかるけど、あんまりしつこくしても嫌きらわれるっつうか、もし人ひと違ちがいだったら末次はいい迷めい惑わくだ」

　拓は、やれやれと手を開き、同情を示しながらも忠告めいた言葉を口にした。

「確かにまあ、末次って名字は日本に一万人ぐらい、いるらしいけど」

「そんなことまで調べてるのか……」

「検けん索さくしても同姓同名の人物は出てこないし、まあ、個人情報だから、本人が公開しない限り、検索になんてヒットしないだろうけどさ」

　二人は『末次文音』について語る。
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「スピリットアームズって３Ｄスキャンを基もとにアバターを作るから、顔とか身長も現実そっくりになるじゃん。髪型は弄いじれるけどさ。で、髪の色と髪型以外は外見も名前も同じなんだから、疑いようがないんだよなぁ……」

《スピリットアームズ》は、フル精イマ神ージ転ョン送技術を駆く使しした定番の人気ゲームだ。但ただしフルイマージョンは仮想現実を利用する手段であって、ゲームそのものではない。

　仮想現実の世界では予備校に通うこともできるし、職業訓練に勤いそしむこともできる。最近では現実で到とう底てい不可能なアクロバティックスポーツを楽しむことも可能になり、世界大会も開かれている。あくまでゲームは多種多様に枝分かれする中における一つの枝でしかなく、スピリットアームズはその枝から生えた葉の一つである。

　しかし仮想世界でゲームという枝を選ぶ者は少なくない。宏介と拓の言うスピリットアームズでは、プレイヤーの精神をゲーム内のアバターに投とう影えいして、中世ヨーロッパを思わせる舞ぶ台たいで主にモンスター、時にはプレイヤーを相手に、戦うことができる。

　今世紀もいよいよ中ちゆう盤ばんに入り、人間が仮想世界で過ごす時間は爆ばく発はつ的に増加した。

「姿形を変えることができるゲームもあるけど、スピリットアームズはそれを許してないからな。確かに、人違いを疑うのはおかしいのかもしれないけどよ」

「だよね。じゃあやっぱり、間違いないと思うんだよ」

　そんな時代にあって、スピリットアームズは世界で初めて《高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンス》を搭とう載さいすることに成功した。医学が進歩しても痛覚の度合いを客観的に示す方法が確立されないままでいたことから、個々人に合わせた精確な痛覚刺激はまだしばらく不可能だとされていた。しかし三年前、スピリットアームズを開発中だった《オンディーヌ社》が医い療りよう研究機関を買収すると突とつ如じよ、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスの発表が行われたのだ。

　高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスは仮想現実における仮想感を大おお幅はばに減少させた。ある者には強すぎ、ある者には弱すぎる、従来型の大おお雑ざつ把ぱな痛覚刺激では再現できなかった微び弱じやくな痛覚を精確に再現できることで、皮ひ膚ふ感覚が改善し、筋肉の軋きしみ、そして辛からみという舌への痛覚刺激をも再現することで仮想現実でのリアルな食事体験が可能となった。

「でもなあ」

「うーん……」

　そのスピリットアームズという名のフルイマージョンゲームにおいて、有数の実力を誇ほこり、ゲーム世界最大の冒ぼう険けん者ギルド──プレイヤーで構成される任意団体──を率いるカリスマ的な冒険者がいる。

　後ろで三つ編あみに束ねた長い銀ぎん髪ぱつを煌きらめかせ、十字剣けんと呼ばれる細身のロングソードを手に戦う、小さな幼い女騎き士し。見た目に似付かわしくない特とつ攻こう型の戦せん闘とうスタイルと強さに歴史上の偉い人じん、ジャンヌ・ダルクを重ねる冒険者も多い。アンバランスな魅み力りよくと確かな戦闘能力を持つ彼女は、スピリットアームズ内の冒険者人気投票でも毎回三位以内に入る。

　そのジャンヌ・ダルクとまで称しようされる女騎士のプレイヤーネームが『末次文音』。

　今、一人でもそもそと弁当を食べ終え、妙みようにゆっくりとした所作で弁当箱を閉じている、物静かな黒髪の少女。

　入学以来誰とも会話をしないという珍妙な記録を樹立し、今日も当然のように更新し続ける彼女と、スピリットアームズ内で絶対の人気と実力を誇り、千を超こえる冒険者を率いる少女は、名前こそ同じであっても同一人物かどうかには多分に疑いの余地があった。

　江本拓は言う。

「そもそも、ゲームに本名を登録するかね。名前だけならともかく、フルネームだぞ」

「うん。他人が勝手に名前を使ったとか、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとか、そういう可能性もある」

　関場宏介は窓際の末次文音を見み遣やり、頭の中で『仮想現実の末次文音』と『現実の末次文音』の姿を被かぶらせる。

「こっちの末次文音には、カリスマ性が欠片かけらもないな。うん。全くない」

「ひでぇなお前……。こんだけ声かけてるんだ。多少は気になってるんじゃないのかよ」

「俺が気になってるのは、スピリットアームズのほうの末次文音」

「あれ、そうなん？　オレにはよくわからんなぁ。仮想現実で恋れん愛あいとか。あくまで仮想だろ？　現実でできることをわざわざ仮想現実でやる意味って、あるのかね」

「拓の感覚が古いんだよ。もう仮想現実で出会って結けつ婚こんした人なんて、幾いくらでもいる世の中じゃん。仮想現実と現実は用意された舞台が違うだけ──って考え方もあるよ」

「……じゃあお前さ、もし何かの間違いで仮想現実の末次文音と上手うまくいって」

「間違いって何だ」

「言い方が悪かったか。じゃあ、万が一にも起こりえないような奇き跡せきが起きて、上手くいったとして」

「より酷ひどくなってないか」

「その相手が、現実には今あそこで一人寂さびしく座ってる末次文音だったら、お前は、どっちも好きになれるのか？」

　教室の一番後ろを俯きがちにトボトボ歩き、他人の椅い子すに足を引っかけてすっ転び、慌あわてて放ほうり投げた弁当箱をあたふた回収している、現実の末次文音。

「…………どうだろう」

「──ま、あれ見る限り同一人物ではないだろうから、気にすんな。オレが悪かった」

　仮想現実と現実で性格が違う程度ならば、よくある現象だ。小さな変化であればむしろ無いほうが希少だろう。環かん境きようや立場が変わるのだから、完全に同じでいることは難しい。

「っていうか、あっちの末次文音は俺のことなんか相手にしないだろ。どんだけの人が憧あこがれてると思ってるんだ。恋愛とか、そういう次元じゃないよ」

　しかし大きな変化──人格が違うほどの変化──となると、悪い方向へのものが多くなる。現実で大人しく誠実な人間が内心に大きなストレスを抱かかえていて、それを仮想現実で解放してしまうなどが一いつ般ぱん的な例だ。

　関場宏介はもう一度末次文音に視線を移動させる。誰の目にも度が過ぎて大人しい人間だ。そんな彼女であるからこそ、憂うさ晴ばらしのように仮想現実で暴れている──という可能性は、否定できない。

　それでも同一人物だと思うには、あまりにも印象がかけ離はなれている。

　次の授業が始まることを知らせる音が響ひびくと、拓は宏介の目の前の席から立ち上がって、通路側最前席へと帰っていった。
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　彼女はいつも先せん陣じんを切って戦いに赴おもむく。丘きゆう陵りようで十じゆう字じ架かのような白銀の剣を天に掲かかげると、彼女がモンスターに突つっ込む合図だ。その姿は多くの冒険者を魅み了りようする。

　安全値を超こえない範はん囲いとはいえ、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスが存在するスピリットアームズの世界で先陣を切って突っ込む女性冒険者は珍めずらしい。しかし彼女は全く臆おくせずに先陣を切る。最も危険な最前線で勇ゆう敢かんに剣を振ふる少女を見て、当然、士気は上がる。

　関せき場ば宏こう介すけ、プレイヤーネーム『コースケ』も、彼女の姿に目を奪うばわれ、その強さに憧れる、その他大勢の中の一人だった。

　しかし高校に入学してすぐ、何気なく張り出されたクラス名めい簿ぼを斜ななめに読んでいる途と中ちゆう、末すえ次つぐ文あや音ねの名前を見つける。瞬しゆん間かん、胸が高鳴った。仮想世界における憧れの存在が同じ教室の中に──。期待に鼓こ動どうが加速する。

　だがいざ本人を目にして、躍やく動どうしていた感情は一気に不可思議な疑問へと変わってしまった。姿形は似ているが、しかし、名前と容姿以外に共通点が見当たらない。髪かみ型がたも表情も立ち居い振ふる舞まいも何もかもが違う。

　それでも、憧れの少女と同じ名前で似た容姿だ。どうしたって興味は引かれる。多くの冒険者を率い、先導し、勝利へ導く。そんな勇敢で可か憐れんな剣士と教室の隅すみを居場所とする同級生の姿を頭の中で幾いく度どとなく重ねては、失敗を繰くり返した。

　今日だって、群集の先で美しい剣を掲げる所作には凜り々りしさすら感じる。重ね合わせたところで似ても似つかない。

　──ならやはり、二人は別人だろうか。

「おいっ、ボーッとしてねえでお前も戦えよ。とっくに始まってんぞ！」

「あ、ああ。わかった。──ハッ！」

　コースケは並び立つ友人に煽あおられて勢い任せに剣を振ったが、切っ先はモンスターに届かない。それどころか、そのまま剣を振った方向へ身体からだを流して体勢を崩くずしてしまう。

「うわわわっ」

　仮想現実でのゲーム体験は、生身の人間とは異なる存在となるために強力なサポートを受けるものと、受けないものに二分される。

　前者は例えば、翼つばさを操あやつって空を飛んだり、別の生物として活動する場合に、多く用いられる。そういったサポートを受けているならば、現実と全く違う身のこなしができたとしても何ら不思議はない。そういうゲーム的なものだとしか言えない。

　スピリットアームズを分類するなら後者になる。体力や腕わん力りよく、俊しゆん敏びん性などでステータスによる身体能リミツト力補正ブレイクを受けつつも、しかし人間として手足を動かす感覚は現実のそれと全く同じだ。むしろ補正が強くなればなる程ほど──現実と乖かい離りすればする程──コントロールすることが難しいとさえ言われている。

　現に今、コースケは力任せに振った剣の勢いを制せい御ぎよできずに、大きすぎる隙すきを敵に与あたえた。現実であれば振り切ることも難しい重さの鉄剣が、補正によって見た目から受ける印象よりも軽く振れてしまう。結果、慣性を収めきれずに二の太刀たちへ繫つながらない。

「くっそ……。なんで剣はこんなに、扱あつかいづらいかな」

　身体と武器を制御する難しさを身に染しみて感じるほどに、現実の末次文音と仮想現実の末次文音が同一人物だとは到底思えなくなっていく。彼女は普ふ段だんから目に見えて不器用であるし、いつも眠ねむそうであり、体育の授業に至っては不出来すぎて注目を浴びている。生身の身体すら器用に働かせることのできない少女が、身体能リミツト力補正ブレイクのサポートを受けて現実と乖離した運動能力を、完全に支配できるだろうか。

「なあ拓たく」

「バロールだよ」

「あっ、ごめん。拓のほうが言いやすくて」

「何のためのプレイヤーネームなんだか……なっ！」

　バロールは言いながら二歩前に出ると、黒い狼おおかみ型のモンスターに最後ラストの一撃アタツクを決めた。ピタリと切っ先を制止させるとすぐ後ろへ下がって、再びコースケの隣となりに立つ。

「バロールもやっぱり、末次文音に惹ひかれてこのギルドに入ったのか？」

「いや、オレは別に。まあ確かに格好良いなとは思うけど」

　ギルド──冒険者ギルド──は目的を一にする冒険者の集まりだ。加盟すると税制面での優ゆう遇ぐうを受けられ、ＰＫ──プレイヤーキル──などの悪質な行こう為いに対して組織的に対たい峙じできるなど様々なメリットがある。反面、取得したゲーガム内ル通貨ドの一部を所属ギルドに納める必要が生じるというような制限もある。

　あくまで任意加盟団体であり、ゲームを楽しむ上で絶対に加盟しなければならないというものでもないが、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスを搭載するスピリットアームズでは他ほかの冒険者から襲おそわれるＰＫ被ひ害がいが通常のフルイマージョンゲームとは一線を画す恐きよう怖ふとなる。

　よって常に警けい戒かい心しんと用心深さが求められるが、かといって街中でも警戒心を解けないのでは精神が休まらない。殆ほとんどの冒険者が何らかのギルドに加盟し、集団で身を守っているのが実情だ。

「オレの場合は、楽しむためにここを選んでるだけだ。さすがにＰＫ被害は嫌いやだからな。何となく、一番大きな所に所属しとけば安心かな──って」

「はは。拓らしいな」

　ギルドは乱立しているが、ほとんどの新興ギルドはそう簡単に組織を巨きよ大だい化できずに停てい滞たいか解散となる。そんな中、末次文音を隊長に据すえるギルド《クラウソラス》は新しん興こうギルドとして名を上げ、今や最多の加盟人数を誇ほこっている。最も、その中で飛び抜ぬけて強い冒ぼう険けん者は末次文音を含ふくめて数人程度であり、戦せん闘とうにおける力という意味では、最大とは言えないかもしれない。現に闘とう技ぎ場で定期開かい催さいされるギルド対たい抗こう戦では、まだ一度も優勝したことがない。

　クラウソラスに集つどう冒険者は、殆どがコースケやバロールと同じ理由。

　末次文音のカリスマ性に惹かれたか、ＰＫを避さけて最大規模を選んだか。

　クラウソラスは末次文音を中心とした結束が固い。クラウソラスにおいて末次文音とは、創設者にして隊長であり、カリスマにしてアイドルであり、象しよう徴ちようにして絶対だ。

　最近では一種の宗教的な信しん仰こう心しんを与えるような存在にまでなりつつあるが、末次文音と加盟冒険者が言葉を交かわす機会は少なく、末次文音自身もそれほど多くを語らない。

「そういう意味じゃ、現実と似てる……か」

「ん、なんか言ったか？」

　ぽそりと呟つぶやいたコースケに、隣にいたバロールは訊きくが、

「いや、何でもないよ」

　首を振り、幾いく重えにも重なる剣けん戟げきの音に紛まぎれる程度の声で返した。継ついで、

「俺達ももっと戦闘に参加しないと、美味おいしいところに有り付けないぞ！」

　今度は喉のどを張り、集団をかき分けて威い勢せい良よく前へ進む。安っぽい鉄の剣を右手に持ち、モンスターの群れに自ら突とつ撃げきしていく。

「あ、おい！」

　末次文音の特とつ攻こう型戦闘スタイルに憧れた故ゆえか。バロールが制止しても、無む駄だだった。




　広大なギルドホール──ギルドが所有する集会所──に置かれたテーブルでバロールは、向かいに座るコースケに向かって心底呆あきれた様子で言う。

「毎回毎回何でお前はそう無む茶ちやをするかね？」

　クラウソラスのギルドホールは市街地の中央近くに位置する。市街地の中で冒険者が最も集まる場所にあり、中には飲食を中心とした店も出店しているために滞たい在ざい時間も長い。和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きの中、様々な情報が音で行き交かう。

「お前ビビりなんだからさ、いっそ後ろで弓とか持って遠えん距きよ離り攻こう撃げきに徹てつしてれば？」

　モンスターに突っ込むまでは威い勢せいが良いものの、実際のところコースケは、弱い。今日も呆あつ気けなく撃げき沈ちんした。死亡すると一時間の操作不能ペナルティを経て、所属するクラウソラスのギルドホールで復活することになる。

「今日も痛かったよ……」

　歩く骸がい骨こつに剣で突き刺さされた頰ほおを擦こすりながら、コースケは言った。

　市街地は定期的にモンスターの襲しゆう撃げきを受ける。円周上に広がった市街地を守るために多くの冒険者が懸けん命めいに戦うわけだが、かと言って死ぬほどの危険を冒おかす者は少ない。

「お前、マゾなの？」

「違ちがうよ！　倒たおされたくて突っ込んでるわけじゃないのっ。──ただ、その、末次文音と同じように俺も──って」

　末次文音は果か敢かんに斬きり込んで巧たくみに細身のロングソードを扱い、近接戦で舞うように暴れる戦闘スタイル。コースケはその華か麗れいで強ごう引いんで豪ごう快かいな戦い方に、強く憧あこがれている。

「いくら痛覚上限が安全値に制限されてるとはいえ、殺されりゃ痛いだろよ」

「うん。滅め茶ちや苦く茶ちや痛い。……痛いのもそうだけど、肉が裂さけたり骨が折れたりする感かん触しよくが、もう、ほんと嫌いやだ」

「ならやめときゃいいのに」

「うっさい。やってりゃいつか戦えるようになるかもしれないだろ」

「でも……なあ」

　バロールから見て、コースケは日増しに弱くなっている。殺されてもステータスは低下しない。それどころか街を出てから死亡するまでに得た経験値に関しては、失われることなく全すべて加算されるのだ。だからゲーム的には、装備していないアイテムを幾いくつか失う以外に、弱くなる要素はない。

　それでも、明らかに弱くなっている。

　コースケの弱さは、ステータスに表れない部分。精神的な面にあった。

「お前、日に日にビビりが増してるように見えるよ。今日なんか我武者羅に剣振ふってたけど、実は一発も当ててないだろ」

「…………戦いながらよく見てるな。器用だな」

　先に行ったコースケにバロールが追いついた時、コースケは既すでに五体のモンスターに囲まれていた。一体一体は倒せないモンスターじゃないから、とにかく一体を集中的に攻撃して突とつ破ぱし、包ほう囲い網もうを抜ける──。もしくは防ぼう御ぎよと回かい避ひに徹しながら助けを求めてもいい。近くには末次文音の先導に誘いざなわれた冒険者が大量にいたのだから、全てを薙なぎ倒すことはできなくても状じよう況きようから逃にげる手立てはあった筈はずなのだ。

　だがコースケは五体の内どのモンスターにも攻撃を仕し掛かけず、助けも呼ばなかった。

　そのまま袋ふくろ叩だたきに遭あい、異変を察知して駆かけつけたバロールの援えん護ごも虚むなしく一方的に攻撃されて──嬲なぶり殺されて──今に至る。

「つかさ、そもそも近接戦闘で一人囲まれるってのは、よほどの非常事態だぞ。やっぱ合ってないんだって。今の戦い方。早いところ元に戻もどしたほうがいいと思うぜ」

　元々、コースケは身み軽がるに動くことのできる投げナイフを扱い、中距離から仕留める戦闘スタイルだった。絶対的な攻撃力では近接攻撃に劣おとるが、離はなれた位置から狙ねらうため安全性は格段に高い。また、本格的な遠距離攻撃に比べると敵に近く、時には近接戦闘に近いスリルも味わうことができる。スリルと安全性が両立しているため、圧あつ倒とう的人気の剣士に比べれば数は少ないものの、中距離攻撃を得意とする冒険者はそれほど珍めずらしくない。

「剣を振りたくても、いざとなると身体が動かないんだよ……」

　コースケは口を尖とがらせ、拗すねた素そ振ぶりでテーブルに突つっ伏ぷす。ざわざわと喧やかましいギルドホールの中でしばらく黙もくした後、バロールが思い出したかのように言った。

「なあコースケ、イップスって知ってるか？」

「なにそれ」

「お前さ、最近で一番悲ひ惨さんな死に方がどんな状況だったか、覚えてる？」

「ああ。竜りゆうの口に斬りかかったら、そのまま嚙かみ砕くだかれて死んだ」

　竜の口に斬りかかるほうが悪い。バロールは言いかけて止やめた。

「あー、つまりだな。その恐怖が一種のトラウマになって、モンスターを前にすると……それか近い距離で攻撃しようとすると、怖こわくて動けなくなってるんじゃないかってことだ」

　イップスは、古くはスポーツの分野で多く見られる心因性の症しよう状じようとされていたが、近年ではフルイマージョンゲームの世界で『現実に有り得ない恐怖体験』をすることで発症するケースも多く、精神医い療りようの分野において未いまだ解明できない問題として残っている。

　しかしイップスが命に関かかわるようなことはないため、それほど重大視はされていない。

「イップスを克こく服ふくするには同じ状況を切り抜けて、失敗の記き憶おくを成功の記憶で塗ぬり替かえるのが一番だ──って言うぜ。古典的な荒あら療りよう治じだけどよ」

「えっ、俺また竜と戦わないといけないの？　やだよ。正直」

「なら諦あきらめて元のスタイルか、遠距離攻撃に変へん更こうするんだな」

「それもやだ！　俺はあの末次文音と同じように先せん陣じんを切って、剣でモンスターを薙ぎ払はらえるようになりたいのっ！」

「んな我が儘まま言われても」

「なりたいのっ！」

「オレに言うなよ……。ま、どうしてもなりたいってんなら、先まずはさっき言ったイップスを克服するんだな。戦えないんじゃ話にならねえよ」

「……でも、竜なんて中々遭そう遇ぐうするモンスターじゃないし……」

「クエストとかどうだ？　ちょっと見てみようぜ」

　言い終えるとバロールは右の掌てのひらを開いて下に向け、時計回りに一周させた。出現するメニュー画面からクエストはいつでも確かく認にんできるが、

「折せつ角かくギルドホールにいるんだから、直接見に行ったほうがいいんじゃ──」

　ギルドホールにはインフォメーションボードがあり、そこには各種情報と共にクエストの依い頼らい書も張り出されている。

　コースケは提案したが、次の瞬しゆん間かん、ギルドホールの空気が変わった。

　一瞬の静せい寂じやくに続く、ざわめき。

「お、我らが隊長のお出ましじゃん」

　バロールの言葉も耳に入らず、コースケの視線は既に釘くぎ付づけになっていた。

　人ひと集だかりの隙すき間まから垣かい間ま見みえた、尻しつ尾ぽのような長い銀ぎん髪ぱつを従える少女──。

　このざわめきは毎日繰くり返されていることだ。要するに、先さき程ほど剣を天高く掲かかげて先陣を切った彼女が今日の冒険を──少なくとも一先ずは──終えた、凱がい旋せんである。

　威い風ふう堂どう々どうと行く少女の道は当然のように開かれ、触ふれてはならない存在に皆みんなが距離を置く。

　だがギルドホールにいるのは、クラウソラスの加盟冒険者だけではない。

　あくまでクラウソラスが管理所有する物件だが、クラウソラスはギルドホールに入場制限をかけていない。だからこそ様々な冒険者が集まり、活気で溢あふれている。

　クラウソラスに加盟しているならば隊長であり絶対である末次文音の行く道を開ひらける行為に違い和わ感かんはないが、しかし別のギルドに所属する人間や、どのギルドにも属さない人間までもが同じように行動し、視線を送った。

　とても真っ新さらとは言えず、他者から見れば痛々しくすらある末次文音の姿が、彼女ほどの実力を持ってしても決して悠ゆう々ゆうと戦闘をこなしてきたわけではなく、限界まで奮戦して帰き還かんした事実を物語る。

　その姿に、ある者は小こ綺ぎ麗れいな自身の姿と彼女との間にある絶対的な差を感じ、またある者は傷付いた少女の姿にやり場のない感情を抱いだき、そしてある者は、この無む垢くな少女を応おう援えんすると決めたのに、結局は同じ場に立っていない事実を嚙みしめる。

　痛みのある世界で傷付く恐怖を、誰もが知っている。

　そうして全員が息を吞のんだ。

　彼女はホールに入ってすぐ、左手に見える木製カウンターへ向かう。するとマスターの男性──ＡＩによるノンプレイヤーキャラクター──が重そうな革かわ製せいの袋ふくろを二つ、カウンターにドンッと置いた。彼女はその中から一つを受け取ってメニュー画面へ収めると、もう一つの革かわ袋ぶくろを差し戻もどす。マスターは慣れた様子で革袋を受け取って開けると、金貨コインカ計測器ウンターへ中身の金貨を全て流し込んだ。

　カウンターの上にグラフィカルな立体ディスプレイが現れ、息を吞んでいた殆ほとんどの人間の視線がようやく彼女を離れる。それでも、静寂は保たれたままだ。

「今日はどんぐらいの成果があったんだろうな」

　バロールは見み世せ物ものを楽しむような目でそれを見ながら、適度に抑おさえた声で言う。

「普ふ段だん通りでも盛り上がるから、心配ないよ」

　しかしコースケは、その見世物にはあまり興味がない様子だ。

　一部の男性冒ぼう険けん者にとっては、一度息を吞み気け圧おされても結局は見世物の中に末次文音という少女そのものが含ふくまれているようで、彼らは多くの冒険者が立体ディスプレイに視線を注ぐ中を縫ぬって我先にと彼女へ近付き、彼女がどんな状態であれ喰くい付くように視線を送る。

　そんな連中を末次文音がどう思っているかは解わからないが、女性加盟者は少なくとも好意的に感じていない。隊長である彼女を守ろうと親衛隊のような役割をする者も現れ、クラウソラスに加盟していても男性冒険者が隊長に寄り付くことは難しく、前例はない。

　コースケも、どうして傷付いて帰ってきた人間をそんな目で見られるのかと、決して小さくない憤いきどおりを彼らに感じている。仮想現実で酒を嗜たしなむ人間もいるから酔よっ払ぱらって理性が飛んでいるんじゃないかとさえ思うが、実際のところはわからない。

　だが、そうして男性から切り離されることで余計に神聖なものと感じてしまう冒険者もいる。そういう人間ほど自らも神聖性を守る親衛隊になったような気でいたりするから、他所よそからは隊長が引っ張る単純な図式のギルドに見えても、内情は複雑だ。

「そろそろ来るぞ」

　バロールが言った次の瞬間、立体ディスプレイが動き始めジャラジャラと鳴る効果音に伴ともなって大量の金貨が数えられていく。その光景に、おおっ、とホールが揺ゆれた。

　冒険者ギルドは無料で運営できる団体ではなく、活動資金が必要になる。ギルドホールの維い持じ費も高額だ。人数で最大規模を誇ほこりつつも戦力で最大とは言えない──稼かせぎ頭がしらの少ない──クラウソラスの活動資金は、積極的に資金提供をする熱ねつ狂きよう的信者のような冒険者や、何よりも隊長である末次文音本人の貢こう献けんがなければ成り立たないのだ。

　末次文音がこれほどまでに支持される所以ゆえんは、ずば抜ぬけた強さと幼げな容姿とのギャップや、そこから生まれた神聖性に加えて、こうした一連の行動にも表れている。

「ほんと、立派な隊長だよな」

　バロールは率そつ直ちよくに感かん嘆たんして呟つぶやくが、

「なに？」

　ホールに響ひびき続ける喧けん々けんたる音で搔かき消されて、伝わらない。椅い子すごとコースケの隣となりへ寄って、今度は聞こえるように言う。

「お前は早く死んで早く戻ってきて、隊長は大量の成果と共に凱旋。最近ずっとこのパターンだぞ。いいのか、これで」

「……いいわけないよ。俺が操作不能ペナルティ喰くらってる間にも、こうしてギルドホールで時間潰つぶしてた間にだって、戦って強くなってるんだろうし」

「わかってんなら、今からでも狩かりに行くか？　つかさ、まず投げナイフに戻れって。勝つことが前提だろ」

「一度決めたことを簡単に曲げられるかよ」

「お前、時々そうやって意地になるところ、あるよな」

　静寂を忘れたギルドホールは、まだ動き続ける金貨コインカ計測器ウンターに合わせて響どよめきを強める。

　そんな中、インフォメーションボードの隣に置かれた円形のスペースで小さく光が立ち上り、誰だれかが一時間の操作不能、死亡ペナルティを経過して復活したことを告げた。

「──チルとアネット。うちのナンバーツーとスリーだ」

　殆ど誰も見ていないだろうその瞬間を見み逃のがさなかったバロールが呟く。人波が末次文音の周囲へ集中したことで、そこへの見通しが良かった──ということもあるが。

　チルとアネットは一度お互たがいの目を合わせた後、カウンターへ向けて慌あわてた様子で駆け寄った。

「ちょっ、待ってよ文音ちゃん！」

　末次文音はギルドホールに長く滞たい在ざいしない。彼女はいつも金貨コインカ計測器ウンターの集計結果を見ることなく、すぐに場を後にしようとする。それを理解しているからこそチルは急いで呼び止めようとしたが、彼女にはその声が届いていないのか、構うことなくホールと表通りを繫つなぐドアまで歩き出してしまった。

「隊長、待ってください！」

　続いてアネットが女性としては少し重心の低い声で呼び止めて、ようやく末次文音は立ち止まった。

「あの二人と差がつくんだから、やっぱり、とんでもないんだろうなぁ」

　コースケがぼそりと呟いた視界の中で、金貨コインカ計測器ウンターに目が行った冒険者達の間から彼女の姿が覗のぞけて見える。覗ける小さな世界の中で彼女が後ろへ振り向いた瞬間、不意に目が合ったような気がした。そんな訳はないのに、コースケの心臓は何なん拍ぱくも乱れる。

　駆かけ寄って同じように覗けて見えたチルとアネットは、末次文音を間近で取り巻く一部であり、確かな力を持つ高位実力者だ。少なくともコースケの目が届く範はん囲いでは末次文音と同じペースで敵を刻み、闘とう技ぎ場で行われるギルド対たい抗こう戦でも実力は証明されている。

　それでも末次文音は──戦闘の痕こん跡せきを残しながらも──威風堂々と凱旋し、彼女達は死亡ペナルティを経て復活するのだから、コースケの目が届くよりもずっと先の何処どこかで決定的な力差による明暗が分かれていることは間ま違ちがいない。

　立ち止まり振り向いた末次文音に対して二人は何かを伝え、説得しているように見える。だが声を喧けん噪そうが搔き消してしまい、コースケには届かない。そのコースケ自身も、覗き見ている行こう為いが少し嫌いやになって、視線を外そうとした。瞬間、振り向いてから大した時間も掛かからずに末次文音は頭を下げると、そのままドアを開けて表通りに出て行ってしまう。諦めたのか、チルとアネットは彼女の姿を追わなかった。

　二人が悲しげな表情を見せた直後、ようやく集計結果が表示されて、ホールは今日一番の盛り上がりを見せた。隊長が姿を消し、それに次ぐ二人の高位実力者が参加しない盛せい況きように疑問を感じながらも、見上げた数字にはやはり、圧あつ倒とうされてしまう。今日の成果、正確には今日の夕方の成果は、過去のそれと比ひ較かくしても格別に大きい。

　コースケとバロールは少し場が静まるのを待ってから、インフォメーションボードへ足を運んだ。

　クエストは自動生成されるものから冒険者が冒険者に依頼するものまで多種多様で、今日も多くの案件が張り出されている。

「ま、とにかくイップスをどうにかしねえとな。……んっと、竜りゆう……ドラゴン……。んー、あ、あったぞコースケ。ほら！」

「マジで？」

『一いつ緒しよに碧へき竜りゆうを討とう伐ばつしてくれる人を募ぼ集しゆうします』

　インフォメーションボードの左ひだり下した隅すみに、その依頼書は貼はられていた。ほとんど足元で決して目立つ場所ではない。その割に、内容はハードだ。

「碧へき竜りゆうって、東の地下迷めい宮きゆうダンジョンに生息してるやつだよな。口から火を噴ふいたりする典型的なドラゴンって聞いたことあるぞ。でもあそこ、まだ未み攻こう略りやくじゃなかったか」

　バロールは言いながら地下ダンジョンに挑いどむコースケの姿を想像する。何かしら運良く戦闘を避さけながら広大な草原──モンスター遭そう遇ぐうエリア──を進んでダンジョンまで辿たどり着いたとしても、そこは未攻略、つまり末次文音を含めたゲーム内最上位プレイヤー達も未み踏とう破はという高難度ダンジョンだ。草原と違って狭せまい通路の多いダンジョン内で戦闘を全て避けるのは無理だから、戦うことになる。攻こう撃げきできない。死ぬ。

「あー。コースケには荷が重いか。つか今のお前にできるクエストって、ないかもな」

「待て、拓っ！」

「バロールだ」

「わかった。────待て、バロールっ！」

「演技臭くさいよ。オレが恥はずかしい。なんだよ？」

「このクエスト、引き受ける」

「はあっ!?　おまっ、そこら辺の野の良らモンスターに殺されてんのに碧へき竜りゆうに挑むの!?　バカなの死ぬのっ!?」

「バカでもねえし死にもしねえよっ！」

「さっき死んだばっかのバカに言われても説得力ないな」

「お前はどんだけ俺を罵ののしれば気が済むんだよ」

「事実を述べてるだけだ。つか、もしお前が本当にイップスならオレは解決方法を提案してやってるんだから、むしろ礼を言われてもいい立場だ」

「むぅ……。まあ、いいや。あ、じゃあ一緒に参加する？」

「はあっ？　──ってこれ、参加定員一名だぞ」

「ほんとだ。依い頼らい主参加型の定員一名……」

「たった二人で碧へき竜りゆう討伐とか、依頼した奴やつもお前に負けず劣おとらずのバカだな」

「……俺とお前は、割と仲の良い友達だよな？」

「ああ。どうした突とつ然ぜん」

「いや、何でもない……。ま、とにかく俺はこのクエストを受けるから。えっと日時は──って締しめ切りまであと五分もないじゃん！　なんでこんな直前まで募集してるの!?」

「そりゃ、無む茶ちやすぎて誰もやろうとしないだろうからな。えっと、場所は酒場前──。ここの三さん軒げん隣となりにあるあれか。高校生のオレ達にゃあんまり縁えんのない場し」

「じゃっ、俺行ってくる！」

　バロールの言葉を遮さえぎって言うと、出入り口へ向かって駆け出した。

「っておい！　──全く、あんまり無茶すんなよーっ」

　後ろから聞こえた筈はずの友人の忠告は、コースケの耳に入って脳に届かず消えていった。




　クエストの集合場所に指定されていた酒場は、表通りから細道へ入り、やや奥まった場所にある。締め切りまで残り三分程度で、コースケは指定場所へ到とう着ちやくした。

　周囲を見回しても人ひと気けは少なく、他の参加者は見当たらない。

「あれ。でもこのクエストって、依頼主も参加するんじゃ……。そうでなくても、普ふ通つう、クエストの依頼主って集合場所で先に待っているものだけれど」

　──どういうことだろう。まだ到着していないだけだろうか。

　コースケは疑問を抱いだきつつも、酒場の入り口横で縦に置かれた洋よう樽だるの蓋ふたに腰こしを掛けて、時間が過ぎるのを待つことにした。

　待って、三分が経過した途と端たん。

『ピピピピピピピピピピピピ』

　尻しりの下から謎なぞの信号音が鳴った。

「な、なんだ!?」

「……開かない」

　今度は声。驚おどろいてコースケは洋樽の上から飛び退のいた。

　洋樽の上蓋がかたかた鳴り、ぱかっと開いて、中から銀色の髪かみが迫せり上がってくる。

　上がってきた銀ぎん髪ぱつはコースケの鎖さ骨こつ程度の高さで上じよう昇しようを止めた。

「閉じ込められたかと思った」

　言った女、いや少女は、コースケを見て不思議そうな顔をする。

「あなたは……？」

　樽から出てきて不思議そうな顔をされても、と突つっ込む余よ裕ゆうもなく、コースケは、ただその場に立ち尽つくした。口をパクパクとさせているが、そこから音が続いてこない。絹糸のような細かいシルバーブロンドに、やや吊つり目で左右均等な顔立ち。左目の下に小さな泣き黒子ぼくろ。物もの凄すごい美少女というわけではないが、無む垢くを具現したようなあどけない容よう貌ぼうと長い銀髪が印象的なコントラストを生み出し、少女の存在を際立たせている。
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「誰？」

　洋樽の中に立つ少女はコースケを見上げながら、左に軽く首を傾かしげた。

　──可愛かわいい。一つの仕草だけでコースケにそう思わせた彼女は、しかし、たとえ洋樽の中から出て来たとしても、お前こそ誰だ、と言い返せる相手ではない。

「な、なんで、末次文音？」

　ようやく声となった言葉に、彼女は、

「碧へき竜りゆう討伐に参加してくれる人でしょうか？」

　妙みように起き伏ふくのない調子の質問で返した。

　スピリットアームズ最大の冒ぼう険けん者ギルド、クラウソラスの創設者にして隊長であり、カリスマにしてアイドルであり、象しよう徴ちようにして絶対。何よりコースケにとって憧あこがれの存在。

「違うんですか？」

　その他大勢の一人でしかないコースケにとっては、果てなく遠い存在。遠いのは、精神的にも物理的にも、だ。彼女の周りに自然発生する群集でコースケはまともに近付くことすらできず、戦闘となればいつも手のひら程度の大きさでしかその存在を捉とらえられない。もっと近くで戦う姿を見たいと願っても叶かなわない。

　ギルドホールでは人の壁かべの隙すき間まからしか、姿を拝むことができない。

　当然、ここまで接近したこともなければ、当然、会話を交かわしたこともない。

　まともに声を聴きくことすら、初めてだ。ジャンヌ・ダルクに形容されるほどの人物であるから気の強い声を想像していたが、彼女の声はあどけなく、全く喉のどをすり減らしていないかのように透すき通っている。

「違いましたか」

　再び、そそくさと洋樽の中に隠かくれようとする少女を、コースケは、

「ちょっ！　ちょ、待って！」

　思わず制止した。

「違いませんか？」

「ち、違いません！」

　何故なぜかお互い妙な敬語になってしまう。外見上、二人に年の差は感じられないが。

「じゃあ行きましょう」

「へ？」

「行くんですよね？」

「え、ああ、まあ……」

「では……」

　コースケの曖あい昧まいな返事に応じて樽から抜ぬけ出すと、末次文音は何も言わずに放射状に広がる街の外周へ向かって早足で歩きだした。

「ちょっ！　待って待って！　まだパーティ組んでないよ！」
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　東の地下迷宮ダンジョンには、草原の大地に抉えぐられた階段を下って入る。所謂いわゆる、遺い跡せき系ダンジョンの類たぐいだ。そしてこのダンジョンは未いまだに未攻略である。まさか潜もぐってすぐに碧へき竜りゆうが生息しているとは考えにくいが、未攻略というお墨すみ付つき高難度ダンジョンに、たった二人のパーティで挑む。

　コースケはゴクリと唾つばを飲んで躊躇ためらうが、末すえ次つぐ文あや音ねはそんな様子などお構いなし。自宅の階段を下りているかのように淡たん々たんと歩を進める。二人の振る舞いは対照的で、とてもパーティを組んでいるようには見えない。

　しかしコースケは、ダンジョンに辿り着くまでの道中で目にしていた。

　末次文音の圧倒的な強さを。

　フィールドでコースケが戦った回数はゼロ。出会った全すべてのモンスターを、末次文音は体格に似合わない長尺の剣で切り裂さき、薙なぎ払はらった。その姿は美しく、頼たのもしく、何よりもコースケに一つの確信めいた疑問を与あたえた。

　──俺、いなくてもいいんじゃね。

　事実、戦せん闘とうに参加していないのだから何の役にも立っていない。いてもいなくても戦闘結果に影えい響きようを及およぼさない。パーティを組んだ以上はそれなりにであっても公平に戦うべきところなのだが、末次文音の鬼き神しんの如ごとき強さと積極果か敢かんな戦闘スタイルは、戦う機会の公平さを簡単に奪うばい去ってしまう。

　鮮あざやかな速度でモンスターへ接近し、僅わずかな呼吸も置けない間に十字剣がモンスターの外皮に触ふれる。刹せつ那な、消失エフェクトがかかるが、次の敵がいる限り文音の姿はそこに残らない。見事な技ぎ巧こうで確実に仕留めていく末次文音を、コースケは傍ぼう観かんしてしまう。

　このような状じよう況きようであってもパーティである限り経験値やスキルポイント、金銭ガルドが均等山分けで手に入るのだから、やはり不公平感は否いなめない。当然のように一人でダンジョンに巣くうモンスターを切り刻む末次文音が周囲を一いつ掃そうして動きを止めた頃ころ、

「あの、俺、戦わなくていいのかな？」

　ようやくコースケは声を掛かけた。末次文音は一いつ瞬しゆん困った顔をして、返す。

「どちらでも。今は私だけで、どうとでもできるので」

「そ、そっか」

　普通なら怒おこられてもおかしくないところだが、再びモンスターが現れると末次文音は、やはり当然のように一人でモンスターを切り刻み始めた。引き続き後ろから眺ながめてばかりのコースケだったが、眺めながら、ふと、女の子に戦わせて自分の手元に労働のない対価がじゃんじゃん入ってくる異常さに気付く。

「やっぱり俺も戦うよ！」

　言って、末次文音の隣となりに立つ。並び立つ二人の手には、遠目には似ている──よく見れば末次文音の手にあるほうが遥はるかに輝かがやかしく質の高い──細身のロングソード。

　コースケが握にぎる所々に欠けがある鉄の剣は、単に形状が十字剣に近いからというだけの理由で選ばれた訳ありセール品だ。近くで見ると似ても似つかない。

　意気込んで横に立ったコースケだったが、対して末次文音は、

「そうですか。頑がん張ばってください」

　素っ気ない反応を示した。

「一応、俺達はパーティ……だよね？」

「はい」

　繰くり返し素っ気なく相あい槌づちを打たれたが、落ち込むことはない。むしろコースケにとってはあの末次文音とパーティを組んでいる事実を再確認して、気持ちが昂たかぶった。

　いつもなら傍そばにいるのは、バロールだ。バロールだって多少は戦えるかもしれないし、少なくとも剣士としての腕うで前まえならコースケよりも間ま違ちがいなく優すぐれているが、末次文音とは比ひ較かくにもならない。

　すぐ横に、憧れた強さがある。これ以上に心強いことなど、ない。

「今なら──。今なら、行ける気がするっ！」

　決意して猪いのししを模したモンスターを視界の正面に置く。モンスターは危険な眼まな差ざしに気付いて後ろ足を何度か蹴けり上げると、明確な臨戦態勢に入った。

　このまま待っていても、文字通り猪ちよ突とつ猛もう進しん型のモンスターは直線的に間合いを詰つめてくるだろう。剣を扱あつかうならば、剣の間合いに入った瞬間を上手うまく狙ねらい打てば良い。

「──くっ」

　だがそれではきっと、怯ひるんでしまう。イップスだか何だかよくわからないけれど、とにかくモンスターを剣の間合いに入れると身体からだが強こわ張ばって動かなくなってしまうのだ。

　怖こわい。

　コースケが歯を食いしばると、正面に据すえたモンスターは、ついに一歩前進を開始して、二歩目でグンッと加速した。

　──怖いっ。

　踏ふん張った足で思い切り地面を蹴ると、猪突猛進のモンスターと鏡合わせのように一気に駆かける。次の瞬間にはもう、振ふれば当たる距きよ離りに収めていた。

「はあっ！」

　腹の奥底から声を吐はいて恐きよう怖ふを体外へ追いやり、一気に剣を薙なぐ。

「──っ!?」

　しかしその勢いに急ブレーキがかかってしまう。体外へ追いやったはずの恐怖が急激に取り戻もどされ、息は止まり、一瞬にして全身が強張る。視界の中には本来描えがくはずだった剣の太刀たち筋すじが見えているのに、手に持つ剣は不安定なスローモーションでそれをなぞる。

　剣の動きに同調して殆ほとんど世界が止まったように感じるが、猪型のモンスターは高速で確実に懐ふところへ潜り込んできた。彼女の傍で、彼女と同じように戦えばきっと──。そう思っていたのに、今感じられるのは酷ひどい恐怖と冷たい汗あせだけ。

　そのままついに、ピタリと剣が止まった。

　下から抉るように突き上げられると、

「あーれーっ」

　下腹部に痛みを伴ともないながら宙を舞まう。それでも極限の緊きん張ちようからは解放され、安あん堵どした拍ひよう子しに疑ぎ問もん符ふを交ぜ忘れたような言葉を情けない声で上げてしまい、ぼてっ、と柔やわらかい音で頭から落下した。更さらに宙を舞いながらつい手から放してしまったロングソードが、コースケの代わりに猪型モンスターを薙ぎ払った末次文音へ向かって落下しようとしている。

「危ないっ！」

　上下を逆さにした世界に言い放つ、惨みじめな恰かつ好こうのコースケ。しかし末次文音は優れた危機察知能力を発揮して、コースケのおんぼろロングソードを白銀の十字剣けんで弾はじき返す。キンッと鋭するどい金属音を鳴らし、次いですぐ、ばきっ、と鈍にぶい音が鳴った。

「ばきっ？」

　ヒュンヒュンと風切り音を発生させながら舞った切っ先と柄つかは、完全に分ぶん離りしコースケの眼前で同時に地面へ突つき刺ささった。

「──今何か、モンスターとは違う手て応ごたえが」

　慌あわてる素そ振ぶりの全くない末次文音は、継ついで、

「まあ、いいかな」

　呟つぶやくように言ったが。

「よくないよ!?　どーすんのさ俺、剣はこれ一本しか持ってないのにっ。っていうかソードブレイカーでもない剣で剣を折るなんてどうなってんのさ!?」

「……ごめんなさい？」

「何で疑問系なの!?」

「私に向かって飛んできたから、仕方ない気が」

「ぅぐ……。それは、まあ、そうだけどさ」

　確かに、一いち撃げきを喰らった衝しよう撃げきで剣を手放してしまったのはコースケだ。剣士としては致ち命めい的てきな失態である。その上、彼女は少なくともコースケが見み据すえた敵を横から奪うようなことはしなかったし、それどころか、飛ばされたコースケを確認すると瞬時に代役として討とう伐ばつを果たした。責められる謂いわれはない。

「剣がないことが問題ですか？」

　だが剣を折ってしまったことは事実であるから、訊たずねる。勢いを削そがれたコースケは、

「──そりゃ、剣がないと戦えないから……」

　頼たよりない声で、ボソボソと答えた。

「戦えない。それは問題ですね──。……ちょっと待っていてください」

　末次文音は周囲に攻こう撃げきしてくるモンスターがいない──全て駆く逐ちくした──ことを確認すると、右手の平を地面に向けて外回りに一回転。半はん透とう明めいのメニュー画面──裏から文字は見えない──を空中に表示させると、幾いくつかの項こう目もくを選せん択たくして武器を選ぶ。

　折れたコースケの剣を一度見て、手持ちの武器の中から最も機能と形状が似ている、自分が手に持つ十字剣と全く同じ鞘さやと柄の剣を、コースケに手て渡わたした。

「これがあれば、解決しますか？」

　コースケは啞あ然ぜんとしながら受け取った。白い鞘に金色のラインで装そう飾しよくが施ほどこされたそれは、間違いなくあの末次文音がいつも使っている、憧あこがれの十字剣。

「ちょ、──えっ？　でも、これ……ええっ!?」

「？」

　末次文音は首を傾かしげる。

「あ、いや、嬉うれしいんだけど、その、お揃そろいの武器だと目立っちゃうというか、俺なんかがこれ持ってたら、君のほうが困るんじゃないか……な」

　あの末次文音と、ということももちろんあるが、それ以前に男女で揃そろいの武器を使うとなると、どこか気き恥はずかしさが伴ってしまう。

「そう。じゃあ」

　開きっぱなしのメニュー画面を再び操作すると、鞘と柄が目ま映ばゆい光を放つ。ほんの数秒で光が集束すると、白も金も全てが変色し、光こう沢たくのない深い黒に変わった。

「これで、お揃いにはならないです」

　コースケは驚おどろいた顔をして、次いで困った表情を見せ、最後に肩かたを落として落らく胆たんする。

「折せつ角かく同じ剣を使えると思ったのに……」

　末次文音に聞こえない小声で、呟いた。

「まだ問題が？」

「……いや、ないよ……」

　手に持つと確かな重みを感じる。艶つやのない黒は全てを吸い込んでしまいそうで、さっきまで使っていた訳ありセール品とは全く格が違う物に見える。

　実際色が変わっただけで、末次文音の十字剣と同じ物には違いない。

　自分には分不相応な代しろ物ものだと思いながらもコースケは刀身を抜ぬこうとした。驚いたことに、刀身までもが黒い。こうなるともう、外見上はシルエット以外別物である。そして、

「お、重っ」

「重い？」

「多分──俺のステータスが……」

　スピリットアームズには防具の概がい念ねんがなく、技わざはあっても魔ま法ほうはないし、当然空だって飛べない。極きわめて原始的な、しかし多種多様な武器が織り成す、闘たたかいの世界。

　だからこそ、ステータス以上に武器とその扱い方で勝敗が決まると言っても過言ではないが、高度な武器を扱うにはやはり、相応のステータスが必要になる。

　末次文音の高度なステータスに相応ふさわしい武器は、凡ぼん俗ぞくなコースケの身には、余る。

　それでもコースケは、自分には扱えない、と言い出せなかった。憧れの末次文音から貰もらった色違いとは言えどお揃いの剣。扱えないと言って返してしまうのは惜おしい。

「……何でもない」

　鞘に刀身を納めると重さは外観相応に収束する。装備しないならば武器アイテムとしてアイテム欄らんに格かく納のうすることができるし、持ち歩くだけならどうとでもなる。

「でも、こっちの慣れたほうを使うことにするよ」

　コースケは右手でメニュー画面を表示させると、細身のナイフを取り出した。

「投げナイフ──ですか？」

　末次文音は、もう一度首を傾げる。

「うん。元々はこれを使って戦ってたんだ。──その、剣はまだ、慣れてなくて」

「そうですか」

　てっきり、何で慣れない剣を使っていたの、とか、ナイフがあるなら剣を返して、とか、そういう言葉が飛んで来ると予想していたコースケだったが、予想はあっさりと裏切られた。本当にいいのかなと思いながらも、貰い受けた黒の十字剣をアイテム欄へ入れる。

「行きましょう」

「う、うん……」

　末次文音という少女は、歴史上の英えい雄ゆうジャンヌ・ダルクにも喩たとえられるほど、圧あつ倒とう的なカリスマ性をもった存在──だと、コースケは勝手な想像を働かせていた。

　しかし目の前の少女は、それとは少し違うような気がする。確かに剣を振る姿は華か麗れいで勇ましく、圧倒的な強さも兼かね備えている。しかし、どこか嚙かみ合わない。ひょっとするとそれも含ふくめてカリスマ性となっているのかもしれないが、いまいちピンと来ない。

　次々とモンスターを刻みながらダンジョンを昂こう然ぜんと歩く末次文音の後ろで、コースケは細身のナイフを必死に投げる。スピリットアームズの広大な世界で圧倒的な力を誇こ示じする末次文音の十字剣と、平へい々へい凡ぼん々ぼんその他大勢の一人が扱う投げナイフでは、攻撃力に大きすぎる差が生まれた。それでも、コースケは女の子一人に戦わせて経験値やスキルポイント、金銭ガルドだけを受け取るという気にもなれず、懸けん命めいにナイフを投げ続ける。とはいえ、

「ちょ、ちょっと……」

「？」

　平然とした表情で軽く首を傾げる末次文音に、息をぜぇぜぇと切るコースケは、言う。

「……少し、休きゆう憩けい、しない？　もう、この辺りのモンスターは、倒たおしたと思うし……」

「そう」

　一言だけ返して白銀の十字剣を白い鞘に戻すと、末次文音はそのまま岩の壁かべを背に膝ひざを抱かかえて座り込んだ。その姿は小さく纏まとまっていて、さっきまで刀身の長い十字剣を自在に操あやつっていた少女と同一人物には見えない。

「そうしてると、普ふ通つうの女の子にしか見えないね」

　コースケは呟いて、同じ壁を背にして座り込んだ。息は切れ、汗が滲にじみ、誰だれの目にも明らかに疲ひ弊へいしている。数多あまたあるフルイマージョンゲームの中でスピリットアームズだけが持つ高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスによって、疲労はよりリアルな感覚でコースケを襲おそった。

　しかしあくまで、ゲームである。もたらされる疲労感は数値で決められていて、その数値を決めるのもまた、極めてゲーム的な数値だ。

「もっとレベルを上げないとなぁ」

　経験値によるステータスの向上やスキルポイントによるスキルレベルの向上で、疲労の度合いは変えることができる。当然、強力な武器は疲つかれやすく、脆ぜい弱じやくな武器は疲れにくい。コースケの持つナイフはセオリー通りそのステータスやスキルを目め一いつ杯ぱい使って装備できる武器であるから、瞬しゆん間かん的に大きな力──少なくともコースケにとって──を発揮する代だい償しようとして、疲労は溜まりやすくなる。

　──そういや、今日手に入れた経験値って、どれぐらいだろう。

　ふとコースケは思い、右手を旋せん回かいしてメニュー画面を立ち上げた。

「うわっ！」

　思わず声を上げてしまう。

「どうしました？」

　人二人分ほど間かん隔かくを空けて座っている──後に座ったのはコースケのほうだが──末次文音が、訊ねる。

「いや、なんかもの凄すごい量の経験値が……。それにスキルポイントもこんなに……」

「一人で戦ったら、もっと貰えますけど？」

「一人でって、そんな」

　確かに計算上はそうなのだけれど、そんな不可能な話をされても、という風にコースケは両手を前に突きだして振った。だが、では二人なら可能なのか、と考えると──。

　その他大勢の自分と自分より少し強い程度のバロールが仮に一いつ緒しよに組んで挑いどんだとして、恐おそらく最初の階段を下りてすぐ、全ぜん滅めつするだろう。そもそも、そういう挑ちよう戦せんを受け付けるような難易度のダンジョンではないのだから。

「私はいつも一人」

「え？」

「そうやって、強くなりました」

　末次文音は、表情を無から変えずに、しかしほんの少しだけ声こわ音ねを曇くもらせた。

「でも、君はいつも先せん陣じんを切って大勢の冒ぼう険けん者を……」

「それは唯ただの勘かん違ちがい……。私、パーティを組んだことないから」

「パーティを組んだことが……ない？」

　コースケは信じられないといった素振りで、驚きを隠かくさずに言う。

「そんなバカな。じゃあ、君の後ろにいる人達は一体」

「あれは、勝手に付いてきているだけです」

「え、でも、じゃあ何で、だって君は、クラウソラスの隊長──それも創設者だよね」

「はい」

「この世界で最大の冒険者ギルドの」

「そうみたいですね」

「みたいですね、って……」

　パーティと冒険者ギルドは異なる組織だ。パーティは一つのミッション──主にダンジョン攻こう略りやくやボス討伐──に向けて短期的に組む、上限を百人とした戦せん闘とう用の集団。一方の冒険者ギルドは、長期的な目的を共有する団体。大きく分けると戦闘系と鍛冶かじ系にしか分かれないが、ギルドでは冒険者が得た金銭ガルドの一部を徴ちよう収しゆうすることで、冒険者個人だけでは中々できない大がかりな技術投資や建造物の売買にも関かかわることができる。

「君なら、いくらでも相手はいるじゃないか」

　クラウソラスというスピリットアームズ最大のギルドを率いていて、何よりこれだけの人々から注目されていて、パーティを組む相手がいないなんてことは、ありえない。

「多分」

「…………？」

　多分、と口にした後、なにか言葉が続くのかと思ってコースケは待ったが、特に何も続かずに沈ちん黙もくされる。どうも末次文音という人物は訊きかれたことには答えるがそれ以上のことは喋しやべらないらしいと、コースケは気付いて言い直した。

「何で、誰とも組まないの？」

　相手がいるのに、何故なぜ組まないのか。

「組み方が、わからないんです」

「──は？」

　突とつ然ぜん真後ろから刺さされたような驚くにも驚けない驚きを、コースケは『は？』の一言に全すべて詰つめ込んだ。しかし末次文音はそれ以上の言葉を続けないし、組み方がわからないと言っても、それは原因を特定できる言葉ではない。候補が多すぎて選べない、自分から積極的に言い出せない、理由は幾いくつか思い当たる。コースケは更さらに思考を巡めぐらせた。

　さっきの答えは予想した方向と真逆から飛んできた。ということは、考えもよらないようなところに、答えはある。……ような気がする。

　広げた親指と人差し指の上に顎あごを乗せ、細めた目でじーっと憧あこがれの少女を見て、言う。

「…………まさか操作方法がわからない、とか？」

　一番有り得ないだろうと思った選せん択たく肢しを口にして、すぐに、

「いやいや、でもまさかそんな、ね。最大ギルドの隊長に向かって、何言ってんだろ俺。ごめんごめん」

　取り繕つくろうようにして撤てつ回かいした。すると末次文音は恥はずかしそうに膝で顔を隠す。額まで膝に隠れると、意図せず、声が籠こもる。

「やっぱり、変──ですよね」

「へ？　……え、じゃあ本当に──？」

「わかりません──」

　さっき答えの飛んできた方向に一度は向いたけれど、まさかそんなはずは、とわざわざ元の方向に向き直して結局、また真後ろから撃うたれた。

「いやいやいやいやっ！　なんで!?　そんなはずないじゃん？　ギルドは作れちゃうのに!?」

　勢いで末次文音の正面に立ち上がって、疑問を連発する。

　コースケの言う通り、一時的なパーティを組むよりも恒こう久きゆう的な冒険者ギルドを作って運営するほうが遥はるかに困難だ。スピリットアームズという仮想現実の中にある一つの世界に限るとは言え、最大規模ともなれば、その苦労は彼女にしかわからない程ほどだろうし、そもそもパーティを組む操作自体も簡略化されているから決して難しいことではない。

「やっぱり、変ですか──？」

　膝を折り、スカートを地面に付けて座りながら。しかし膝に埋うもれるように額まで隠していた顔を僅わずかに上げて、訊く。不意に、目が合う。

「へっ──、いや、変じゃないよ」

　最初に口から漏もれた、へっ、が変のへなのか、単に驚おどろいただけなのか、言ったコースケ自身もよくわからない。ただ、小こ柄がらな体たい軀くに小さく縮こまった座り方が妙みように幼さを強調して映る。そして幼さと対照的に短めのスカートから大だい胆たんに開はだけた太ふと股ももは、突然目と目が合ってしまい慌あわてて逸そらしたコースケの視線を一時的に独どく占せんした後、更に視線を行方ゆくえ不明にさせるには十分だった。
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「変じゃないですか？」

　声の調子こそ平へい滑かつだが、意図せず上うわ目め遣づかいになる。コースケは上目遣いの末次文音に耐たえきれなくなってしまい、顔を真っ赤にしてその場で座り込んだ。

　しかし今度は視線が下がりスカートの中が見えそうになって、徐おもむろに立ち上がる。

　一人で立ったり座ったりする姿を見て、末次文音はまだ少し恥ずかしそうにしながらも大きく首を傾かしげた。彼女にとっても、目が合ったのは事故だ。

「今日が、初めて──」

「え？」

「私の出したクエスト。誰も来てくれなくて、初めて来てくれたのが、あなたです」

「そう、だったんだ」

　確かに、たった二人で未攻略の迷めい宮きゆうダンジョンに巣くうドラゴン──碧へき竜りゆう──を討とう伐ばつしようなどという無む謀ぼうなクエスト、誰も請うけ負うはずがない。

　そりゃ、そうだよな。コースケは心の中で呟つぶやいた。

「私、嫌きらわれているのかも……」

「え……。何でそう思うの？」

　大勢の冒険者を魅み了りようしている筈はずの少女からまたも漏れた予想外の言葉に、コースケは驚きながら今度こそ冷静に返した。

「いつも、私が嫌いやがっても後ろから大勢付いてくるのに、誰も私の依い頼らいしたクエストを受けてくれないから」

「嫌がっても？」

　クエストの件はスルーした。依頼者名が公開されていれば違った結果が待っていたのだろうけれど、パーティを組む操作も解わからないと言う彼女ならば、討伐クエストの依頼書を書くことも不慣れである可能性が高いし、何よりもそれでは注目を浴びすぎるのだろう。

「私はあまり、人と接するのが得意じゃありません」

　そうだろうね、とは言えなかった。たった数時間前までは、孤こ高こうだとか、勇ゆう猛もう果か敢かんにして一いつ騎き当とう千せん、圧あつ倒とう的な強さと気高さを併あわせ持った人だとか……。遥か彼方かなたにあって頂点に君臨し、住む世界が違うというようにしか見えていなかったあの末次文音の姿が、こうして近くに立って接していると、ただ人付き合いが苦手なだけの不器用な女の子に見える。

「まあ、私が人を遠ざけているというのも、もちろんあるんですけれど。──友達も一人しかいないし」

　最後にぽそりと物もの凄すごく気になる言葉を発したが、不用意にそこへ突つっ込む勇気はない。

「んー。もし本当に嫌なら、嫌だって直接伝えるしかないと思うけど」

「伝えましたよ」

「ちゃんと？」

「多分」

「どうなった？」

「私が嫌がると、悦よろこぶ人がいます」

「変態か」

「多分」

　言われているほうも、こんな地下迷宮ダンジョンの深層で変態呼ばわりされているとは想像していないだろうが、女の子が嫌がる姿を見て悦ぶことを良い趣しゆ味みだとは言えない。

　とはいえ、コースケは膝ひざを抱かかえる幼げな少女を見て、気持ちが全くわからないわけでもないかな、と思ってしまう。不意に声が籠もってしまったり、頰ほおを紅潮させて小さく丸まったりする姿は、嗜し虐ぎやく心しんを擽くすぐるには十分だ。

「あなたも同類ですか？」

　心に思っていたことが目に表れていたのか、心の内がバレかけていた。慌てて、

「いや、いやいや、何言ってんの、違うよ、俺は、そんなんじゃないよ」

　変に途と切ぎれ途切れの言葉で、返す。

「そうですか」

「うん。安心して」

　安心して、と言われて本当に安心する女の子がどの程度いるのか。しかし、とりあえず目の前の少女は、

「わかりました」

　素す直なおに言葉を受け取った。

　末次文音は、自分が注目を浴びていることを理解している。わざわざ剣けんを掲かかげたり、大きなギルドも運営しているのだから、心当たりはいくらでもある。しかし自分を歴史上のジャンヌ・ダルクと重ね合わせて神様の如ごとく崇すう拝はいする──その割に目が厭いやらしい──第三者から見ると取り巻きとしか思えない一部の集団には、少なからず嫌けん悪おを感じていた。

　だがコースケの頭には疑問が浮うかぶ。変態性はともかくとして彼女の周りには確かに男性が多く取り巻いているし、自分だってその中の一人なのだけれど、クラウソラスは隊長が女の子ということもあって女性冒険者の比率が比ひ較かく的てき高い。

「気の知れた仲の人とかは、いないの？　今日だって、ギルドホールでなにか話しかけられてたみたいだったけど。あの二人ならパーティも喜んで組んでくれるんじゃないかな」

　彼女の周りには、女性冒険者の姿もある。さっきギルドホールで見かけたチルやアネットのように、彼女を強く慕したう存在だってあるはずだ。

「あの二人のことは別に、嫌いとかそういうことでは全くないんですけれど。その、あまり積極的に声をかけられると、どうしたら良いのか、解らなくなってしまって……」

「ああ……。なるほど」

　どうも末次文音という少女は本格的に人付き合いが苦手らしい。今の言葉を聞く限りでは、自分を慕う存在とでさえも、あまり上手うまく接することができていないようだ。

「──さっき言ってた友達は、スピリットアームズに参加してないの？」

「友達は『イル』という名前で参加しています。結構有名ですよ。見た目も目立つし……。《ブラッドエレン》の副隊長で、ただ、彼女は鍛冶師なのであまり戦闘は」

　ブラッドエレンと言えばβ版から参加しているらしい女性隊長が率いる、最も古い《鍛冶系》ギルドだ。スピリットアームズのギルドは鍛冶系と戦闘系に分かれる。戦闘系は戦って強くなり、鍛冶系は優すぐれた武器を作ることで強くなる。

「鍛冶師かぁ。それも、あのブラッドエレンの副隊長……。そりゃ確かに、難しいね」

　鍛冶師はあまり戦闘に参加しないし、クラウソラスとブラッドエレンは女性隊長が率いる点が共通していることからライバル関係のように受け取られがちだ。

「あの、そろそろ動かないと」

「──ん、ああ、そうだね。大分疲つかれも抜ぬけたし、もう大だい丈じよう夫ぶかな」

　コースケは軽く身体からだを伸のばして、左右に捻ひねり、身体の状態を確かく認にんする。

　対して末次文音は、徐に立ち上がると短めのスカートに付いた汚よごれを執しつ拗ようにぱたぱたと叩たたいて落とす。スカートを叩く仕草で身体の重要なラインが浮かんで見えてしまうような気がして、コースケは特に悪いことをしているわけでも、ましてスカートの中が見えているわけでもないが、目を逸らした。

　──少し、無防備すぎるかも。

　コースケの抱いだいた感覚は、憧れの末次文音に抱くような感情ではなく、目の前の女の子に対する一人の同年代男子としての、率そつ直ちよくな感想。もしかするとそれが原因で、嫌がられて悦ぶような変態連中が群がってきているのではと邪じや推すいしてしまう。

「ところで、大分進んだと思うんだけれど、目的の碧へき竜りゆうはまだ先なのかな？」

「？」

　疑問を声に出さず、彼女はただ不思議そうに首を傾げる。仕草が一々可愛かわいい。

「も、もう結構、近いんじゃないかなと思って」

「はい」

「いや、はい、じゃなくて……ええっと、あとどれぐらいで碧へき竜りゆうに会えるのかな？」

「どれくらい……？」

「そう。大体で良いんだけど」

「じゃあ、二秒ぐらい」

「二秒？　え、それどういう──」

　ガブッ──。

「あああああああああああああ」

　そっと音を忍しのばせて末次文音の眼前に現れた碧へき竜りゆうは、末次文音に向かい合って立つコースケを背後から丸まる吞のみにした。

「あっ」

　後ろにいるよ、と言えば良かったと今いま更さら気付いた末次文音だったが、時既すでに遅おそし。碧へき竜りゆうはカルシウム豊富な小魚を食べるかのようにバリボリとコースケを食べ終え、ゲフゥ──と満足そうに息を吐はいた。

　末次文音は、とりあえず胸の前で手を合わせて、合がつ掌しようした。




「ふぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　碧へき竜りゆうに嚙かみ砕くだかれてから丁度一時間後、コースケはクラウソラスのギルドホールで復活を遂とげるなり人目も憚はばからず奇き声せいを上げていた。

「なんで俺が食べられなきゃならないのさ!?　後ろにいるよ、とか、気をつけて！　とか、色々言い様はあるだろぉぉぉぉっ！」

　ホールに集つどう他ほかの冒ぼう険けん者にとっては全く意味不明な、しかしコースケとしては至し極ごく真っ当な不満を叫さけんだ。すると一人、コースケより一回り以上大きな体軀の男が、歩み寄る。

「おいおい、何やってんだコースケ」

「拓たくっ！」

「バロールだ。マジで本名叫ぶのやめろ。どんだけの人間が聞いてると思ってんだ」

「バロール！」

「なんだ」

「酷ひどいんだよ！　末次文音とパーティ組んだのに碧へき竜りゆうの接近を教えてくれなくて俺はバリボリムシャムシャと──」

　コースケの言葉に、一いつ瞬しゆんホールがざわつく。

「はあ？　何で隊長が出てくるんだよ。つかパーティ？　お前、どっかで頭打ったんじゃねえか」

「マジだって！」

　泣きっ面つらにできる限りの真しん剣けん味みを持たせて言うが、

「──そうか。わかった。まあな、あんな自殺志願クエストにバカみたいに挑いどんで、自然な弱肉強食の流れでお前は碧へき竜りゆうに捕ほ食しよくされてしまったんだよな。そりゃ、バカを拗こじらせても仕方ない。妄もう想そう──じゃなかった言い訳ぐらい、オレがゆっくり聞いてやるよ」

「お前は本当に俺の友達かぁぁぁぁぁぁっ！」

　全く伝わらなかった。

「まあ落ち着けよ。──つか、そもそも碧へき竜りゆうがいる地下ダンジョンって相当難易度高いだろ。まず遭そう遇ぐうエリアまで辿たどり着くのは不可能、いや、お前ならダンジョンの入り口まで到とう達たつするのも無理だと思ってたが……。相当強い人が依頼主だったのか？」

「だから末次文音が依頼主なの！」

　再び末次文音の名を口に出したコースケに周囲の視線が集中する。しかし突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、殆ほとんどのそれは懐かい疑ぎ的だ。バロールはそんな視線を代弁するように、言う。

「んなアホな。隊長なら依頼無しの一声で上限一いつ杯ぱい、百人のパーティができあがるぜ」

「いや、だからその末次文音が実はパーティを組んだこともなくて」

　必死に弁解するが、あまりに現実的ではない言葉に一度はザワついたホールすらも、なんだよ、とか、驚おどろかせやがって、という声を伴ともないながら収まってしまった。

　そしてバロールはコースケの肩かたにぽんっと大きな手を置き、最大限の優やさしさで言う。

「妄想は、妄想だから妄想なんだぜ？」

「聞く耳を持てぇぇぇぇぇぇ！　…………はあ、もういいや。なんか俺もう疲れちゃった。今日はログアウトして現実のほうで寝ねる」

「寝るにはまだ早くねえか。つか、別にわざわざログアウトしなくても、宿屋使えば良いじゃねえか」

　仮想現実にフルイマージョンされている間、現実の身体は睡すい眠みん状態となっている。だが脳は激しく活動しているため、寝ているのは肉体だけだ。その肉体であっても、通う神経は仮想現実の影えい響きようで幾いくらか刺し激げきされてしまうし、結果、血流をコントロールする心しん拍ぱく数すうや血圧も変動する。言わば『激しい夢』を見ている状態であり、脳を休ませるためには身体だけの睡眠状態ではなく、脳まで含ふくめた本当の睡眠が必要だ。

　つまるところ、仮想現実の世界で睡眠を取る行こう為いと現実世界で睡眠を取る行為に、大した違ちがいはない。肉体は床とこ擦ずれを防ぐために自然と寝返りを打つし、呼吸が止まるわけでもない。脳が睡眠状態に入るのであれば、どちらで寝ても結果はほとんど変わらない。

「一人で考えたいことがあるんだよ。おやすみ！」

　捨て台詞ぜりふのように言い残して、右手で素す早ばやくメニュー画面を操作する。

　コースケはノイズと共にスピリットアームズの世界から姿を消した。





◆◇◆◇◆






「はぁ……。まあ、あの末次文音と俺が一いつ緒しよに、なんて。誰だれも信じないよなぁ……」

　高等学校付属の学生寮りよう──実際には単なる学生限定アパート──の一室で、ゴーグル型の精フルイ神マージ転送ヨンデ端末バイス《ＦＩＩＤフイード》を片手に、ベッドに横たわる関せき場ば宏こう介すけは呟つぶやいた。

　今世紀初頭から何十年も掛かけて統とう廃はい合ごうを繰くり返して、高等学校はその数を激減させた。結果、自宅から通える範はん囲いの学校が存在しない学生が増加する。生体認証による年ねん齢れいと犯罪歴の確認さえクリアすれば免めん許きよの必要もなく自動運行車に乗ることができるが、瞬間移動できるわけでも空を飛べるわけでもなく、旧きゆう態たい依い然ぜんの道路をゴム製のタイヤで走る限り、そう簡単に速度は上げられない。

　長時間に亘わたる自動運行車通学を選ぶか、学校から徒歩圏けん内ないの学生寮を選ぶかの二択たくになるが、宏介のように仮想現実へ入り浸びたっている人間の大半は、学生寮を選ぶ。

　学生寮に入れば当然、家族と離はなれることになるが、それが好都合なのだ。

　更さらには距きよ離りの離れた家族と会うために仮想現実を利用するという逆転的手段もある。幸いなことに宏介の家族は仮想現実に寛かん容ようというか積極的であり、必要があれば物理的に移動しなくとも顔を合わせることができる。

「お腹なか、空すいたなぁ」

　と言っても、結局のところ物理的に離れた場所にいる限り現実の飲食を共にできるわけではない。コースケはベッドから足を投げ出すと同時にリモコンを手に取り、暗くなった部屋に灯あかりを点つけて、年季の入ったアルミ製玄げん関かんドアへと向かう。履はき慣れた靴くつに足を通すとすぐに点けたばかりの灯りを消して、アパートの一階にある食堂へと向かった。
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「お姉ちゃん、どうしたの？」

「茜あか音ね……」

　ベッドの上で柔やわらかく正座して、ノートを片手にペンを握にぎる。そんな末すえ次つぐ文あや音ねの姿に、妹の茜音は、

「珍めずらしいね。お姉ちゃんが自分でこっちに戻もどってくるなんて」

　同じ家の中にいるにも拘かかわらず、こっちに戻ってくる、と口にする。

「うん、ちょっとね」

「何かあったの？」

　こっち──現実世界──に戻ってくる。それはつまり、仮想現実からのログアウトを意味していた。普ふ段だんなら末次文音は仮想現実に没ぼつ頭とうしてしまい、中々帰ってくることがない。中々、というよりも、妹がＦＩＩＤフイードの緊きん急きゆう呼び出しボタンを押して、仮想現実の世界にまで届く音声で、

『もうご飯できてるよー』

　と呼びかけないと、末次文音は戻ってこないのだ。

　仮想現実で出来ないことの代表格が栄養の摂せつ取しゆである。フルイマージョン技術の黎れい明めい期きには病院で入院管理されながら仮想現実に没頭する中毒者やプロゲーマーのような存在もあったが、カロリーの摂取はできても筋力は衰おとろえ、健康的な肉体の維い持じは困難を極きわめる。

　人間的な生活でないと批判されながら真似まねをする者が後を絶たず、問題は肥大し続け、医い療りよう法により厳格に禁止される事態を招いた。

　この新しい法律は当初、仮想現実やフルイマージョン技術の衰すい退たいに繫つながると予見されていたが、実際には仮想現実の中に一定の公平や安定が保たれるようになり、今となってはコアなゲームファンに向けて解放されていた仮想現実の世界が一いつ般ぱん的な普ふ及きゆうに至る転てん換かん点の一つ、とも言われている。

「別に、なんともないよ。──いつもと、同じ」

　言いながら、ペンを置く。

「そう？」

　いつもと様子が違う姉の姿を見て、妹、末次茜音は心配そうに顔を覗のぞき込む。

「お姉ちゃん、顔、青いよ」

「……え？」

「本当にいつもと変わらない？」

「……うん」

「──そっか。じゃあご飯、食べよ？」

　姉の答えに納なつ得とくしたわけではなかったが、茜音はあえて追つい及きゆうしなかった。

「うん。ありがと」

　階段を下りてリビングに向かうと、自動的に壁かべ一面を使ったモニタの電源がオンになる。高精細、高色域を追求した結果、モニタの映し出す映像はほとんど現実と区別ができなくなった。その上、壁一面──床ゆかから天てん井じようまで──を使っているから、等身大の人物を映し出せばそこに本当に存在するかのように人間の脳は錯さつ覚かくを起こしてしまう。

「今日はハンバーグと、南瓜カボチヤのポタージュにしたわ」

　壁に映る女性はテーブルの上に並べられた料理の名前を正確に言った。

「ごめんなさいね、いつも帰れなくて」

「お母さんは忙いそがしいから、仕方ないよ。お姉ちゃんが居るから寂さびしくないし！」

「──私も、茜音がいるから大だい丈じよう夫ぶ」

　申し訳なさそうな母親の言葉に、妹は表情を柔らかくして優しく、姉は無表情に平へい滑かつな調子で言った。

　ＡＩの普及とロボット技術の成熟によって、人間が一日に働く時間は平均で四時間程度にまで短縮された。そんな現代社会において家に帰れないほど忙しい人間は珍しい。特にそれが子供を持つ母親となれば、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆのような存在だ。

「文音、ちょっと顔色が悪いんじゃない？」

　画面の向こう側にいる母親は心配になり近寄ろうとするが、お互たがいの間に確実に存在する物理的な境界線にハッと気付き、停止する。一瞬、左足を半歩後ろに引いた。

「……文音、何かあった？」

　体温や心しん拍ぱく、血糖値などはリビングに居る限り遠えん隔かく測定器で常に測定されている。母親はチラリと右斜ななめ上に目を配らせると、熱はないみたいね、と軽く安あん堵どして更に続けた。

「私が居ない間に病気になったりしたら……。何かあったらいつでも声をかけるのよ」

　食であれば、正確に食材を発注し栄養素を計算したロボット調理の後、最新型の家政婦ロボットが盛り付けてテーブルへ並べる。暴飲暴食を避さければ健康維持は難しくない。

「はい」

「りょーかい！」

　しかし大きく変化し続ける家庭内での健康管理に対して、医療分野は本質的な変化を未いまだ起こしていない。遺い伝でん子し治療で薬は安全性と作用が飛ひ躍やく的に向上し、正確性を求める患かん者じやや医師不足の解消を求める声に応こたえて臨りん床しようロボットも急激に普及した。しかし正確を求めるからこそ、病院という限られた施し設せつが主立った医療現場であることに変化はない。

　生活面を人工知能とロボットに支えられる高校一年生と中学一年生の姉妹も結局、病気になれば自己治ち癒ゆ能力と旧態依然の家庭薬で凌しのぐか、病院へ足を運ぶしかないのだ。

　もっとも、交通手段に自動運行車がある以上、病院へ向かうことはさほど難しくない。

　それでも母親が心配するのは、

「熱はなくても、精神的なところはデータにできないから。そういう面で何かあるのなら、早めにお母さんに相談しなさい」

　精神の完全解明は未だ遠く、全すべてをデータで計測することは難しい。

　精神フルイマ転送ージヨンによって得ることができる仮想現実の世界も、あくまでアウトプットとインプットの信号を請うけ負って脳神経に刺激を与あたえているだけに過ぎず、何より精神医療の主な患者は末次家の姉妹と同じ十代の少年少女だ。母の心配も無理はない。

　仕事から解放されつつある大人は今世紀初頭ほどストレス過多ではなく、そんな現代にあっても忙しく仕事をしている者──例えば姉妹の母親──においても週に一度のカウンセリングが義務付けられ、結果が芳かんばしくなければ病態化する前に休養を命じられる。

「何でもない。学校にもちゃんと行ってる」

　文音は母を安心させようとして、断言した。

「そう……？　それならいいけれど……」

　だが母の目は心配の色を残し、断言したところで完全には誤ご魔ま化かせていない。それでも一応の安堵と共に、この話題の終しゆう了りようは告げられる──と思った。しかし、

「でもお姉ちゃんね、今日呼びに行ったら珍しく自分でＦＩＩＤフイード外してたんだよ」

「茜音！」

「わっ、急に大きな声出さないでよ」

「余計なこと言わなくていいから！」

　突とつ然ぜん感情的になった末次文音は、妹を叱しかるように言う。言って直後、

「ごめん……」

　聞こえるか聞こえないか解わからない程度の小声で謝り、続いてゆっくり画面の向こう側へ視線を移動させた。

「──文音、またＦＩＩＤフイードを使っていたの？　……確かに、十四歳を過ぎれば仮想現実を利用する法的な権利があるけれど」

「……はい」

「でも、親には子供を健康に育てる義務があるわ。──まあ、家にいない私がそれを言うのは可笑おかしいかもしれないけれど、でも、あれは本来、まだあなたには早いのよ。それにお母さんは、あれが大だい嫌きらいなの。……今日は自分から止やめられたみたいだから、少しはマシだけれど。でもあれを使うのは控ひかえたほうが良いわ。もし明日あしたも体調が優すぐれない様子だったら、お母さんがあなたの主治医として、少なくとも正常であることが確かく認にんできるまでは、あなたのＦＩＩＤフイードをネットワークから排はい除じよさせるから」

　母は半ば脅きよう迫はくするかのように言った。

「……はい」

「じゃ、お母さんはこれからまだやることがあるから、悪いけれど二人で──、冷めない内に、早く食べてしまいなさい」

「……はい」

「はーい」

　壁一面に広がっていた映像が消えると無機質な白い壁が現れ、直後、壁の中心にだけ再び同じ映像──但ただし母親は居ない──が小さく表示される。

「ごめんっ、お姉ちゃん」

　手を合わせて謝る、妹の茜音。

「……別に、謝らなくていいよ。お母さん、心配してくれてるだけだし」

　チラリと白い壁を見み遣やるが、やはりそこに母の姿はない。

「変えても良いよね？」

　普段より少しだけ早く強い口調で言った文音は、画面に向けて右手を伸のばすと時計回りに掌てのひらを一回転──。

「間ま違ちがえた……」

　何の反応も示さない映像に人差し指を指して、壁に操作パネルを表示させた。

　末次文音と茜音の母、末次天あま音ねは、精神医療の分野で主に研究医として従事している。ＦＩＩＤフイードと呼ばれるデバイスで仮想現実を獲かく得とくすることは人権にも含ふくまれる権利であるが、医師であれば患者の健康のためにＦＩＩＤフイードの使用を差し止めることができる。

「お母さんは、ズルい」

　文音は呟つぶやく。主治医の権限を母として振ふりかざす行こう為いを、少なくとも快くは思っていない。普ふ通つうの母親なら、そこまではできないのだから。

「でもさ、本当に大丈夫？　お姉ちゃんが怒おこるのって珍しいよ？」

「そう？」

「うん。顔色が悪いだけじゃなくて、機き嫌げんまで悪そう」

「……生理」

「へっ、──え、ああ、あー、そうなんだ。私まだだからよくわかんなくて」

「冗じよう談だんのつもりだったんだけど」

「へ？　ちょっ、お姉ちゃんの冗談は解りにくいよっ！」

「ごめん」

「まあいいけど……。それより早く食べちゃお！」




『へいお待ち！』

　威い勢せい良よく接客ロボットが喋しやべるが、食堂には関せき場ば宏こう介すけ唯ただ一人。

　とりあえず学生寮りようと名付けられているだけあって、一階に下りれば学生用の食堂が存在する。別に学生専用というわけではなく、誰だれが来ても客である限り拒こばむことはないのだが、料金は学生に比べて五割増しとなりお得感はない。

　学生に比べて、ということは学生からも毎回料金を徴ちよう収しゆうしているわけで、その辺り、この物件のオーナーはチャッカリしている。自室まで料理を届けて貰もらうルームサービスもあるのだが、これはこれでまた別にお金がかかるから、関場宏介は毎回食堂に下りている。

　この寮に住んでいる人間の殆ほとんどは仮想現実の虜とりこだ。移動時間が勿もつ体たいないなどとそれらしい主張をして実家を離はなれながら、実際には誰からも文句を言われない自室に籠こもって、仮想現実の世界に入り浸びたっている。入寮して三ヶ月も経たたない関場宏介でも、この食堂で誰かが会話していると決まってその内容が仮想現実の話であるため、想像に難かたくない。

「お、宏介も今からメシか？」

　古くさいアルミサッシの扉とびらをガラガラと開けて入ってきたのは、バロールこと江え本もと拓たく。

「ああ。……つかお前さ、いくら家が近いからって、ここの寮生じゃないのに来すぎじゃね？　家で食ってくれば良いのに」

「何となくここの雰ふん囲い気きが好きでな。あっ、注文注文……」

　宏介の座る席から十メートル程度奥にいる接客ロボットに、注文する。

「ここに雰囲気なんかあるか？」

　疑問系の言葉を一人で呟いて辺りを見回す。接客ロボット一台に、何十年前の物か解らない色あせた映像を映し出すテレビモニタに、これまた作られた年代すら推測できない古い椅い子すとテーブル。ロボットが管理するようになって家具類の寿じゆ命みようが長くなったとはいえ、さすがにそろそろ替かえ時だろうと思う。

　奥には調理場があるが、そこに昔の漫まん画がで見られる食堂のおばちゃんのような存在はない。かと言って最新の何かがあるわけでもなく、ただ旧式の調理ロボットが無言で働いて──今は拓のオーダーを受けて──いる。古い、ぼろい、遅おそい、の三さん拍びよう子しが揃そろった、ここの寮生でなければ間違いなく利用しない食堂だ。ただし、どんなものにも例外はいる。

「この古さが良いんだよ。風ふ情ぜいがあるじゃん」

「意味わかんね」

「あくまで学生用であって、寮生用じゃないし。オレが来たって何の問題もないだろ」

　例外たる江本拓の言うように、確かにこの古ぼけた食堂は学生か否いなかだけで料金が決まるから、寮生でなくともそれなりに安く食に有り付ける。

　二十世紀終しゆう盤ばんには商店街という販はん売ばい形式が崩くずれてスーパーマーケットが繁はん栄えいしたが、それも既すでに崩ほう壊かいに向かった。調理ロボットに食事メニューを伝えればインターネットを経由してグラム単位の食料を購こう入にゆう、速すみやかに配達され、新しん鮮せんなうちに調理してくれる。

　国民レベルで自じ炊すいや家庭料理という感覚が薄うすくなって久しいが、そんな時代にあって江本拓の両親は今でも家庭の味を守っている保守的な人だ。宏介が拓の家を訪おとずれた折には、両親が玄げん関かんまで出てきて丁てい寧ねいに挨あい拶さつを交かわしてから敷しき居いを跨またいだ。礼節と保守的であることはイコールではないが、印象的には、なるほど、と思わせる。

　建物の外観も純和風の、古き良き邸てい宅たくだ。

「オレにとってはまだ食堂の味が新鮮でな」

「全く、贅ぜい沢たくな話だよ。俺は家庭の味ってもんがわからないからな」

　一方、関場宏介は新し物好きの両親が積極的に家事のロボット化を推おし進めた結果、家庭料理など幼少期に少し味わった程度で、思い出そうとしても思い出の遥はるか彼方かなたにあり、情景はともかく、味まで思い出すことは叶かなわない。

「……っていうか人にあっちの世界で寝ねれば良いとか言っておいて、お前もメシ食ってないんじゃん」

「うちだと基本的には家族揃そろって夕食だし、親おや父じもお袋ふくろもどっちかと言えば仮想現実否定派だからな。前もって栄養を取っておけば朝まで仮想現実──なんてとてもできない。でもお前は、やろうと思えばできるだろ？」

「まあ、そりゃそうだけど」

「そのほうが効率的なんだよ。少なくとも、仮想現実の世界では」

「学生の間はどうしても拘こう束そく時間が長くなるしな」

「大人四時間、子供八時間、だからな。全く不公平だ」

　社会人であれば現実世界で金銭を稼かせぐために仕事をし、学生であれば学校へ通わなくてはならない。だが、ＡＩの普ふ及きゆうとロボット技術の成熟によって、人間が一日に働く時間は大きく短縮された。

　しかし教育は違う。脳の成熟に併あわせてできる限りの知識を植え付け、更さらに応用力を磨みがくためには膨ぼう大だいな授業時間が必要となる。当然のように朝から夕方まで生徒は学校に居て授業を受けるし、成績の良い者は同じく成績の優ゆう秀しゆうな生徒の集まる学校を選せん択たくする権利を得ることができる。受験という形式は全国統一基準で行われる学力考査の結果と、学校側の選えり好みによるマッチングシステムに切り替わったが、それはつまり、より良い学校を選択したい者にとっては年中受験を受けている状態と同義だ。

「昔は病院で入院してまで仮想現実に入り浸る人もいたから、その頃ころに比べたら平等なんじゃないかな。今の大人だって、子供の頃は八時間学校にいただろうし」

「うっ……なんか宏介に正論を言われると、バカにバカにされたみたいで」

「成績はお前より良いよ」

「──まあ確かに。つかさ、宏介がバカなのって、仮想現実だけだよな。何であっちだとバカになっちまうんだ？」

「喧けん嘩か売ってるのかよ。──まあ、なんて言うか、最近の俺にとっては、あっちのほうが現実なんだよ。本当は武器で戦う世界に生きていて、勉強っていうゲームをするためにこっちの世界に来ている──みたいな」

「そりゃ相当重じゆう症しようだな」

「自分でも解っちゃいるけどね。でも人生はゲームみたいなものだってよく言うじゃん。結局、どっちがどうとか気にしても仕方ないんじゃないかな」

「なるほどねぇ……」

　関場宏介のように、現実と仮想現実の序列が逆転している人間は一定数いるとされている。特に高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスを搭とう載さいするスピリットアームズでは多いとされていて、やはりリアルな食事体験というものは大きな要素だ。現実世界でもロボット調理がメインであるため、どちらにせよ機械的な味になるのだから──江本拓のように家庭料理で育っていなければ──、栄養の摂せつ取しゆという点を除けば、ほとんど差が存在しない。

　但ただ、身を置く世界は大きく異なる。現実でメニュー画面は出てこないし、現実で剣けんを振れば銃じゆう刀とう法ほう違い反はんだ。仮想現実ともまた一味違った世界へ旅立つことになりかねない。

『へいお待ち！』

　拓の前に生しよう姜が焼やき定食が運ばれてくる。

「このロボ、何で『へいお待ち！』なんだろうな」

　生姜焼き定食を運んでくれた寸ずん胴どうなロボットを見て、言った。宏介は、俺に言われても、と困り顔で返すが、拓はすぐに全く違う話を切り出す。

「ところで、末次文音とパーティ組んだって、あれマジなのか？」

「だからマジだって。さっきまで全然信じてなかったくせに何だよ、いきなり」

「バカ。あの場でオレが話に乗っかったら、騒さわぎになるかもしれないだろ」

「……ああ、なるほど。ん？　ってことは、そのためにわざわざここへ来たのか？」

「おうよ」

　ギルドホールという不特定多数の『その他大勢』がいる場で、ある人にとってはカリスマであり、ある人にとってはアイドルであり、またある人にとっては崇すう拝はいの対象ですらある、あの末次文音と男女二人でパーティを組んでいたなどという話が広まれば、大きな騒ぎになっても何ら不思議では無い。彼らは文音を神聖なものだと思っているのだ。

　代だい償しようは大きいだろう。最悪、嫉しつ妬とに狂くるった熱ねつ狂きよう的信者から執しつ拗ようにＰＫを狙ねらわれるかもしれない。彼らの目には良くも悪くも末次文音しか映っていないようにさえ見える。

　スピリットアームズのＰＫは痛みを伴ともなう行為であり、できる限り狙われたくはない。

　関場宏介は一つ安あん堵どの溜ため息いきをついた後に、

「じゃあ本音の所では、俺のこと信じてくれてたんだな」

　朗ほがらかな笑え顔がおで言う。が、

「いや全然」

　即そく座ざに否定されてしまう。継ついで、

「本音の所では、何バカなこと言っちゃってんのこいつ、だ」

「ギルドホールで聞いたのとなんにも変わってねえよ!?」

「ただ、な。もし本当なら面おも白しろいと思ったんだよ。オレ達が隊長に近付いたことなんか一度も無いだろ。本当に二人だけでパーティを組むぐらい近付けたなら、スピリットアームズの末次文音と窓まど際ぎわの末次文音が同一人物かどうか、判断できるんじゃねえか？」

「……まあ、理り屈くつの上では」

「で、どうだった？」

　拓は興きよう味み津しん々しんであることを全く隠かくさず、身を乗り出して問う。彼にとっても、少なくともスピリットアームズの末次文音は、自分の身を置く冒ぼう険けん者ギルドの隊長であると同時に、剣の使い手として目指す目標像の一つなのだ。

　しかし問われた関場宏介は、うーん、と唸うなるとしばらく沈ちん黙もくして、間を置いた。

「わからない──かな」

「わからないって……、なんでだよ」

「俺の想像していた末次文音とは違ちがっていたし、その想像よりはずっとクラスの末次文音に近いと思う。でも──」

「でも？」

「なんて言えばいいのか、こう──。変なんだよ。口数が少ないところは確かに近いんだけれど、全く喋らないわけでもなくて、それにスピリットアームズのほうがまだ表情がある。──何より、圧あつ倒とう的に強い。あの身のこなしは尋じん常じようじゃない。いくらステータスのサポートを受けると言っても、あんなに人間変われるかな……って」

「なるほど、ね。確かに強きよう烈れつな身体能リミツト力補正ブレイクを制せい御ぎよできるようには見えねえな」

「正直、俺なんかいてもいなくても関係なかったよ。全然戦力にならない。実際、全然戦ってないし。剣だって簡単に折られちゃうし──ってああ！　そうだ忘れてたっ！」

　ガタゴトと音を鳴らして慌あわてて席を立つと、

「ちょ、あとでもう一回ログインしてくれたら証しよう拠こ見せるから！　ごちそうさまっ！」

　そのまま古くさいアルミサッシの扉をガラッと開けて、自室へと帰っていった。

「何なんだ一体……？」

　置いてけぼりを喰らった江本拓は、仕方なく一人で残りを食べ終えると、丁寧にごちそうさま、とお辞じ儀ぎをして家に帰っていった。

『ありあしたー』

　接客ロボットの声とモーター音だけが、誰だれもいない食堂に木霊こだまして残る。
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「これっ」

　ギルドホールで一本の黒い剣を見せながら、コースケは言った。

「なんだこれ。随ずい分ぶんと……。いや、相当、値の張りそうな代しろ物ものだが」

「貰もらったんだよ」

　ギルドホールには飲食店が出店を出している。末次文音の台頭で急きゆう峻しゆんを立てて勢力を拡大したクラウソラスが市街地中心部という好立地にあるこの物件を購入したわけだが、購入当時は単なる箱、がらんどうだったらしい。しかし今では、飲食も含ふくめた交流の場だ。勿もち論ろん、そうすることでより多くの情報が行き交かうようにもなった。

　コースケ関場宏介とバロール江本拓は、大きなカップに入った焼き鳥を爪つま楊よう枝じで刺さして、口に頰ほお張ばりながら話す。味は上々だが、ついさっき食堂で満腹中ちゆう枢すうが満たされたばかりだから、ペースはだらだらと遅い。

「貰ったって、誰だれからだよ」

　バロールが言うと、コースケはニヤリと得意げに笑って見せた。

「──ってまさか」

　そこまで表情に出ていれば、書いてあるも同然。

「これで信じた？」

「えっ、マジ？　噓うそだろ？　噓だよな？」

「お前はもう少し俺のことを信用してみてはどうだろうか」

　コースケはわざとらしく棒読みで言う。しかしバロールは、それに一いつ切さい構うことなく何度も剣に顔を近付けると、鑑かん定てい士しのように凝ぎよう視しして、ふと遠くから見直す。

「これ、あの十字剣なのか」

「そう。色違いになっちゃったし、スペアに置いておいた物みたいだけどね」

「いやでも──。っておい、まさかこれ他ほかの人に見せたりなんてことは」

「してないよ。……まあ、これ見せて信用されるならいくらでも──」

「今後も、誰にも見せないほうが良いだろうな。もちろん、隊長と二人でパーティ組んだって話も、やめとけ」

「え、いや、でも……。まあ、俺だって自じ慢まんして回りたいわけじゃないけどさ」

「噓つけ。自慢したくて仕方がないって、思いっきり顔に出てるぞ」

「う……。ま、まあ、話のほうは解わかった。俺一人だけのことじゃないしな、うん。でも武器を見られちゃいけないって、それじゃ使えないじゃん」

「どうせお前のステータスじゃ扱あつかえないだろ。色違いとはいえあの末次文音とお揃そろいの武器を持ってるだけで嫉妬の対象だ。これ、ぱっと見は別物でもじっくり見ればわかるよ」

　真剣な顔で忠告するバロールは周囲を警けい戒かいして見回す。厄やつ介かいそうな人はいないし、注目されるような立場でもない。しかし対面するコースケは疑問を表情に浮うかべていた。

「色違いなら、問題ないような気もするけどなぁ」

「確かにシルエットは同じでも、剣の表情は全く違う。隊長のそれは眩まぶしいぐらい輝かがやく剣だが、これは見るもの全すべてを吸い込むような漆しつ黒こくだ。──でもな、正直に言って隊長にそれほど興味のない俺が見ても、よく見ればすぐに気付く。いや、気付いた」

「んー？　なあ、これ、そんなに珍めずらしい剣なのか？」

「珍しいっつうか、専用武器だよ。クラウソラスの団旗にもこの剣が描えがかれてるじゃねえか。──まさか、知らなかったのか？」

「えっ……。あの旗に描かれてるのって、この剣なの？」

　コースケはホールの至る所に掲けい示じされているクラウソラスのシンボルマークを見て、手元の剣と見比べる。確かに、色が違うだけで、シルエットは全く同じだ。

「だからそれをお前が持ってるのは、不自然極きわまりない。つか、それぐらい知っとけ」

　元々コースケは末次文音への関心が高すぎる一方で、クラウソラスは元よりスピリットアームズ全体に対する知識が浅いところがある。戦せん闘とうにおいても感覚を優先するタイプだ。逆にバロールは石橋を叩たたくように何事も事前知識を溜ため込み、観察力にも優すぐれる。

　専用武器を入手するには二つの方法がある。自分の鍛冶かじスキルを上げて自分で造るか、鍛冶スキルの高い誰かに作ってもらい言い値で購こう入にゆうするかだ。だが前者は鍛冶スキルを大きく上げる必要があるから戦闘屋と呼ばれる人間、特にその代表格である末次文音が自分で造った可能性は薄うすい。

「しっかし、専用武器か……。オレ達みたいなその他大勢の戦闘屋にとっては、まだまだ縁えんがないっつうか、でも、憧あこがれではあるよな」

　鍛冶師であれば自分の専用武器を作るのは当然のことで、ステータスを問わず装備できるから専用武器次し第だいで強くもなれば弱くもなる。一方、戦闘屋で専用武器を持っている者は僅わずかだ。まず戦闘スキルと鍛冶スキルを両方上げると効率が良くないし、鍛冶師に造ってもらうと言っても、いくらで請うけ負うかは全て鍛冶師の匙さじ加減による。腕うでのある鍛冶師が安く作る必要はないから、相当な金銭ガルドを渡わたさないことには依い頼らいを受けてはくれない。

　もしくは、金銭ガルド以外で何らかの対価を支し払はらうか。

「専用武器を他人が扱うと、どうなるんだ？　俺には重すぎて扱えなかったんだよ」

「ふむ……。まず第一に、鍛冶師が自分用に造った専用武器は、ステータスが一切関かん与よしない。どんなに強力であれ、自分で造った武器ならなんでも装備できるってことだ。

　第二に、鍛冶師に特注で造ってもらった専用武器であれば、通常より少ないコストで装備できるようになる。末次文音は恐おそらくこれだ。簡単に言えば、剣なら軽く感じる。

　そして第三に、他人の専用武器は通常武器と同じ扱いになる。

　──まあでも、専用武器を他人が扱うって状じよう況きようが、まず希まれだろうな」

「それじゃ、俺が持てなくても当然ってことか。ましてや戦闘で扱うには、末次文音を超こえるステータスが必要になる……ってことになるもんな」

「そういうことだ」

「……あれ。じゃあ俺がこれを扱える可能性なんて元々ないじゃん。なんでこれ、渡されたんだろ」

「んー。からかった、にしては、専用武器なんて貴重なものを渡さないよな、普ふ通つう。──碧へき竜りゆう討とう伐ばつに志願してくる奴やつなら、これぐらい扱えると判断されたんじゃねえの？」

「なんか、ごめんなさい」

「俺に謝られてもな。それより、ちょっとそれ近くで見させてもらっても良いか」

　言われて、コースケは焼き鳥が入れられたカップをテーブルの端はしに退どかし、対面するバロールの前に剣けんを移動させた。

「どれ……」

　バロールは右手でメニュー画面を表示させ、虫むし眼鏡めがねのアイコンに人差し指で触ふれる。

「名前、イルラント。分類、ロングソード。所有者、末次文音。前所有者、イル。──イル？　なんか聞き覚えがあるな」

「友達だって言ってたよ。ブラッドエレンの副隊長」

「あのブラッドエレンの副隊長？　そりゃ聞き覚えがある筈はずだ。やっぱ強い奴の周りには強い奴がいるんだな」

「──っていうか、鑑定士みたいな見方してるなと思ってたら、本当に鑑定スキルなんか上げてたのかよ。俺達は戦闘屋だろ。そういうのは鍛冶師の本分じゃねえの」

「案外役に立つぞ。こうして眉まゆ唾つば物ものの武器が本物かどうかも見み極きわめられるし」

「まだ信用してなかったのか……」

「剣、抜ぬいてみてもいいか？」

「ああ、いいよ」

　許可を得たバロールは左手に鞘さやを持ち、腰こしに当て、右手で勢いよく刀身を抜いた。

「ぐっ、お、重いっ……！」

「だろ？」

　それ見たことかと言わんばかりの笑みを浮かべるコースケを見て、バロールは意地と根こん性じようで何とか扱ってみせようかと思ったが、あまりの重さに屈くつ服ぷくした。

　慎しん重ちように鞘へ戻もどすと重さが収束する。完全に戻しきったところで、カチンと音が鳴った。

「……専用武器ってことを差っ引いても、相当なステータスがないと扱えないな」

「やっぱ今の俺達には無理かー」

　投げナイフを主体とした投とう擲てき武器のスキルなら、コースケもその他大勢として十分に戦える程度に高い。むしろ幾いくらかマシなほうだ。しかし剣士として剣を扱うスキルは殆ほとんど上げてこなかったから、コースケには刀身を鞘から引き抜くことすら叶かなわなかった。

　一方、バロールは最初から剣で戦っている。投擲関連のスキルなど僅かも上げていない代わりに、剣の扱いに関してはコースケより格段に上となる。それでも、刀身を抜けば手に持つのがやっと。自由自在に扱うには程ほど遠とおい。

　コースケは一つ、焼き鳥を頰張る。

「これ扱えるようになったら、末次文音に近付けるのかなぁ」

　ほのかに炭の香かおりが残る焼き鳥を口でもごもごさせながら言った。

「近付くって、パーティ組んだ仲だろ」

「んー、そういう意味じゃなくて、強さっていう意味でね。確かに近付いて、会話して……うん、思ったより普通っていうか、ちょっと変わった性格だな、とか。思うようにはなったけどさ。でもやっぱり、あれだけ強いと、憧れは変わらないかなぁ。むしろ間近で戦ってる姿を見て、余計その想おもいが強くなったというか……。マジで一いつ瞬しゆんなんだよ。一瞬で斬きって、次の瞬間にはもう、そこにいない。あれは誰でも憧れるよ」

「ふーん」

　何故なぜかつまらなそうに、バロールも爪楊枝で焼き鳥を一刺しして口に運んだ。

「……きっと、俺達がこうしてだらだら焼き鳥を摘つまんでる間にも、末次文音は戦っているんだろうなぁ」

「わかってんなら戦ってこいよ」

「じゃあ、ちょっとその辺で狩かってくる？　焼き鳥もなくなるし」

「でもお前、剣で戦えないだろ。早くイップスをどうにかしねえと」

　戦えない、というよりも、折られてしまって手持ちはあの黒い十字剣だけだ。

「今日はこれで戦うよ」

　メニュー画面を開いてアイテム欄らんから取り出したのは、細身のナイフ。

「今の俺が剣で戦えないってことも、なんか、わかっちゃったしね」

「へえ。──んじゃ、俺も付き合うとしようかね。後ろは頼たのんだぜ、相棒」




　夜が深まると共に賑にぎわいを増して、外にまで活気が溢あふれる酒場。

　未成年がアルコールに接せつ触しよくしないように設計されている裏側で、仮想現実で現実の金銭を消費することなく酒の味と酒場の雰ふん囲い気きを味わい、翌日は二日酔よいも一切無くスッキリ、というスタイルを楽しむ大人も多く存在する。そのまま仮想現実の世界に留とどまるか翌朝頃ごろに再びログインすれば漏もれなく二日酔いに襲おそわれるものの、その時間を現実世界で過ごして時間回復を待てば、何の問題もなくなる。悪酔いしてついうっかりログアウトし忘れ、そのまま朝を迎むかえてしまったということも、決して珍しくはないが。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず人で溢れるギルドホールとは対照的に、酒場は全て成人の男女。酒場に足を踏ふみ入れる行こう為いそのものにプログラムの制限はないものの、どうやっても酒を飲めない未成年がわざわざ酒場に来る理由は乏とぼしい。

　よってギルドホールとは趣おもむきの異なる喧けん噪そうが、酒場にはある。

　その酒場の前で、縦に置かれた洋よう樽だるが微かすかに動いた。

「誰だれか、こないかな」
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　関場宏介コースケが教室に足を踏み入れると、すぐ手前に江え本もと拓たくがいて、一番奥の窓まど際ぎわ席に末すえ次つぐ文あや音ねの姿が見える。実は席順など決まっていないのだが、それでも自然と人間は定位置を探し自分のエリアを形成しようとする。

　自ら廊ろう下か側の最前列に席を置いた江本拓は、教室の中なんてどこにいても一いつ緒しよだから出入り口に近いほうがいい、という考えの持ち主だ。出入り口すぐ傍そばの席ということは出入りする生徒との接触が多く、それを全く苦と思っていない。むしろ積極的に選ぶということは、楽しくすら感じているのかもしれない。特に前後方二つあるうちの前方の出入り口は教職員も使用するから、それすら、少なくとも苦には感じていないのだろう。

　窓際最さい後こう尾びは真逆で、近くをクラスメイトや教職員が通過する回数は最も少ない。

「おはよ、バロール」

「おう、ってお前ここは現実だぞ。寝ねぼけてんのか？」

「ああそっか。おはよ、拓」

「おう。で結局、朝まで狩ってたのか」

「ん、まあね」

　言いながら宏こう介すけは窓際最後尾を見み遣やった。机に突つっ伏ぷしてわかりやすく寝ている末次文音を見ると、僅かながらお互たがいに通じるものを感じる。主に眠ねむ気けという意味でだが。

「気になるか？」

　拓は悪戯いたずらっぽく笑って言うが、宏介はそんな友人の表情や口調に気付くこともなく、

「そうだねぇ。とりあえず、狩りながら考えて、確信めいたものはあるんだけれど」

　彼女に視線を向けたまま答えた。

　するとまだ人も疎まばらな教室を歩きだして、窓際最後尾まで移動する。

「末次さん」

　無防備に腕を机に放ほうり出して寝息を立てる末次文音の名を、姓せいで呼ぶ。これが教室の中であることを鑑かんがみれば、なんと見事な熟じゆく睡すいぶりかと思わず感心してしまいそうになる。

「おーい、末次さーん。…………んー、こりゃだめか？」

　窓際最後尾という特とく殊しゆな場所だから見る機会は少ないが、考えてみれば彼女は常に眠そうであり、隙すきあらばこうして眠っているような気もする。しかし成績は学年トップを独走する訳で、そこを思うと理り不ふ尽じんとしか言いようがない。宏介は思わず深い溜ため息いきを吐ついた。

「……ん」

　すると熟睡しているように見えた末次文音が、重そうな瞼まぶたを開いて目を擦こする。

　諦あきらめて既すでに踵きびすを返しかけていた宏介だったが、慌あわてて末次文音へ向き直ると、確信めいた感情を純じゆん粋すいな確信に変えるためのチャンスに食い付いた。

「あっ、あのっ、俺のこと覚えてる？　昨日、碧へき竜りゆう討伐で一緒に──」

　そんな宏介の勢い余った動作や口調が、寝ぼけ眼まなこの彼女にとっては不意を衝つかれた恰かつ好こうになってしまう。驚おどろいているのか脅おびえているのか困っているのか、末次文音は決して好ましくはない難しい表情を見せた。その顔を見て宏介は、思わず言葉を切る。

　次いで僅わずかに平静を取り戻したのか、彼女は明確に困こん惑わくの色を残しながら首を傾かしげてみせた。その表情は、どう見たって、僅かでも見知った仲の人間に向けるものではない。

「……もしかして、覚えてない？　昨日──」

　一緒に地下ダンジョンへ潜もぐったのは昨晩の出来事である。彼女が名前と容姿のとおりにあの末次文音ならば、覚えていないという可能性は低いだろう。

　それでも彼女は表情を変えず、

「……？」

　無言で首を傾げ続けた。

　それからたった数秒の気まずい時間を彼女の不安げな瞳ひとみの中にいる内に、関せき場ば宏介の確信めいた感情は瓦が礫れきのように崩くずれ去ってしまう。

「……あ、ご、ごめんね、いきなり。今のは忘れて……ください」

　途と切ぎれ途切れの言葉を返して場を去るのが精せい一いつ杯ぱいだ。あんなに会話を交かわしたのに顔すら覚えてもらえていなかった。二人でパーティを組んだなんて舞まい上がって、少しは仲良くなったつもりで、実際は『その他大勢の中の一人』から一歩も抜け出せていないのか。

　それとも、二人は同一人物という認にん識しきそのものが既に思い込みで、間ま違ちがいだったのか。

　考えれば考えるほどに、やりきれない感情が重く心を支配する。

　末次文音は、そんな関場宏介の後ろ姿を、憂ゆう鬱うつな顔で見送った。





◇◆◇◆◇






　クラウソラスのギルドホールでクエストの依い頼らい書を見るコースケ関場宏介とバロール江本拓は、昨日と同じ碧へき竜りゆう討とう伐ばつの依頼を探していた。

　クエストの依頼自体は、別にギルドホールでなくともメニュー画面からクエストのページを開けばいいだけだ。ただ、こうして人が集まるということは自然と情報が飛び交かう場になり、二人のようにわざわざこの場所でクエストを吟ぎん味みする冒ぼう険けん者は多い。

　しかし今飛び交っているのは情報ではなく、

「昨日、例の碧へき竜りゆうクエストに挑いどんだ奴やつがいたらしいぜ」

「バカじゃねえの」

「依頼するほうもするほうだけど、まさか受けるアホがいるとはな」

　コースケへの嘲ちよう笑しよう。

「おい、お前の話してるぞ」

「うるさい」

「ちょっとした有名人だな」

「うるさいっつうの。──あ、あった」

　変わらずインフォメーションボードの隅すみに貼はられていた依頼書に触ふれると、依頼受じゆ託たくの確認画面が浮うかび上がる。コースケは迷わず『ｙｅｓ』を選んだ。

「躊ちゆう躇ちよねえな。昨日痛い目に遭あったばかりだろ。お前ってビビりなのか勇気あるのか」

「なあ、もし俺がこの依頼をクリアしたら、『その他大勢』から抜ぬけ出せるかな」

「ん、どうしたいきなり」

「……いや、何でもない」

　頭を左右に振ふってから徐おもむろに立ち上がり、

「行ってくるよ」

　昨日とは違い、落ち着いた調子で言った。

「おう。気をつけろよ」




　日が傾かたむき始めているが、酒場の開店時間としては些いささか早い頃ころ。コースケは洋樽の前で立ち尽つくしていた。

　洋樽が不自然に、揺ゆれている。

「まさか……」

　縦に置かれた洋樽の上うわ蓋ぶたを開けると、中に銀色の髪かみが見える。

「あのさ、何で隠かくれてるの？」

「……普ふ通つうに立ってたら、人ひと集だかりができてしまうから」

「な、なるほど」

　案外、まともな考えがあっての行動だったのかと、納なつ得とくした。あれだけ衆目を集めているのだ。こんな場所にずっと立っていては、目立って面めん倒どうくさいことになるのだろう。

「入ってみますか？」

「入らないよ！」

「昨日より怖こわいです」

「……あの後、色々考えたんだけど」

「？」

　樽の中の少女は、樽に入ったままで首を傾げた。

「…………とりあえず、樽から出てくれないか」

「はい」

　末次文音は慣れた様子で樽から出ると、キョロキョロと周囲を見回した。

「どうしたの？」

「私、色んな人に追われてるから」

「芸能人みたいだね」

「似たようなもの」

「そりゃ大変だ」

「それで、色々考えて、どうしたんですか？」

　こうして目の前に立たれると改めて解わかるが末次文音は決して体格に恵めぐまれていない。剣けんを振ればその存在は大きく見えるが、ただ向かい合っているだけでは、やはり、小こ柄がらだ。

　コースケは目の前の少女に、入学以来誰とも会話を交わしたことがない珍ちん妙みような記録を更こう新しん中のクラスメイトを重ね合わせて、確信して言う。

「俺と君は、同じ高校──っていうか、同じクラスだよね？」

　このゲーム世界ではその他大勢の一人であっても、クラスメイトとなれば話は違う。誰とも会話を交わさない彼女は、入学して一ヶ月が経たつ頃にはほとんど誰にも話しかけられなくなっていた。その唯ゆい一いつの例外がコースケである。何度も声をかけ、そして今日だって──。昼間のことだ。ならば、顔ぐらいは覚えられていたって不思議じゃない。しかし、

「さあ？」

「ええっ!?」

　彼女の反応は予想と異なるものだった。同じ高校やクラスメイトというキーワードを持ち出せばまず間違いなく、はい、と返ってくると思っていた。その分、思い切り不意を衝つかれて大おお袈げ裟さに驚いてしまう。

「いやいや、でも君、今日殆ほとんど授業中寝てたでしょ!?」

「はい」

「でも成績の学年順位は一位だよね？」

「はい」

「窓際の一番後ろの席だよね？」

「はい」

「髪はもっと短いし黒いよね？」

「はい」

「じゃあ同じ高校だよね？」

「さあ？」

「何でだ!?」

　もう意味がわからないという風に、頭を抱かかえて沈しずみ込んだ。

「あの、人に見つかる前に、早くフィールドへ」

「へ、え、ああ、うん」

　街の中央付近にある酒場から外周を越こえて広大なフィールドへ出るまでには、それなりに距きよ離りがある。末次文音は駆かけ足でフィールドへ向けて走り始めた。

　──よほど見つかりたくない相手がいるんだろうな。

　コースケは思うが、矢先、脇わき道みちから見知った顔が現れ、出くわしてしまう。

「あっ、文音ちゃんだ！　今から狩かりに行くの？　それとも攻こう略りやく？　一いつ緒しよに行こーよ！」

「あの、私達じゃ足あし手で纏まといかもしれませんが──」

　やたらテンションが高いチルは友達に声を掛かけるのと同じように、落ち着いた雰ふん囲い気きのアネットは突とつ然ぜん出くわしたにもかかわらず丁てい重ちような語り口で申し出た。

「ごめんなさい。急いでいるので」

　しかし、そんな二人を末次文音は軽くあしらった。ステータスを存分に活いかして走り出した彼女にコースケは出で遅おくれてしまうが、それでも彼女は先を急ぐ。特に嫌けん悪お感かんを示したわけでもないから、見つかりたくない相手というのはきっとチルやアネットのことではないのだろうが、こんな日常的な場面でもコースケは互いの力差を感じてしまう。

　市街地を囲む壁かべを抜けていざフィールドに出ると、十人程度の冒険者が狩りに興じていた。街のすぐ傍そばという比ひ較かく的てき安全性の高いエリアで気軽なレベル上げか、もしくはここで出る仔こ牛うし型モンスターを討とう伐ばつしてその肉を食用として入手したいか、もしくは人待ちついでの暇ひまつぶしか。

　何にせよ余よ裕ゆうがあるのだろう。近くを通る冒険者は皆みんなが皆、末次文音を視界に捉とらえると彼女へ振り向いてしまう。その中を慣れた様子で高速闊かつ歩ぽし、後ろからコースケが必死になって息を切らしながら追った。傍はた目めにはストーカーにしか見えず、だからこそ二人が同じクエストに挑むパーティだと誰だれにも思われずに済んでいるわけだが。

　結局、末次文音は行く道を塞ふさぐモンスターを情け容よう赦しやなく惨ざん殺さつしながら、悠ゆう々ゆうとダンジョンの入り口まで辿たどり着いてしまった。

「……あれ」

　ようやく気付いて後ろを振り向くと、ぜぇはぁぜぇはぁと荒あれた息で何とか離はなれずに付いてきたコースケの姿があった。昨日は遅おくれてくるコースケに幾いくらか気を遣つかいながら歩いていたのだろうが、今日はどうやら様子が違うようだ。

「速すぎましたか？」

「ちょ、ちょっと休きゆう憩けい」

「──わかりました」

　周囲に誰もいないことを確認して、末次文音は短い芝しば生ふの上に正座した。息は乱れず、恐おそらくは準備運動程度の疲ひ労ろうしか感じていないのだろう。コースケは準備運動で惨殺されたモンスターに情けを感じたが、意識は末次文音に引っ張られる。

　……何故なぜ、正座なのか。

　少しだけ思ったが、だが今はもっと重大な疑問がある。コースケはとりあえず末次文音の横に──人一人分ほど間をおいて──座る。

　風が凪なぎ、角度を寝ねかせた太陽は世界をオレンジ色に変えつつあった。

「あのさ、君のプレイヤーネームは、本名だよね？」

　周囲にモンスターのいない穏おだやかすぎる草原で、コースケは問う。

「はい」

　今度は予想通りの反応が返ってきて、軽く安あん堵どした。しかし同時に、現実に直面する。

「──っていうことは、やっぱり俺のこと、覚えてないだけ？　──ん、いやでも……」

　スピリットアームズでも、現実でも、どちらでも覚えられていない──？　しかし、ならば彼女はなぜ、初めて会った仲じゃないというような風に、こうして会話ができているのか。矛む盾じゆんしているように思えてならない。

　逡しゆん巡じゆんして沈ちん黙もくしたコースケに替わって、末次文音は珍めずらしく自ら言葉を発した。

「……あなたの高校の名前は？」

「梅うめ色いろ川かわ高校だけど」

「じゃあ、きっと私と同じクラスなんでしょう」

「ど、どゆこと？」

「私も、梅色川高校ですから。授業中の私の様子を知っているのなら、同じ高校の同じクラスと考えたほうが自然だと思います」

「……えーと、じゃあやっぱり、覚えていないだけ？」

　コースケが改めて問うと、末次文音は浮かない顔で下を向き、正座を崩くずして膝ひざを立てると、そのまま手で抱えた。その膝で、顔を隠す。思わず正座してしまったことも、この仕草も、末次文音という人物の単なる癖くせなのかもしれない。

　チチチと小鳥の戯たわむれる長閑のどかな声が二人の耳に運ばれる。質問の答えを考えるにしては少々長すぎる間をおいて、なお、末次文音は顔を上げない。

　まずいことを訊きいたかな、とコースケは考え、末次文音の白く柔やわらかそうな手を見る。

　基本的に仮想現実へ現実の話を持ち込むことはタブーだ。見知った仲ならば別だが。

　コースケは末次文音の白い太ふと股ももを見み遣やる。

　もっとも、コースケは見知った仲であることを確信して問うたわけだから、仕方のない間ま違ちがいと言えなくはない。

　不意にスカートが風でぱたぱたと揺れ、その機能を放ほう棄きしかけた。

「やっぱり、無防備すぎる」

「何か言いましたか？」

　コースケの小さな呟つぶやきに、末次文音は顔を膝から出して反応した。

「な、なななななななな、なんでもないよっ!?」

「そうですか」

　明らかに不ふ審しんな反応だったが、追つい及きゆうはされなかった。

「────私、人の顔が覚えられないんです」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからず、コースケは一つだけ音を返した。

「顔だけじゃなくて……名前とか、声とか、その人に纏まつわる記き憶おくとか。そういうの全部、すぐに消えちゃうんです」

　今度は何も言葉が出なくなる。そんなコースケの姿を確かく認にんして、しかし末次文音は更さらに言葉を紡つむいだ。

「生まれつき、脳機能が普通の人と違うらしくて……。その、文字とか風景は覚えられますし、担任の先生みたいによく見る顔であれば、一年ぐらい蓄ちく積せきする時間をもらえれば一応覚えられるんですけれど」

　言い辛づらいであろうことを不安げに告白する姿は、普通の少女だった。彼女は脳機能が違うと言ったが、どこが普通の人と違うのか、コースケにはわかるようでわからない。

　確かに、言われてみれば現実の末次文音もスピリットアームズの末次文音も、普通ではないのかもしれない。普通の範はん疇ちゆうから、はみ出ているように見える。しかし今目の前にいるのは、どう見ても普通の女の子だ。

「だから、あなたのことも…………。覚えていなくて、ごめんなさい」

　そして悲ひ壮そうな面持ちで、言った。

「あ、謝らなくていいよ。だって……その……」

　突然の告白にどう言葉を返せばいいのか解らない。それ以上に、顔を覚えられないという間違いなく好ましくはない、脳機能という言葉まで出てくるような深刻な問題を告白してくれた女の子に謝らせてしまった、という後こう悔かいの念のほうが、強い。

　だが、これまでの彼女の言葉や表情を思い起こすと、腑ふに落ちることも多い。

　微び妙みように会話が嚙かみ合わなかったり、極きよく端たんに人付き合いが苦手だったり。

　教室で全く身に覚えがないような態度を取られたことも、彼女が人知れず抱えていた問題に因よるものだと知れば、理解できる。自分だけが覚えられないという不条理な世界で、知らない人が知り合いだという前提で突然話しかけてきたのだから、驚おどろき、怯おびえ、そしてどうしようもなく困った顔をするのも、自然な成り行きなのだろう。

　つい今し方、昨日より先を急いでいたことだって、そういう混乱から生まれた行動なのかもしれない。

　しかし幾つか思い当たるそれらもコースケが関かかわった僅わずかな範囲の話でしかなく、彼女がどれほどの苦く悩のうをその小さな体に背負ってきたのかまでは、想像が及およばない。

「────行こうか」

　コースケは多くの得心と疑問を抱えながらも訊たずねることはなく、代わりに十分な間を置いてから、とにかく今の重く苦しい空気を変えたくて言った。

「……はい」

　このままにしておくと泣き出してしまいそうな程ほど、少女の姿は儚はかなく見えた。




　地下ダンジョンのモンスターを相手に剣を振ふる末次文音の姿は、いつも通りの、コースケが憧あこがれた、あの末次文音だった。もう気持ちを切り替かえたのだろうか。それとも何かを振り払はらおうとしているのだろうか、それとも、それとも、それとも……。

　コースケは考え込んでしまう。

　投げナイフは精度を欠き、ただでさえ大して役に立たないサポートしかできないのに、それすらも危あやうくなる。しかし散々考え込んだ末に、モンスターのいない見通しの良い地下道で一つだけ、どうしても気になっていることを訊ねる。

「さっきは、どうして俺だって解わかったの？　プレイヤーネームは覚えられるとか？」

　洋よう樽だるを開けた時、末次文音にはコースケの顔しか見えなかったはずだ。にも拘かかわらず、誰ですか、とは問われていない。それどころか、昨日より怖こわい、とまで言った。『昨日より』。同じギルドということもあってプレイヤーネームは互たがいに表示されるが、それでも顔か名前どちらかを覚えていなければ出ない言葉のはずだ。

「私、こっちではちゃんと覚えられるんです」

　彼女は立ち止まって答えた。

「どういうこと？」

「わかりません……。でも、こっちでは少し普ふ通つうになるみたいで、現実の記憶も、その日のことで印象的なこととか、ある程度時間をかけて朧おぼろ気げにでも覚えていれば思い出せます。もしかしたら、フルイマージョン技術が普通の脳を想定しているから、私の脳もそうやって認識された──のかもしれません。こっちの記憶を現実では思い出せないのに、この世界に来ればまた思い出せるので……。だから向こうで出来なくてこっちで出来ることが、沢たく山さんあります」

　珍しく多弁気味に答えた。

　だがコースケには再び、疑問が湧わいてしまう。訊くべきか一瞬躊躇ためらったが、

「確かに、現実の君が俺のことをまるで覚えていないような、そんな素そ振ぶりはあった。でもこっちの記憶を現実で思い出せないなら、君はなんで毎日ログインしているの？」

　仮想現実の記憶がないのに、何故もう一度ログインしようという気になるのだろうか。

「ひょっとして、少しは覚えてるとか」

「……前に一度、そういうことがあったんです。中学一年生の最後に、ＦＩＩＤフイードの体験学習授業を受けるじゃないですか」

「ああ、十四歳になる前の年度──だったっけ」

　ＦＩＩＤフイードによるフルイマージョン体験は十二歳以上には悪あく影えい響きようがないとされているが、法律では念のために使用可能年ねん齢れいを十四歳以上と定めている。そして利用方法や心得を、十二歳になり十四歳になる前、丁度中学一年の最後の授業として公教育で教えられる。

「その年の先生は私に色々気を遣ってくれて、学校にいる間は同級生が全員ずっと名札を付けるようにしてくれていたんです」

「全員が名札……かあ。いい先生だったんだね。──この世界でも同じギルドとかフレンド登録をしていればプレイヤーネームが表示されるけれど、似たようなものかな」

「そうですね……。でも体験学習で用意された仮想現実の世界では、名札が無くて……。それなのに、私は何人かの顔と名前を覚えていて、言い当てちゃったんです。凄すごくビックリされて、自分でもビックリして。それが現実に戻もどってもしばらく続いて……。まあ、結局、授業が終わって名前を覚えていた筈はずの同級生と少し離れただけでまた忘れちゃって、誰が誰だか分からなくなりましたが。……それでも、あんな体験は初めてだったから」

「現実世界での記憶を仮想世界で引き出して、現実世界に戻っても覚えていて、でもすぐに忘れる……。ん、んん？　なんか、頭がこんがらがってきた……」

　コースケはわかりやすく頭を抱かかえる。すると調子を変えずに、

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私も、よく解っていません」

　それはそれで大丈夫なのかと問いたくなったが、コースケが喋しやべるよりも早く次の言葉が継つがれた。

「多分、現実の私は覚えられないのではなくて、忘れるのが異常に早いだけなのだと思います。きっと大切なのは蓄積と連続性──。体験学習でＦＩＩＤフイードを使う直前まで見ていた顔を仮想世界に引き継いで、そこでは忘れずにいられて、戻ってきても周囲にその顔がある間は覚えていられたんだけれど、少し離れただけで途と切ぎれて忘れてしまった──という感じじゃないかなと思ってます。かな、って、自分のことなんですけれど。……仮想現実での出来事や景色は、現実には存在しないから、すぐに忘れてしまうのでしょう」

「それが、連続性──？　じゃあ蓄積っていうのは」

「私は一年かければ担任の先生の顔と名前ぐらいなら覚えられます。まあ、クラスが変わるとすぐに忘れてしまいますが……。でもきっと、一年かけたら覚えられるということは、記憶が全部無くなっているわけではなくて、一応は薄うすく積み重なるのだと思います」

「なるほど……」

「あの、あなたはなぜ──」

　なぜ、そんなに興味を持って話を聞いてくれるのか。

　昨日二人でパーティを組んだはずなのに、学校で話しかけたら、まるで覚えてないというような反応を示されたというならば、間違いなく良い印象は与あたえていないはずだ。

「結局さ、こっちでは特に問題がないっていうこと？」

　聞こえていなかったのか、コースケは全く気にせずに会話を続けようとする。

「……こっちでも、たった二日ログインしないだけで、あらゆる記憶を失いかけました。きっと三日、四日と続けば、私の記憶は連続性を失いすぐに抜ぬけ落ちて……。そうなればもう、見た目やステータスは同じでも、別人のようになっているのかもしれません」

　継いで、

「だから私は、この世界を離はなれられないんです」

　憂うれいの中に確かな力強さの籠こもった声で言った。言い終えて剣けんを突つき出し、行く先を示す。その横顔が凜り々りしく、儚い──。コースケは彼女の横顔に、しばらくの間、溺おぼれた。

「この長い一本道を抜けたら、いつ碧へき竜りゆうが襲おそってきてもおかしくないエリアです」

　クエストの本題。碧へき竜りゆう討とう伐ばつ。しかしコースケは不意を衝つかれたように、

「──へ、え、ああ。そうだね。碧へき竜りゆう、倒たおさないとね」

「もしかして、忘れてたんですか？」

「ごめんなさい……。なんか君の話に入り込んじゃって、抜け出せなくなってました」

　頰ほおを搔かきながら、照れくさそうに、急に敬語を使い出す。そんな姿を見て、何よりもこんな自分の身の上話を真しん剣けんに聞いてくれた相手を、責められるわけがない。だから、

「もう……。ちゃんとしてくださいっ」

　言葉ではそう言いつつも、なんだか楽しくなって、語ご尾びが跳はねる。僅かだが確かに笑った末次文音を見て、やっぱりコースケは、溺れてしまう。末次文音は遠目には無表情に見えていたが、こうして接していると案外コロコロと表情が変わる。無口かと思えばよく喋ったりする。でも、できることならずっとこの笑った顔でいてほしいと、思わず願った。

　しかし、このまま浮うわついた感覚で碧へき竜りゆうに挑いどめば、返り討うちは確定だろう。

　コースケは頰を叩たたいて心を引き締しめると、緊きん張ちよう感かんを取り戻すためにあえて昨日捕ほ食しよくされた感かん触しよくを思い起こした。急激に背筋の体感温度が下がり、一つ息を吞のむ。竜りゆうにバリボリと食べられる感覚など、現実世界では絶対に味わうことはない。いくら痛覚が安全な範囲で設定されているとはいえ、恐きよう怖ふを感じる程度には痛い。

「……勝てますか？」

　末次文音は単刀直入に訊きいた。さっきの顔とは違ちがい、少し困ったような、期待をしているような、複雑な表情だ。訊かれたコースケはすぐに、勝てる、と言おうとしたが、その言葉は喉のどを通過せずに肺まで戻ってしまった。

　彼女には幾いくつかの質問をした。それはきっと彼女の抱える問題に他人が手を突っ込む行こう為いだ。現実の話を持ち込むことがタブー視されているこの仮想現実世界で、彼女はそれでも、正直に答えてくれた。

　──じゃあ、俺はどうする？

　コースケは一通り考えを巡めぐらせてから、溜ため息いきを一つ吐ついて、ゆっくりと答えた。

「俺では勝てない、だろうね」

　ここまで一いつ緒しよにいるんだ。彼女はもうとっくに、力のなさを見み抜ぬいているだろう。

「…………そう、ですか」

　落らく胆たんを隠かくさない彼女に罪はない。身に余る依い頼らいを受けたほうが悪いのだから。

「ごめん。──でも」

「でも？」

　彼女は、あの末次文音だ。圧あつ倒とう的な強さを誇ほこる剣聖だ。そんな彼女が討伐を他者へ依頼するのだから、相応の理由があるのだろう。彼女一人では勝てない。そう考えるのが、妥だ当とうなところだ。

　しかし彼女は誰だれともパーティを組んだことがないと昨日、確かに言った。それはつまり、彼女がまともに《共きよう闘とう》という戦い方を経験していないということだ。対してコースケは最近になって剣士に鞍くら替がえするまでずっと投げナイフを扱あつかい、近接戦闘者を後方支し援えんしてきた確かな経験がある。彼女の言葉を借りるならば、蓄ちく積せきだ。剣士として戦うことも、投げナイフで碧へき竜りゆうを倒すなんてことも期待できやしないが、剣士が戦いやすい状じよう況きようを創つくる術すべならば心得たものがある。

　だから真っ直すぐに彼女の目を見み据すえて、

「君と一緒なら、勝てる気がする」

　自信を持って言った。ちょっとキザな言葉だったかな、と思う。しかしコースケは正直な気持ちをそのまま口にすることを選んだ。今目の前にいるのは並の剣士じゃない。末次文音だ。スピリットアームズ最大の冒ぼう険けん者ギルドを作り上げた創設者にして、隊長にして、歴史上の英えい雄ゆうジャンヌ・ダルクと重ね合わせられるような存在。

　──憧れた、強さ。

　彼女をサポートすることなら、できるかもしれない。

　──いや、やってみせる。

　コースケは覚かく悟ごを決めて、彼女が剣で示した先へと歩み始めた。

　一方で末次文音は、その言葉の真意を測れずにいた。何故なぜ、私と一緒なら勝てる気がするのか。不思議なことを言う人だなと思う。だが迷いを捨てた目に引っ張られるようにして、彼女もまた、碧へき竜りゆう遭そう遇ぐうエリアへと進んでいった。




「……で、でか……。どう戦うんだよ、これ」

　昨日、背後からパックリ喰くわれたコースケは、碧へき竜りゆうの姿を目にしていない。今日は絶対に後ろから狙ねらわれるなんてことは無いようにと、外周をぐるりと囲む岩がん壁ぺきを背後に移動していたが、こんな巨きよ大だいで禍まが々まがしい竜ならば前向きに出会おうが後ろ向きで出会おうが、結果は変わらないのではないかと思ってしまう。それでも、

「よろしくお願いします」

　依頼を引き受け、憧れの少女に面と向かって、勝てる気がする、と言った。今いま更さらやっぱり怖いなどと言って引き返すわけにはいかない。

「──くそっ！」

　翼つばさを広げて浮うかび咆ほう哮こうを上げる碧へき竜りゆうの威い圧あつに、尻しり込ごみしそうになる。手に握にぎるナイフよりもずっと大きい剝むき出しの牙きば、空気を震ふるわして唸うなる喉の音、視界の大半を占せん有ゆうしてしまう姿は、そこらにいる野の良らモンスターの比ではない。

「あの歯で嚙かみ砕くだかれたのかよ……」

　碧へき竜りゆう討伐を自殺志願クエストだと言ったバロールの声が脳のう裏りを過よぎる。それでも、

　──よろしくお願いします。

　剣で戦う拘こだわりを捨て、他ほかに彼女の言葉に応こたえるために必要なものがあるとすれば……。

　ドスッ──と、小さくも鈍にぶい音が碧へき竜りゆうの眉まゆ根ねで響ひびいた。碧へき竜りゆうは一いつ瞬しゆん瞼まぶたを閉じた後すぐ、ナイフを投げ終えたコースケの姿をギロリと睨にらむ。だがコースケは怯ひるまない。

「こっちは昨日の借りを返しに来たんだ。睨まれてビビるぐらいなら、さっきのチャンスで引き返してる」

　何よりも、ずっと笑っていてほしいと願った直後にはもう、複雑な表情を作らせてしまった。その原因が自分の弱さにあると思うと、胸が詰つまる。

「──かかってこいっ！」

　咆えるように宣言して、直後、振ふりかざされた碧へき竜りゆうの鉤かぎ爪づめを躱かわす。後ろ腰ごしにある二投目のナイフを汗あせばんだ手で握るが、投じる隙すきは窺うかがえない。碧へき竜りゆうは空中で自在に方向を変えて瞬時に態勢を整えると、微み塵じんの間も置かずに予測が難しい攻こう撃げきを繰くり出してくる。

　くるりと後ろを向いたかと思えば尻しつ尾ぽを叩き付け、再び正面を向いてまた鉤爪かと思えば首を突き出して顎あごを地面に擦こすりつけながら、文字通り牙を剝むいて捕食しに来る。

　何度も繰り返される碧へき竜りゆうの一方的な攻撃に冷たい汗を感じながらも、コースケは身を翻ひるがえし、躱し続けた。しかしどれだけ速く動こうとしたところで、碧へき竜りゆうの動きに対応することは難しい。極きわめてゲーム的な身体能リミツト力補正ブレイクは感覚と身体能力が乖かい離りすればするほど制せい御ぎよが難しくなるが、コースケの場合、感覚を完全に置き去りにするほどには速くない。

　昨日は背後から一吞み。骨を砕かれ髄ずいまで味わい尽つくされた。碧へき竜りゆうは地下に巣くう強者にして、冒険者の背後を狙う狡こう猾かつさも併あわせ持っている。だからこそ戦力を削そぐにはまず自分を狙ってくると予想していたが、それにしてもまさか、

「俺から喧けん嘩か売ったとはいえ弱いほうだけを狙うなんて、男らしいとは言えないよ」

　コースケはボヤく。この際、碧へき竜りゆうが雄おすか雌めすかはどうでもいい。ついでに言えば狙ってくれるのは好都合だ。そうでないと困る。ただあまりにも自分だけを狙うものだから、縄なわ張ばりに侵しん入にゆうしたのは俺だけじゃないぞ、とぐらい言いたくなる。

　このままではジリ貧だ。

「よほど美味おいしかったのでしょうか」

「冷静に分ぶん析せきしてる場合じゃないでしょ!?　──って、うわっ！」

　岩で研といだ鋭するどい鉤爪が、ギリギリ胸に当たらず通過した。

「あ、危ね……」

　会話ができる距きよ離りにいても碧へき竜りゆうはまだ彼女を狙わない。野性の勘かんが強者と弱者を判別しているのだろうか。そのほうが攪かく乱らんはし易やすいが、しかし彼女が剣を振らなければ一人で戦っているようなものだ。背後に尻尾があるとはいえ意識は十分に引きつけている。

　それでも剣を構えたまま一歩も動かない姿はあまりに戦意がなく見え、それが原因で自分ばかり狙われているのではないかと勘かん繰ぐってしまう。更に言えば、攻撃に出られる絶好のタイミングを彼女が見過ごしているとさえ思えてしまう。

　だが、あの末次文音に限って、そんな初級冒険者のような過あやまちを犯おかすだろうか。それとも、共闘経験が無いから戦い方が解わからない──？

「──ぐっ！」

　碧へき竜りゆうはコースケが悩なやんだ隙を見み逃のがさなかった。鎧よろいのような鱗うろこの這はう首を長く突き伸のばすと、顎の端はしをコースケにぶつける。衝しよう撃げきで後ろに弾はじかれたコースケは背中から岩壁に激げき突とつした。刃やいばのような突とつ起きが幾つもある壁かべは、碧へき竜りゆうが爪を研ぎ続けてきた証あかしだ。

　岩壁からズリ落ちるとコースケはそのまま崩くずれそうになるが、慌あわてて自分のＨヒツトＰポイントゲージを見て、まだ死んでいないことを確かく認にんする。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……なんとか」

　彼女はコースケの心配をするが、しかしコースケは戦せん況きようの理解に苦しむ。

　いくら碧へき竜りゆうが変へん幻げん自じ在ざいの攻撃を繰り出すとはいえ、自分に意識が向いている瞬間は間違いなく彼女から見て大きな隙になっているはずだ。普ふ通つう、剣士はこの隙を逃さない。だが末次文音はまだ何もしていない。正眼に構えた白銀の十字剣を一度も振ることなく、ただ、その場で固まっているだけだ。

「……どうしたの？　何か、あったの？」

　よく見ると、僅わずかに手が震えている。

「戦わないと勝てないよ！」

　次の攻撃まで悠ゆう長ちように会話を続ける時間などある筈はずがない。焦あせりが口調を強くしてしまう。しかしコースケの危機感を乗せた声が届いたのか、応えるようにして末次文音はゆっくり碧へき竜りゆうとの間合いを詰めると、剣を振り上げた。そのまま重みに任せて、振り下ろす。

　ぶんっ。

　まだ十メートル以上の距離がある。そんな位置で剣を振っても当たるわけがない。コースケは風圧で敵を切るような離はなれ技わざが繰り出されたのかと期待したが、待てども待てどもその気配は訪おとずれない。

　碧へき竜りゆうは人間の目で見てもわかる疑ぎ問もん符ふを表情に浮かべたが、直後、一瞬口角を上げて、そのまま動かない末次文音に対して嚙み付いた。

「危ないっ！」

　間かん一いつ髪ぱつのところでコースケが抱だきかかえて、回かい避ひする。腕うでの中でカタカタと震える姿はどう見ても、勇ゆう猛もう果か敢かんで理り不ふ尽じんを身に纏まとった鬼き神しんの如ごとき強さの、あの末次文音ではない。

「どうしたの!?」

「──実は、一度竜りゆうに殺されかけて以来、イップスで」

「……………………は？」

「だから、クエストを依頼したんですけど」

　心の中で、なるほど、と呟つぶやく。これで全すべての謎なぞが解決した。得心した。

　碧へき竜りゆうを一人で討伐してしまえそうな、あの末次文音が

　パーティを誰とも組んだことのない、あの末次文音が

　教室の窓まど際ぎわ最さい後こう尾びで誰とも関かかわらないようにしている、あの末次文音が

　他者に助けを求めた理由。そしてこの震え。

　いっそ、俺もイップスなんだよねー、と明るく打ち明けてしまおうかと思ったが、打ち明けてどうなるものでもないし、じゃあ何故クエストを受けたのかと問われたら立場がない。

「無理？」

　彼女は消え入りそうな声で訊たずねてくる。

　うん、無理。──などと言えるわけがない。コースケは末次文音を抱かかえたまま碧へき竜りゆうの突つき出した首から逃にげる。この状況なら捕つかまえられると判断して力んだのか、碧へき竜りゆうは勢いに任せて体ごと壁に衝しよう突とつし、止まった。

　身体能リミツト力補正ブレイクで既すでに、現実では振ることさえ難しいロングソードを思い切り振って身体を泳がせてしまう程度の力は得ている。だから女の子一人の重さはきっと現実のそれより何倍も軽く感じているのだろう。だが身一つで動くことに比べればやはり、重い。

　それでも逃げ果おおせたということは、徐じよ々じよに碧へき竜りゆうのトリッキーな動きに慣れてきたのかもしれない。今なら隙はある。しかし投げナイフでは状況を打開するダメージを与あたえられないし、現に最初の一投で碧へき竜りゆうのＨＰゲージは微塵も動いていない。

　このまま戦い続けたとしても何日かかるか解らない。そもそも投げナイフのストックは残り四百強。武器を投とう擲てきすると手元へ戻もどってくるブーメランのような仕組みがあるか、高度で特とく殊しゆな技能スキルを使えない限り、一度使うだけで消費される。仮に残りを全て当ててみせたとしても、碧へき竜りゆうの赤いＨＰゲージを透とう明めいに変えることは不可能だろう。

「一いつ緒しよに戦おう！」

　やはり末次文音の圧あつ倒とう的な力を抜ぬきには、不可能なクエストだ。震える彼女を地面に立たせ、

「君の力がないと無理だ！」

　情けない台詞せりふだとは思う。結局弱い。それでも今はこの言葉しか出てこない。しかし、

「……無理なら、帰ろう？」

　末次文音は不安げに言い放つと、脱だつ力りよくしたのか正眼に構えるはずの剣けんをぶらりと下ろして、切っ先を地面に預けた。

　確かに、彼女の提案は最も確実で最も安全で最も現実的な手段だ。昨日、コースケが喰われた後も、そうしたのだろう。

　だがコースケには、どうしても忘れられない、脳裏に焼き付いてしまった言葉がある。

『この世界を離れられない』

　ならば、この世界で末次文音が、あの末次文音でいるためには、この世界に何なん匹びき存在するかも解らない竜を相手に逃げていては──。

　コースケは小さく震える少女の左手を優やさしく握って、力強い目で言う。

「逃げて解決する問題じゃない」

「…………でも」

「君は、パーティを組んだことがないんだろ？」

「……はい」

「君はこれまで一人で戦ってこられた。でも一人じゃ解決できない問題が生まれて、それでクエストを依い頼らいしたんだよね」

「……はい」

「でも──、でもっ、君の問題を解決できるのは君だけだ！　君が戦わないと解決しないんだよ！　俺は……俺は弱いけど……」

『本当は武器で戦う世界に生きていて、勉強っていうゲームをするためにこっち現実の世界に来ている』。昨日、バロール拓に言った言葉だ。

　現実と仮想現実が入れ替かわる感覚がある程ほどにこの世界に没ぼつ頭とうしているにも拘かかわらず、弱い。自分の情けなさに言葉が詰まるが、それでもありったけの力を籠こめて言う。

「君を、一人で戦わせたりはしないから！」

「……本当ですか？」

「信じて！」

　即そく答とうしたコースケに、末次文音は首を縦に一回、こくりと頷うなずいた。

「…………わかりました」

　専用装備の十字剣をもう一度縦に構えて、正眼となる。

　その姿を見てコースケは、悩みや躊躇ためらい、後ろめたさといった感情を纏まとめて捨てた。

　急いで右手を回しメニュー画面を立ち上げると、昨日から湯水のように手元へ入り続けている棚たな牡ぼ丹た的な『労働のない対価』を確認して、全てを今必要な能力に振る。

「よし。これで後は、扱あつかえるかどうかだ」

　ずっと笑った顔でいてほしいと願って、一緒に戦うと決めて、最初からこの選せん択たくが浮うかばなかったということはない。ずっとこの選択を認識していて、それでも選ばなかった。

　コースケは再びナイフを一投。これを合図に碧へき竜りゆうへ向かって走り出した。

　接近する獲え物ものを碧へき竜りゆうが放ほうっておく筈はなく、至近距離で攻撃を躱す必要がある。だが、

「──くっ、……速い……っ」

　急激に高まった身体能リミツト力補正ブレイクによる体と感覚の乖離がコースケを襲おそった。身体能リミツト力補正ブレイクのサポートを受けた体は現実での不可能を可能にする。だがそこに感覚が追いつかなければ、振ふった剣の慣性を制御できなかった事と同じようにして、身に余る力が自じ滅めつを招く。

　想定を遥はるかに超こえるほど碧へき竜りゆうの懐ふところに入り込み、勢い余って碧へき竜りゆうの腹を蹴ける。スピリットアームズは武器の世界であり、武器を使わない攻こう撃げきでＨＰゲージを減らすことはできない。それでも反動を利用して懐からの脱だつ出しゆつには成功した。

　つい今し方まで見ていた動きとは克こく明めいに違ちがう勢いのコースケに、末次文音は驚おどろいて目を丸くする。

　違うのは動きだけではない。碧へき竜りゆうを倒たおす決意を固めた目をしている。

　その実行手段が他力本願と言えるようなものであったとしても、碧へき竜りゆうはその目から危険を察知したのか、より鋭さを増した身動きでコースケを襲う。

　ごつごつした岩いわ肌はだの地面が鉤かぎ爪づめで抉えぐられ、細かな石の煙けむりとなった。

「こっちだよっ」

　碧へき竜りゆうの視界左ひだり隅すみで、両手を振る人ひと影かげが映る。再び振り上げた右手の鉤爪が地の岩を抉るが、一いつ寸すん先さきというところで人影はスルリと逃げていく。明らかに標的コースケの動きが変わった。土煙に紛まぎれるようにして、意図的にギリギリのところで躱かわしている。そして逃げられたと感じた瞬しゆん間かんに細く小さなナイフが飛んできて、鱗を貫かん通つうし肉にチクリと突き刺ささる。どこから飛んできたのかと思えば、全く予想だにしない方向に人影が映る。

　碧へき竜りゆうは再びコースケに向けて腕を振った。

　その腕から間一髪のタイミングで逃れると、コースケは透すかさず細いナイフを投げて更さらに注意を引きつける。そこらの野の良らモンスターとは比ひ較かくにならない破は壊かい力を持った碧へき竜りゆうの鉤爪がとっくに剣の間合いに入っている。剣士ならばここで──、未練がましい思いがふと去来して、瞬間、焦こげた臭においに身が怯ひるみかける。全身で爆ばく風ふうを浴びて、咽むせる息を堪こらえながら、それでもコースケはまた駆かけ出してナイフを投じた。

　一瞬止まりかけた足を動かしたのは、単なる意地。

　鉤爪を飛び越こえて土煙から抜けると再び、こっちへ来いと挑ちよう発はつする。

　あの末次文音に向かって、自分の問題は自分で解決するしかないと、言い放ったのだ。彼女にだけそれを課して自分は見逃されるなどと都合のいいことは考えていない。

「どこ見てんの！」

　元々開ひらいた間合いで戦っていただけあって、距きよ離りの測り方や空間を把は握あくする力は高い。

　失敗が許されない緊きん張ちようの中で徐々に体と感覚の差が埋うまっていく。感覚が描えがくコンマ数秒先に自分がいる。手を伸ばしても届かないはずの場所へ、今なら届く。

　碧へき竜りゆう遭そう遇ぐうエリアは天てん井じようが高く、地下ダンジョンの中では珍めずらしく広大だ。しかし広大と言っても、あくまで地下ダンジョンとしては──である。竜が翼つばさを広げて伸び伸び動くには些いささか狭せまく、どこへ逃げようが全身武器の碧へき竜りゆうの間合いに収まってしまう。

「──っ？」

　幾いく度ども碧へき竜りゆうの攻撃を回避するコースケだったが、徐じよ々じよに自分のＨＰゲージが削けずられていくことに気付いた。だがＨＰゲージが減るには大なり小なり痛覚が伴ともなう筈だ。ほとんど無痛で過ごしている今、その中から敢あえて、身に覚えがあるとすれば──。

「石……」

　碧へき竜りゆうが地を抉る度たびに巻き起こる煙の中には、飛礫つぶてが存在する。

「こんなんでゲージ削られるのかよ、俺は」

　痛覚は現実的に刺し激げきされるが、ＨＰゲージの減少は極きわめてゲーム的な感覚だ。高い攻撃力を持って削られた岩は、飛礫となっても飛散する勢いに力の片へん鱗りんを纏っている。

　コースケは自分の脆もろさを痛感するが、しかし確実に目的は達成されつつあった。

　末次文音は呼吸を整えて、ふと現実世界のことを思い出す。

　──誰だれの顔も覚えられないから、人との接せつ触しよくを断たってきた。

　一年もあれば担任教きよう諭ゆの顔は何とか覚えられるから、二年、三年の時間を与えてくれれば、教室の中にも見知った顔が出てくるかもしれない。しかし統とう廃はい合ごうの結果肥大化した学校という世界では、クラス替がえという形で毎年、強制的な生徒のシャッフルが行われる。その度に、顔を覚える作業は振り出しに戻されてしまう。一年かけて覚えた担任教諭の顔までも替わってしまう。

　そう何度と繰くり返すこともないうちに、自ら人との接触を断つようになった。

　十四歳になってフルイマージョンの権利を得るとすぐ、仮想現実にのめり込んだ。仮想現実では現実と違って、人の名前と顔が一いつ致ちする。記き憶おくが一ひと繫つながりになる。誰かの顔が能面のようになることはない。

　それでも、確信するまでに、一年近い月日を要した。

　人付き合いがわからず、避さけていると、確信するほどの機会に中々恵めぐまれなかった。

　──いや、恵まれなかったという表現は卑ひ怯きようかもしれない。自ら機会を放ほう棄きしていたのだから。

　末次文音は意識を碧へき竜りゆうの尻しつ尾ぽに向ける。尻尾は竜にとって強力な武器の一つだ。しかし今は眼前のコースケに意識が集中している。全身運動に伴う上下動を繰り返すだけで、攻撃の意思が感じられない。

　──コースケは、強くない。それぐらいはとっくに理解している。

　それなのにここまで連れてきてしまったのは、何故だろう。初めて顔を見た瞬間に、それが初めてだとは思えない不思議な感覚を抱いだいた。ただ思い出せないだけで、現実世界で記憶の蓄ちく積せきがあったのかもしれない。

　だが彼が何かを変えてくれるような気がした、というわけでもない。ただ、今の彼を見ていると、自分の中の何かが変わっていくような気がする。

　──ああ、そうか。私じゃなくて、彼が変わっていっているんだ。

　そこらに散らばるモンスターを相手に苦戦を強しいられ、あまつさえ跳はね飛ばされていた彼は今、巨きよ大だいな竜りゆうを相手に必死に立ち回っている。決して華か麗れいでもなければ、余よ裕ゆうがあるわけでもない。たった一日しか経たっていないのに人はこれほど変われるのかという程、急激に成長している。身を汚よごしながら必死になって戦っている。

　白い十字剣の切っ先を立てて、まだ遠すぎる間合い──安全な距離──でスッと息を吐はいて、ゆっくり止めた。

　──行こう。私も。

　機会に恵まれなかったと後こう悔かいしても、何も始まらない。私が私であるために、この道は避けて通れないのだから。この世界でまで居場所を失いたくはない。

　末次文音は一度コースケを見み遣やる。当たったか当たっていないかというギリギリのところで碧へき竜りゆうの攻撃を回かい避ひして、更さらにナイフを投げ、集中を一手に集めてくれている。

　面おも白しろい人だな、と、つい頰ほおが緩ゆるんだ。

　瞬間、岩の大地を力強く踏ふみ込むと、並外れた脚きやく力りよくが一瞬で間合いをゼロにする。

　放たれた刃やいばは固い鱗うろこなど存在しないかのように肉を抉り、そのまま碧へき竜りゆうの尻尾を斜ななめに斬きり落とした。突とつ然ぜん走った激痛で碧へき竜りゆうは唸うなりを上げ、敵意を末次文音へと向ける。

「凄すごい……」

　碧へき竜りゆうの敵意から解放されたコースケが目撃したのは、尻尾から背中へと舞まうように剣を振るう華麗な姿。十字剣が描く残像だけを残して、まるで空気を刻むかのように軽かろやかに軌き跡せきを描く。

　比べてしまえば、コースケの投げるナイフは玩具おもちやみたいなものだった。末次文音は一本の十字剣けんを何本にも見えるほど速く操あやつり、ほとんど着地せずに身を翻ひるがえしながら斬り捌さばく。その一撃一撃が当たった直後に血を噴ふん出しゆつさせるが、彼女の速度はその血が体に付着することすら許さない。碧へき竜りゆうの唸りが悲痛な絶ぜつ叫きようへ変わっていく。

　圧あつ倒とう的だった。

　普ふ段だん見せる幼児性からは想像できない強い意志を持って、本当にイップスさえなければ単独で碧へき竜りゆうを殺せるのだと証明しているようにも見える。一人の少女が巨大な竜を相手に一歩も引けを取らないどころか、完全に狩かりに行っているのだ。

　碧へき竜りゆうの背中を踊おどるように切り刻みながら駆け上がった末次文音は、トンッと上に跳ねると宙を舞って、落下しながら後ろ首を深く切った。僅わずかな間を置いて鮮せん血けつが吹ふき出すと、

「やった！」

　コースケは叫さけんだ。だが末次文音は首元から背へ飛び退のきながら、全身に酷ひどく冷たい汗あせをかいていた。

　しまった──。

　踏み込みが浅かったか、勢いが弱かったか、躊躇いが残ったか。空気を刻むように華麗に舞ったように見えた末次文音は、本当に普段より多くの空気を刻んでしまっていた。

　刃の深度が浅い。

　急激に減少した碧へき竜りゆうのＨＰゲージは全すべてを空白に変えることなく、僅かに赤のゲージを残して止まった。残る力で翼を動かすと勢いよく飛び上がり、しかし全く目標を設定せずに、岩がん壁ぺきに血で濡ぬれた背中を激げき突とつさせる。

　──あんな高さから落下してしまっては、いくら彼女と言えど──。

　コースケが碧へき竜りゆうの真下へ移動を開始する頃ころ、背中に乗った末次文音は衝しよう撃げきで振り落とされ、岩の地面に急接近していた。どんなにステータスを上げて身体能リミツト力補正ブレイクの恩おん恵けいを受けても、人が人である限り、死ぬ時は死ぬ。中層ビルの屋上程もある高さから荒あらい岩地に叩たたき付けられれば、生きていられる可能性なんてほとんどない。だが、

「──よっ！　と」

　落下点に入ったコースケが滑すべり込んで、間かん一いつ髪ぱつ、末次文音の身体を受け止めた。

「ふぅ……。間に合った。まさか、空から降ってくる女の子を拾う日が来るとはね」

　言いながら、紳しん士し的に地面へ着地させる。

「何の話です？」

「男の夢が一つ叶かなった話──かな。……それより」

　上を見上げると、碧へき竜りゆうがバサバサと翼をはためかせて浮かんでいる。大分怒おこらせてしまったようで、口を真下に向けると口こう腔こうに赤い炎ほのおを作って大きく息を吸い込み、

「やばっ」

　一気に吐いた。燃えさかる炎は地面に当たって消える。

「もう食べる気は無いみたい」

「どうかな。丸焼きにして食べたほうが美味おいしいのかも」

「あの距離じゃ剣は届かない」

　再び口を開けた碧へき竜りゆうは、青白い氷を口腔内に作って周囲の空気を凍いてつかせていく。

「もう食べる気は無いみたい？」

「冷れい凍とう保存する気かもよ」

「どうしよう」

　天井が高いと言っても、ここは地下道。竜が飛ぶには低く狭い。投げナイフの射程ならば届くだろうが、その微び々びたる攻撃力でトドメが刺せるわけでもない。

　末次文音は悔くやしげに碧へき竜りゆうを見上げる。あと一歩というところで逃にがしてしまった。追うこともできない。本来の彼女ならば確実に仕留めていた敵を、結局、仕留めきれなかった。抑おさえきれない悔くいる感情は、その姿を見るコースケにも痛く伝わる。しかし末次文音は一度口を真一文字に結んだあとに表情を崩くずして、眉まゆ尻じりを下げると、

「また二人で、来よう？」

　諦あきらめて逃げることを促うながした。

　その表情が何を意味しているのか。カタカタと震ふるえていた時のように強こわ張ばった表情ではないし、碧へき竜りゆうに立ち向かった時のような勇ましい表情というわけでもない。トラウマを抱かかえる竜を相手にここまで戦えたことへの安あん堵ども混じっているのか、決してただ悔しそうなだけではないが、やはり口くち惜おしさや心残りというものが隠かくしきれず混ざっている。

　もしくは、またという未来への期待が、彼女にこんな複雑な顔をさせたのか。

　──いや、もう理由なんて、どうでもいい。

「それは、物凄く魅み力りよく的なお誘さそいなんだけど」

　コースケは右手を時計回りに旋せん回かいさせて淡たん々たんとメニュー画面を開くと、武器選せん択たく項こう目もくで手持ちの武器一覧を表示させた。

「それじゃ、カッコ悪いんだよね」

「……カッコ悪い？」

「そう。俺は君にそんな顔をさせるために頑がん張ばったわけじゃないし、何より、そんな顔をさせた碧竜あいつを、見み逃のがすつもりはない」

　言って見上げると、碧へき竜りゆうはエリア全てを凍いてつかせる気なのか、まだ口腔内の氷を大きくし続けている。散々攻こう撃げきを避けられて、炎も躱かわされて、ならば空間ごと──という判断は真っ当に感じる。

　コースケは大して多くない種類の武器の中から、漆しつ黒こくの十字剣を取り出した。僅かな名残なごり惜おしさを残して右手で柄つかを引くと、刀身が露あらわになる。
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「それ、持てないんじゃ……」

「……俺は元々、剣士じゃないからね。剣としてこれを扱あつかうことはできないよ。でも、投とう擲てき武器として一投するぐらいなら、多分──っ」

　腕うでに鉛なまりのような重さを感じながら、上を向いて右手を大きく引く。ステータスが足りているのか足りていないのか、感覚からは上手うまく伝わってこない。

　だが今必要な能力に彼女と得た全ての力を割り振ふった。

　感覚ではナイフより遥はるかに重く、剣として持つ事に比べれば遥かに軽いという程度しか解わからない。成功する保証なんてどこにもない。腕がもげてしまいそうな気もする。

　──そんなこと、関係ない。

　左足を一歩踏み出して左手を外に旋回。大きく胸を張って天高く投げつけた。
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　末すえ次つぐ茜あか音ねは例日の通り、姉を現実世界に引き戻もどすため部屋に入った。

　月明かりが照らす部屋で昨日と同じように、姉は現実へ帰き還かんしている。ベッドの上にノートを置き、柔やわらかく正座をして、ペンを持つ。その姿は昨日と変わらないのだが、

「お姉ちゃん、なんかキモいよ」

　言われた文あや音ねは、そう？　と努めて冷静に返すが、頰が微び妙みように緩んでいる。

「ひょっとして、何か書けたの？」

　文音は仮想現実からログアウトする度たびに、仮想現実での出来事を何か一つでも書き留めようとノートとペンに触ふれる。だが脳内で朧おぼろ気げに残る得体の知れない何かを、形や文字に変へん換かんすることは難しい。だが今日の雰ふん囲い気きならば、もしかすると──と妹は訊たずねた。

「……ううん。今日も、ダメだった」

　碧へき竜りゆう討とう伐ばつを果たしたコースケと文音は、ダンジョンの深部へ向かわずに来た道を辿たどり引き返すと、階段からフィールドに出て一いつ旦たんログアウトした。傾かたむきかけの太陽は完全に姿を消し、斑まだらに赤を帯びた丸い月と満天の星が二人を照らしていたのだが、今の文音にその記き憶おくは無い。

「じゃあ、何があったの。書けないけど何か覚えてるとか？　ほんと、面白い顔してるよ」

「な、何でもないっ」

「良いこと、あったんじゃないの？」

　どこか妹に考えを見み透すかされているようで、文音はあえてそれ以上を語ろうとしない。

「まあいいや。早く下に下りないと、ママが先に待ってるかも」

「──わかった」

　文音はノートを閉じて、上に、そっとペンを置いた。いつもより少しだけ部屋が明るく感じて、大きな窓から夜空を見遣る。

「……月、綺き麗れいだな」

　姉妹は鉄筋コンクリート三階建ての二階から、一階のリビングダイニングへと階段を下りる。下りながら、さっきまでいた世界での出来事を、文音は思い出していた。いや、思い出そうとしていた。

　顔のわからない誰だれかと一いつ緒しよに挑いどんだ冒ぼう険けん。──どこで、どんな世界で？　名前も声もぼやけて、どんどん思い出せることがなくなり、ついには全ての記憶が無くなって、ただ何か良いことがあったような気がする、という感情だけが残る。場面や風景、そんなものはもう、何一つ思い出せない。

　──いつものこと。これの、繰くり返し。

　こうして持ち帰った原形が解らない小さな記憶の欠片かけらと、それに伴ともなう感情を理解するためにまた仮想現実の世界へ渡わたり、原形が解らない小さな記憶の欠片とそれに伴う感情を持って、この世界に帰ってくるのだ。

　──堂どう々どう巡めぐり。

　それでも代わり映ばえのない日常という名の記憶の欠片をパズルのように繫つなぎ合わせようとする、単調で退たい屈くつな日々の作業に比べれば、仮想現実が与あたえてくれる記憶の欠片は一つ一つのピースが色いろ鮮あざやかに思える。完成すればきっと素す晴ばらしい絵え柄がらになるのだろうと予感させてくれる。特に今日は、その思いが強い。

　──ただ、それだけ。

　パズルを組み立てきれたことは一度も無い。それでも、いつかは──。

「遅おそいわよ」

　壁かべに映し出された映像の中で、母は無表情に機き嫌げんの悪さを滲にじみ出していた。

「ごめんっ、ママ」

「……ごめんなさい」

　妹はパンッと手を合わせて大おお仰ぎように、姉は母とよく似た無表情で謝る。

「あら、今日は珍めずらしく顔色が良いじゃない」

　昨日は青く優すぐれなかった文音の顔色だったが、今日は血色が良い。

「何か良いことでもあったの？」

　母は、妹と同じような調子で訊きいた。

「別に」

　文音は無表情で、むしろ不機嫌そうに言った。その違い和わ感かんを母は見逃さない。

「──もしかして、また仮想現実？　もう、やめてよねほんと……。母さんはあれが大だい嫌きらいだって言ってるでしょ？　あのね、何度も言うけれど、あんなものに頼たよったところであなたの現実は変わらないのよ。仮想は仮想でしかないの。わかってる？」

　苛いら立だつ様を隠さずに放たれた母の言葉に、文音は珍しく眉まゆを顰ひそめて表情を変えた。

「…………お母さんには、解らないよ」

「何ですって？　もう一回言ってみなさい」

「お母さんにはわかんないって言ってるの！」

　語気を荒げ、勢いで言葉を継つぐ。

「私がどれだけ苦しんでるか、お母さんに解るはずがないじゃないっ！」

　思わず叩いたテーブルの上で、白磁の食器がガチャガチャと震えた。

「私は仮想現実のほうがずっと普ふ通つうでいられるの！　お母さんだって知ってるでしょ!?　──今日だって──っ、今日だって、今は顔も思い出せないけれど、新しい友達ができた！　──……だけど、でも、今は顔が思い出せなくてもあっちの世界に行けば必ず思い出せるの！　────私は……。私は──、ただ普通に──」

「文音、どうして新しい友達ができたなんて、覚えているの？」

　母、末次天あま音ねは、娘むすめの言葉を遮さえぎって──最後まで聞くことなく──淡々と問い質ただした。

「……え？」

「あなたもしかして記憶が」

　無自覚のまま口に出した、例日にない確かな記憶の証明。新しい友達。

　──それは一体、誰のことだろう。

　煙けむりの向こう側にいるような姿を思い出そうとして、文音は頭を抱えた。

　どこで、誰と。──私は一体、何をしたのか。

「お姉ちゃん……？」

　訝いぶかしげな表情の母親と、不安そうな顔の妹。

　そんな二人を見て、文音はハッと気付く。それは記憶の類たぐいではなく、今、目の前にいる二つの顔から感じた、極きわめて単純な疑問だった。

「……なんで。なんでそんな顔、するの？　私があっちの世界のことを少し覚えてたら、何か、悪いの？」

　涙なみだを溜ためながら言って、黙だまる。妹は口を噤つぐみ、母は問いに答えようとしなかった。

「──ちゃんと覚えている、というわけではないようね。とにかく、あなたが私にとって想定外の状態にあることは理解できたわ。……明日の朝までに帰るから、それまでは大人しくしていなさい。勿もち論ろん、ＦＩＩＤフイードも使わないように。──いえ、あなたの今の状態が正常かどうか確かく認にんできるまでの間、医師としてあなたの個体識別コードをネットワークから除外するよう申しん請せいします。申請の受理までには少し時間がかかるけれど、それまではＦＩＩＤフイード自体を取り上げるから──。わかったわね」

　プツッ、解りやすく音の途と切ぎれる音がすると同時に、映像も消え失うせた。

　ＦＩＩＤフイードは複数要素の同時生体認証で個人を判別し、仮想現実と現実を正確に繫いでいる。一人に一つの個体識別コードが割り当てられ、医師や警察官などが正当な理由に則のつとって申請すれば、緊きん急きゆうであれば即そく時じに、緊急でなくとも数日中には、該がい当とうの識別コードをネットワークから除外するようになる。

「……ねえ茜音。私、何か、間ま違ちがってるかな」

「ううん。さっきはごめん。驚おどろいちゃって……。──でも私、お姉ちゃんの味方だよ」

「茜音……」

「それに、ママ──お母さんだって、お姉ちゃんのこと心配して言ってるだけだと思う」

「……わかってる」

「じゃあ、明日仲直りしよう？」

「それは……どうかな。かなり、怒おこらせちゃったし」

「──ま、仕方のない二人だから、私がちゃんと仲立ちしてあげる！」

　演技臭くさく笑ってみせる妹に、釣つられて少し顔が綻ほころぶ。母がいない家庭でこの明るい妹がいなければきっと、文音は暗い部屋の中、孤こ独どくに苛さいなまれていたことだろう。

「じゃーまずは、ご飯食べよう！　そのあと何してるかは、ちゃんと知らないフリしとくからさ」

「……茜音、いつもありがとう」

　スピリットアームズの末次文音はゲーム世界有数の人気を誇ほこり、望まずとも取り巻きができてしまい、人と待ち合わせるために洋よう樽だるに忍しのぶ必要すらある。

　だが現実世界の末次文音は、仮想現実に置いて行かれたように孤独な日々を送っている。文音が顔と声を覚えられ不自由なく会話をできる人間は、現実世界では家族だけだ。

　もっとも、スピリットアームズの末次文音であっても、まともに会話のできる相手はごく限られているが。それでも二つの世界を比ひ較かくするなら、孤独感、周囲の喧けん噪そう、顔と声の記憶──。違いのほうが圧あつ倒とう的に多い。

　姉妹は調理ロボット手製の料理を前に、いただきます、と丁てい寧ねいに言って箸はしを伸のばした。

「にしても、お姉ちゃんあんな大きい声出せるんだね。ちょっとビックリしちゃった」

「出し方が解わからない、だけ」

「あっちの世界ではどうなの？」

「変わらないんじゃないかな、多分。──それとも、性格まで違うのかな」

「ねえねえ、あっちの世界でのこと、本当に覚えてるの？」

「……覚えてはない──と思う。ただ、輪りん郭かくだけがふわふわ浮うかんでる感覚」

「そっかぁ。残念──。って、それどういう感覚？　輪郭？　ふわふわ？」

「こう──おでこの上で、ふわふわーって」

「さ、流石さすがに理解しづらいかな……。顔とか声は？」

「顔は全然。声も、凄すごく靄もやがかかってる感じで、言葉が思い出せないから……」

「んー……、でもま、今まで全然思い出せなかったんだから、きっと良いことなんだよ。お母さんはあんな言い方してたけど、これは前進だよ。前進っ」

　──新しい友達ができた。

「私も、そう思いたいかな」

　もし言葉の通り、たとえ仮想現実であっても友達ができたのであれば、それはきっととても嬉うれしいことだ。新しい、ということは、他ほかにも友達がいるのかもしれない。そうであれば、より嬉しいはずだ。現実に手に入らないものを手にしたのだから、嬉しくて嬉しくて、嬉しいはずで──。そんな大切な記憶すら無くす自分が、堪たまらなく悔くやしい。

「……お姉ちゃん、無理しなくていいんだよ」

　ご飯が喉のどを通らない。食しよく欲よくも湧わかない。ただ涙を堪こらえ、俯うつむくことしかできない。

　向こうに行けば思い出せるのかもしれない。記憶は蓄ちく積せきされる。一年もあれば担任教きよう諭ゆの顔と名前が一いつ致ちしたように、違う世界であっても時間をかければ、いつかは──。
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　娘にキツく当たる自分は、大人げないだろうか。

　末次家を一人で支える母、末次天音は、広い研究室の中たった一人で思い悩なやむ。

「昔は、こうじゃなかったんだけどな」

　思い悩んだ末に昔の想おもい出に浸ひたるのは、いつものことだ。

　末次天音は二十一歳の若さで結けつ婚こんし、二十二歳で長女の文音を出産した。国立大学の学生だった天音にとって出産とそれに続く育児は簡単ではなく、退学を申し出るに十分な理由となった。

　加えて、天音には母親がいない。正確にはどこかで生きているのかもしれないが、父が口を閉とざす以上、それを知る由よしもない。その父も長い闘とう病びようの末、二年前に他界している。

　父の名は、八や津づ一かず文ふみ。

　フルイマージョン技術の誕生に深く関かかわった人物として名を馳はせ、天音も幼い頃ころから憧あこがれる自じ慢まんの父だった。少なくとも、天音が高校を卒業するまでは。

　八津一文が主体となって行う研究は人間の脳に深く関わるもので、中々被ひ験けん者が集まらない。誰だれも、自分の脳を弄いじられたくなどないのだ。

　そんな中にあって八津は自ら、積極的に名乗りを上げ続けた。その功績は仮想現実の完成が近付くと共に広く知られるようになり、ついには公教育で扱あつかわれるような人物となった。この国の歴史から八津の名を消し去るのは、もう、そう簡単じゃないだろう。

　只ただ々ただ、誇ほこらしかった。

　しかし天音が大学に入った直後、心から敬愛する父の様子が豹ひよう変へんする。急に物忘れが激しくなり、何度も何度も同じ話を繰り返す。急いで総合病院へ連れて行った。

　若じやく年ねん性アルツハイマー病の、疑い。

　何故なぜ父が──と嘆なげいたところで、現実に変化は起こらない。

　確実な完治の方法こそ見つかっていないが、不幸中の幸いか、確実に進行を止める薬物療りよう法ほうは既すでにあった。八津一文に病名を言い渡した医者は、症しよう状じようの進行を止めながら日常生活を続け、医療の進歩を待ちながらいつかの完治を目指そう、と言った。天音も父が薬を飲み込む姿を見て、もうこれ以上悪くなることはないのだと、僅わずかな安心を得た。

　しかし、

「どうして進行するんですか！」

　天音は父の主治医に詰つめ寄った。

「私達にもわかりません。あまりにも急激すぎる──。天音さん、申し訳ありませんが、病気というものは──特に脳の病気というものには、まだまだ未知の領域が沢たく山さんあるのです。それに、お父様は新しい……フルイマージョン技術……でしたか。その実験の被験体になっていたと聞きます。脳に直接関かん与よするような実験なのですよね？　その影えい響きようもあるのかもしれません。──天音さん、どうかお父様のためにも、気を確かに」

　父の若年性アルツハイマー病は、異常に進行が速かった。発症から四日後には娘の名前を忘れ、五日後に仕事を忘れ、七日後に自分の名前すら忘れる。

　異常、という二文字で片付けられるものではない程ほどの進行速度に、天音の心は折れた。

　発症から九日目、父は突とつ然ぜん意味不明な言葉を叫さけび、痙けい攣れんし、すぐに病院での完全看護体制へと移行した。最後に発した叫び声は言葉こそ意味不明なものだったが、まるで魂たましいが悲鳴を上げているかのように耳を劈つんざいた。以来、父の声は一度も聞いていない。

　辛かろうじて生きている状態。

　辛うじて生かされている状態。

　父の顔からは日に日に生気が抜ぬけていき、まるでもう、死んでいるようにしか見えないこともある。

　──今の状態は父にとって、単なる苦痛なのではないだろうか──。

「お父さん、見える？」

　それから四年後。生まれたばかりの文音を連れて病室へ足を運んだ際の出来事を、天音は生きている限り忘れられないと確信している。

　何を問いかけても微び動どうだにしなかった父が、突然目を開けて、眼球を文音へ向けて動かしたのだ。喜ぶ間もなく驚き、すぐに病院のスタッフを呼んだが、

「単なる偶ぐう然ぜんでしょう」

　何度確認しても改善の兆候はなかった。本当に偶然かもしれない。茜音を産んだ直後にも二人を連れて病室を訪おとずれたが、そのような反応は見られなかった。

　当時、天音には夫がいた。しかし夫は、

「見たくない」

　の一言だけで、八津の病室には一度も訪れていない。

　それでも夫がいることは、天音にとって心の支えとなっていた。

「文音、どうして先生やお友達と仲良くできないの」

　最初に違い和わ感かんを覚えたのは、文音が三歳の頃。保育園に入ってからだった。

　周りの子供に比べて、文音は圧倒的に孤こ立りつしていた。先生にも中々慣れず、ようやく一年掛かけて先生の名前だけを覚えることができたが、次の年になって先生が替かわるとまた、振ふり出しに戻もどった。友達は一人もできず、更さらに一年の月日が経たつともう、卒園を控ひかえる時期になっていた。

「文音ちゃんバイバイ！」

　幼よう稚ち園えんの保護者参観が終わると、文音の同級生が、文音に声を掛けてくれた。我が事のように、それ以上に、嬉しかった。

「文音、あの子のお名前は？」

「知らない子」

　言われた瞬しゆん間かん、背筋が凍こおる。

「──え、でも、──じゃあ、あの子は？」

　別の子を指差して訊きいてみる。

「文音、誰だれも知らないよ」

　その足ですぐに病院へ連れて行った。何度も何度も脳の検査をしたが、異常は見つからない。明らかに異常があるのに、何度検査をしても異常が無いと判断される。

　ついに天音は自力で娘むすめの病気──異常性──を解明しようとして、気付けば、それだけにのめり込んでいた。

「ママ、何でご飯作ってくれないの？」

「ちゃんとお料理ロボットが作ってくれてるでしょ」

「えー、文音、ママの手作りがいい」

「我が慢まんしなさい」

「えー、嫌いやだよ……。文音、ママの手作りじゃないと食べたくないよ……。ねえ、ママ。ねーママってば。ママ聞いてるの」

「うるさいっ！　誰のために頑がん張ばってると思ってるの！」

　辛つらく当たってしまうことが増えた。その度たびに、もう止やめようと決意する。しかし、

「お友達の顔は覚えられた？」

「全然、覚えられない」

「先生の名前、覚えられた？」

「先生って、誰だっけ」

　娘と父の姿が重なり始めて、いつかの医者の言葉を思い出した。

『特に脳の病気というものには、まだまだ未知の領域が沢山あるのです』

　文音の症状も、その未知の領域に原因があるのだとしたら──？

　素人しろうとが幾いくら調べたところで、原因を究明できるはずもない。

　ならば、素人を脱だつするしかない。専門家になり、自ら未知の領域に手を入れる──。

　一年の猛もう勉べん強きようで国立大学の医学部に合格し、六年かけて卒業する頃には文音は中学一年生、十三歳になっていた。

　その間に夫がいなくなってしまったことすらも、どうでもよかった。

　──私がやらないと。

　その一心に取り憑つかれて、文音があと少しで十四歳になることも、失念してしまう。

　フルイマージョン技術による仮想現実の獲かく得とくは、たった十年程度で爆ばく発はつ的に普ふ及きゆうし、ついには政府も対応を迫せまられた。様々な試験の結果、十二歳以上の脳への影響は一いつ切さい見られず、しかしより確実な安全性を求めて、特とく殊しゆな事情を抱かかえる例外を除き十四歳以上に限定して仮想現実の獲得が権利化されることとなった。また仮想現実という場は広く国民に開かれるべきだという革新派の主張を受け入れ、仮想現実の獲得を基本的人権に追加した。

　ＦＩＩＤフイードの開発が日本で行われた──ということも、当然理由に挙げられる。ＦＩＩＤフイードを世界中に輸出することで、莫ばく大だいな利益が生まれるからだ。

　一方で、ＦＩＩＤフイードの健全な利用方法を伝えるという課題を背負った政府は、すぐに義務教育内で仮想現実の獲得に関わる授業を開始した。授業は満十四歳になる学年である中学二年生の一つ手前、中学一年生の最後に、体験型学習として受けることになる。

　文音も当然、例外ではない。母の知らぬ所で、祖父がどういう人物かも知らされず、文音は授業の中で初めてＦＩＩＤフイードを使用することとなった。

　その結果は、担任教諭から知らされた。文音が、仮想世界で同級生の名前を言い当て、更にその状態が現実に戻っても少しの間とはいえ続いたという。

　──何故？

　父から正常な機能を奪うばい去ったかもしれないフルイマージョン技術で、何故、娘の症状が突然回復するのか。

　これはもう、あの機械が脳に何らかの影響を及およぼしているとしか考えられない。

　確かに母としては喜ばしいことだろう。しかし超ちよう短期的な好こう影えい響きように喜んで裏に潜ひそむリスクを忘れてしまっては、素人と同じだ。

　フルイマージョンが人体に有害ではないという科学エビ的根拠デンスはあり、実際に世界中で多くの人がそれを使いながら平へい穏おんな日々を過ごしている。それでも、八津一文父と末次文音娘、その両方に脳に関する変化が現れた事実を偶然の一言で片付けるのは難しい。

　だが娘はＦＩＩＤフイードの使用を希望した。親でも侵しん害がいできない法律上の権利もある。仮に医療申しん請せいで使用を差し止めたところで、そこに根拠がなければ長期的な差し止めは難しいだろう。ならば娘に、せめて祖父がどんな惨むごい最さい期ごを送ろうとしているのかだけでも、伝えるべきだろうか。

　──悩んでいる間に、父が死んだ。文音が十四になる直前のことだ。

　すっかり病院へも行かなくなってしまっていた中での突然の訃ふ報ほうに、不思議と涙なみだは出なかった。しかし文音には、これを機に、全すべてを話そうと決めた。

「文音、お祖父じいちゃんのことで、何か知ってることはある？」

　娘は首を振る。

「そう……。あのね」

　それから父についての全てを語った。最後に、正直な感情を伝える。

「お母さんはね、あの機械が大だい嫌きらいなの」

　この感情が伝わればきっと、娘は十四になってもあの機械ＦＩＩＤを使わない。使わないでいてくれる。そうあることを願い、信じた。しかし文音は苦しそうな表情を見せて、

「でも……私、諦あきらめたくない」

　文音は仮想現実から何かを得たいと思っている。悪くいえば、縋すがっているのかもしれない。だが祖父の病気も含ふくめて全てを知った上で、それでも諦めたくないと言った。

　元々、文音は頭が良い。記き憶おくに問題を抱えているのが噓うそのように、学業の心配をしたことがない。何より、人の顔を覚えられないという状じよう況きようで学校に通うことがどれほどの不便と苦痛を伴ともなうのか想像も及ばないが、文音は一度も弱音を吐はいたことがない。

　頭の良さと、精神力。これはきっと祖父に似たのだろう。

　だからこそ、怖こわい。文音もああなってしまうのではないかと考えると、怖くて寝ねられない日が続く。何日も、何日も。

　異常も、全く見られないわけではない。仮想現実を手にしてからの文音は、体育に関してだけ極きよく端たんに成績が低下した。今では日常の動作からも何処どこか違和を感じる。しかし検査をしても異常は出ない。確かなのは体育の成績が下がったというだけで、それだけではあの機械ＦＩＩＤの使用を差し止める根拠には到とう底ていなり得ない。

　だが検査で異常の見つからない病気など、いくらでもある。

　今日の出来事も──。娘があんなに感情的になるところは、かつて見たことがない。あれほど感情的になる子だっただろうか。思えば昨日だって──。

　本当に記憶が残っているのならまだ良い。だが結局のところ文音は、新しい友達という言葉について、それ以上の記憶を語らなかった。

　僅わずかな異変であっても、見過ごすことはできない。

　ならばせめて母として、医師として、文音の状態が正常であるかを見み極きわめるまで──。

「お父さん……。私、間ま違ちがってないよね……？」
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　末すえ次つぐ文あや音ねは自宅の前に立っていた。

　自宅、と言っても、ついさっきまで妹と共に食事をした空間ではない。厳密に言えば肉体は今もそのすぐ上階にあるのだが、フルイマージョン技術に因よって精神はゲーム──スピリットアームズ──の世界に移っている。

　今目の前にあるのは、拡張パックにより街が広がるタイミングでゲーガム内ル通貨ドを使って購こう入にゆうした、あくまでゲーム内での、自宅。

　ＦＩＩＤフイードを取り上げられる。つまり仮想現実の世界を失ってしまう。それどころか、仮想世界に生きるこの記憶も、失ってしまうかもしれない。もう一度ログインできるようになったとして、その私は、果たして私と呼べるのだろうか。

　医師の権限を母として使われることへの憤いきどおりはある。しかし祖父の一件を考えれば母の心情は理解できないものではない。いや、そもそも、自分の病気さえなければ──。

「仕方ない──のかな」

　玄げん関かんドアの手前、一人で夜空を眺ながめながら呟つぶやく。変わらない大きな月と満天の星を見上げると不意に寂さびしくなって、感傷的な感情が波のように押し寄せる。

「遅おそかったじゃん」

　突とつ然ぜん呼び止められて、振り向く。長身の女がナイフを片手に立っていた。ゲームといえども防犯意識は重要だ。特に末次文音のように有名な冒ぼう険けん者はＰプレイＫヤーキルの対象となりやすい。もっとも、そのほとんどは返り討うちに遭あわないために徒党を組んでいるが。

　右手に持ったナイフを器用にクルクル回す赤みがかった髪かみの女は、左手を背中の裏側に置き、明らかに何かを隠かくしている。

　仄ほの暗ぐらい街灯の光で、回るナイフが万まん華げ鏡きようのように輝かがやいた。

「……なんですか、イル」

「こいつ、一いつ緒しよに食べようぜっ」

　イルと呼ばれた長身の大人びた少女は、得意げに左手を前に突つき出す。小型の鳥型モンスターが足をくびって逆さまに吊つるされていた。

　文音の目には、鳥型モンスターのすぐ傍そばにほんの僅かなＨＰゲージが映る。この街、スピリットアームズの中で最前線に当たる《アースガルズ》エリアに到とう達たつできる冒険者ならば、誰だれがやっても、後一いち撃げきで絶命させるだろう。

　思ったのも束つかの間、イルと呼ばれた少女は右手のナイフを鳥に突き刺さした。

「新しん鮮せんなほうがいいだろ？」

「悪あく趣しゆ味み」

「刺さし身みにしようか」

「食中毒になっても知らないです」

「大だい丈じよう夫ぶ。噂うわさでは大丈夫──らしいから！」

「それ、大丈夫って言う？」

　目の前の家を買う切っ掛かけになった拡張パックで、スピリットアームズに《血》という新要素が加えられた。β版の時代に一度実装されたのだが、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスが備わった上に鮮明な血まで演出で加わると卒そつ倒とう──強制ログアウト──するものが後を絶たず、僅か二日で緊きん急きゆうメンテナンスに入り削さく除じよされた経緯いきさつがある。

　いくら痛覚を安全な範はん囲いに抑おさえても、痛いものは痛い。その上、例えばモンスターの鋭するどい爪つめで自らの喉のど元もと──頸けい動どう脈みやく──を搔かき切られて噴ふん水すいのように血が溢あふれる演出を目まの当たりにすれば、心理的影えい響きようは衝しよう撃げきや驚きよう愕がくの範はん疇ちゆうに留とどまらないだろう。

　拡張パックで加えられた新たな血の要素は、過激にならないよう描びよう写しやを抑えたものだ。鳥をナイフで串くし刺ざしにしても血の噴ふん出しゆつは控ひかえめであり、食するために血ち抜ぬきを要するわけでもない。特に人間から出る血の量は相当に制限されている。血という要素はあくまで現実味を上積みするための演出だ。

　それでも鳥型モンスターが絶命する様は中々にショッキングな一コマとなってしまう。控えめとはいえ血が滴したたり落ち、絶命の手前ではビクビクと痙けい攣れんする。しかし二人は全くそこに触ふれず、当然のように扉とびらを開けて中へ入った。

　木造二階建てに三角屋根のログハウスは、一階に暖だん炉ろ付きの広いリビングと調理設備が備わり、二階に寝しん室しつまで構かまえた、本格的なものだ。

　入ってすぐのリビングには大判の絨じゆう毯たんが敷しかれ、その上に低く大きなテーブルが置かれている。座って談だん笑しようするには十分な環かん境きようだ。しかしあまり装そう飾しよく的な家具や置物の類たぐいが置かれていないため、表情に富むログハウスにも拘かかわらずどこか素っ気ない印象を受ける。

「そういえば、どうやってモンスターを街中に連れてきているんですか？」

　スピリットアームズの設定上、街中にモンスターは入ってこられない。

「うちのギルドが開発した武器で行動不能にしたモンスターなら、自由に街中に連れ込めるんだ。凄すごいだろ？　クラウソラスに売ってやろうか？　安くしとくぞ」

「そんなに売れてないんですか？」

「クラウソラス規模のギルドに売れれば大おお儲もうけだ」

　何故なぜ街中にモンスターを連れ込む方法を開発する必要があったのか。街中でモンスターが出現するならともかく、わざわざ行動不能にして連れ込む必要はどこにもない。

　ギルド対たい抗こう戦などに向けてギルド単位で特別な武器を買い込むことはあるが、

「わざわざ待ち伏ぶせして実演販はん売ばいされても、内容がそれでは」

「んな、堅かたいこと言うなよー。何かに使えるかもしれないだろー」

「何かって何ですか。そこをまず考えてきてからにしてください」

「つれないなぁ。まあ、そのツンツンしたところがソソるんだけど……」

「はい？」

「いやなんでも。持病みたいなものだから気にしないでくれ」

「自覚はあるんですね」

「ないと犯罪に繫つながりかねないからな」

「……剣けんは常に携けい行こうするようにします。忠告ありがとう。いえ、予告……でしょうか」

「月のない夜道には精々気をつけるんだな──ってやらねえよ！　つか何だ、今日はやけに饒じよう舌ぜつじゃないか。何ぞ良いことでもあったか？」

「……別に」

「そうか？」

　イルも母も妹も──。

「皆みんな、同じことを訊きくんですね。普ふ段だんの私って、そんなに仏ぶつ頂ちよう面づらですか」

「うん」

「そこは否定してください」

「でもその仏頂面も、魅み力りよくじゃねえの？」

「……褒ほめてるのか貶けなしてるのか、わかりません」

「褒めてるんだよ。──ところでこれ、焼いていいか？」

　アイテム化した肉につ塊かいを片手に訊く。

「焼き加減は、いつも通りで」

「オッケー」

　いつも通り、の言葉で察せる程度に深い付き合いがある。イルは鍛冶かじ師としてスピリットアームズに参加しているが、戦せん闘とうが嫌きらいというわけでもなく、むしろ得意分野としている。高すぎる難易度から不可能と目されている戦闘と鍛冶の両立を体現──とまでは言えないが、しかし最も近い冒険者を数人選ぶとしたら、確実にその中に入る逸いつ材ざいだ。

　加えて末次文音の身近でただ一人、親しげに話す姿が目撃されている少女でもある。

　しかし幼げな容姿の文音に対してイルは大人びている。背はすらりと高く、鼻筋がハッキリしていて切れ長の目が鋭い眼光をより一層際きわ立だたせている。その上、イルは男おとこ勝まさりな性格で喋しやべり方も性格をなぞっているのに対して、文音が敬語を交ぜて使うため、同じ年ねん齢れいにも拘わらずイルの方が年上に見られがちだ。

「イル、また再スキャンした？」

「ああ。現実と離はなれると感覚が狂くるうからな」

　成長期の少年少女にとって小まめな再スキャンは必ひつ須すの行こう為いと言える。仮想現実における体格を含めた容姿は３Ｄスキャンの結果が反映されるため、毎年の誕生日の直後には再スキャンが義務化されている。が、身長も体重も骨格すらも急きゆう峻しゆんを立てて変動する成長期においては、現実と仮想現実の差を埋うめるためにも自発的な再スキャンが推すい奨しようされる。

　だが成長は人それぞれで異なる。イルは目下成長中で定期的なスキャンを実行しているが、ほとんど成長の実感がない文音は最初のスキャンから一度しか──高校入学を機としたのを最後に──再スキャンを行っていない。ちなみに再スキャン前後に差は無かった。

　文音は、イルの伸のびた背を羨うらやましそうに見上げる。

「いやこれ、コンプレックスなんだけど」

　それでも、文音は見上げたままで言う。

「低いよりは、高いほうが良い」

「私は低いほうが羨ましい。可愛かわいいじゃん」

「高いほうが格好いい。大人に見える」

「男に間違われたいか？」

「後ろ姿じゃなければ間違われないでしょう？」

　すらりと伸びたまだまだ成長しそうな上背に伴ともなって、最近は胸も主張を強めている。

　文音は、身長に伴って主張を放ほう棄きしたかのように佇たたずむ自分の胸と見比べた。

「──揉もんでやろうか？」

　イルは卑ひ猥わいに指を動かす。

「遠えん慮りよします」

「そう言わずに」

「拒きよ絶ぜつします」

「はぁっ……はぁ……っ」

「目が、変質者です」

「はぁっ……お嬢じようちゃん、『可愛い胸』してるねっ痛っ！　痛いって！」

　表現が文音の逆げき鱗りんに触れて、鞘さやに納めた剣でガシガシ突かれる。

「あっ、そんな棒で突かないで……っ、やっ、太い……」

「この変態っ！」

「あんっ……ちょ、本当にっ……あっ、気持ちいいのにＨＰが……っ」

「……全く、どうしてそんなに変態なんですか」

　これ以上刺激しても目の前の変態を興奮させるだけだと悟さとって、鞘を引っ込める。更に目にも留まらぬ操作でアイテム欄らんから除じよ菌きんスプレーを取り出すと、念入りに吹ふきかけて消毒した。

「良いじゃん胸ぐらい……」

　まだ恍こう惚こつとした目の少女は言うが、

「良いわけないじゃないですか。今度やったら一いつ閃せんしますよ」

「痛いのは好きだけど、一閃はちょっとなぁ」

「……さり気なく気持ち悪い発言しないでください。というかペインセンスを変な方向に発展させるのはやめてください」

　スピリットアームズが搭とう載さいした高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスは、変質者をも生んでいた。

「にしても、本当に今日は感情豊かだなぁ。──やっぱ、何かあったんだろ？」

「…………」

「誰だれにも言わないからさ」

　この手の誰にも言わない、は、大たい抵ていの場合信用に足らないが。

「…………本当ですか」

　現実でも仮想現実でもコミュニケーション能力を中々育はぐくんでこられなかった文音は、うっかり信じてしまう。

　もっとも、この二日間の出来事を誰かに話したい、という気持ちがないわけでもない。そして何よりも、もしログインできなくなってしまえば一番迷めい惑わくをかけるのはイルだ。

　目の前でにこにこと笑う長身の少女を見て、文音は一いつ瞬しゆん信用に足るものかと躊躇ためらったが、一度語りかけた口を止めることはできず、全すべてを伝え始めた。




「よっしゃ、そいつここに連れてこよう！」

　イルは何の躊躇いもなく言い放った。

「へっ!?　だ、誰だれにも言わないって、言ったじゃないですか！」

「いいねえ、その表情。普段は無表情なやつが顔赤くして焦あせると、何倍も可愛いよな。ここにそいつ連れてきたら、どうなるんだろうな」

　イルは口角を上げて、ニヤリとほくそ笑えむ。

　──しまった、目の前の大人びた少女は変態だった。

　一度は赤くなった顔が、途と端たんに青くなる。しかしイルは文音の様子に合わせるようにほくそ笑んだ顔をやめて真剣なものに変えると、腰こしの据すわった声こわ音ねで、

「……母親が帰ってきたらＦＩＩＤフイード取り上げられて、暫しばらくログインできなくなるんだろ？　お前さ、前に私のこととか全部忘れかけたことあるじゃん。自分と妹の卒業式で、珍めずらしく母親が帰ってきてるからって二日ログインしなくてさ。あれを忘れたとは言わせないぜ」

　畳たたみ掛けるように言い放つ。確かに春休みに入る直前、文音と茜あか音ね、中学校と小学校の卒業式が一日違ちがいで行われた折に、滅めつ多たに家にいない母親がその二日間はずっと家にいてＦＩＩＤフイードを使えない──ということがあった。妹は十四歳未満であり、母はＦＩＩＤフイードを嫌きらっている。何より、家族が揃そろう時間は貴重で大切だ。普段は仮想現実の世界に入り浸びたる文音も当然のように家族との時間を選んだ。

　しかしその二日間は、想定外の出来事を巻き起こしてしまう。

　再びログインした文音は、スピリットアームズにおける人間関係のほとんどを記き憶おくから消失しかけていた。戦い方は何となく覚えている。マップも忘れていない。クラウソラスという自ら立ち上げたギルドも、危あやういが一応記憶に留まった。だが、そこに集つどう人間や、何よりも唯ゆい一いつ親しげに話しかけてくる長身の少女、イルの名前を思い出せず、

「真顔で、誰ですか──？　って。事情は知ってても、さすがに焦ったぜ」

「それは……」

「なあ文音。お前がしばらくログインできなくなるとして、だ。もう一度この世界に来たその時、今まで積み上げてきたものが総そう崩くずれになってるかもしれないんだぞ」

「わ、私だってそんなの嫌いやですよっ！」

　殻からに閉じこもるようにして、どこか諦あきらめを滲にじませていた文音が、声を荒あらげる。

「──でも、仕方ないじゃないですか！　現実での私はここでの出来事を覚えてないんです。そんな私に、何ができるって言うんですか！」

「だから、そいつに頼たのむんだろ」

「……え？」

「お前が私のことを忘れかけていても、私はお前のことを覚えていた。お前がそいつのことを忘れてしまっても、そいつがお前のことを忘れるわけじゃない。現実でも、な」

「それは……そうかもしれないですけど」

「じゃあ今日しかないよな。うん。そいつがログインしていてくれたら良いんだが」

「ちょっ、勝手に話を進めないでください！」

「ん？　だってお前に任せててもなあ。私はもう、友達に忘れられたくなんてないし」

「誰にも言わないって言ったじゃないですか！」

　文音はさっきも言った言葉を、そのまま繰くり返した。

「ん？　あー、まあ、確かに言ったけど」

「約束はちゃんと守ってください」

「私、文音の困った顔を見るのが好きだ。たまらない」

「はぃ？」

「じゃ、そういうことでっ」

　──しまった。真剣な顔をしているかと思えば、最終的には顔がにやけていた。

　思った頃ころには既すでに遅おそく、皮がこんがり焼き上がったチキンに手を付ける前にバタバタとドアを開けて出て行ってしまう。

「無理には連れてこないから大だい丈じよう夫ぶっ！」

　走り去りながら振ふり向き両手を振って言うが、何が大丈夫なのかサッパリわからない。イルの性格なら、コースケを見つけさえすれば何が何でもここへ連れてくるだろう。

「…………どうしよう」




「文音の話によると──」

　イルはクラウソラスのギルドホールを見み渡わたして、特とく徴ちように一いつ致ちする人物を探す。しかし、長くも短くもない黒くろ髪かみで平均より少しだけ小さめの身長、つまるところ中肉中背。年齢は文音と同じで、見た目も年相応。そんな人間はいくらでもいる。

「どんだけ特徴ねーんだよ！」

　一人で勝手にキレて声に出すが、周囲から視線を集めるだけで何も解決には至らない。

「おーい！　コースケーっ！」

　名前を呼びながら探してみる。もしかしたら、はーい、と素す直なおに返ってくるかもしれない。

「返事するなよ」

「何でさ」

　ホールで四人席に座って煮に込こまれた豚とん足そくをつつきながら、コースケ関場宏介は呼ばれた声に素直に、はーい、と手を挙げようとする。しかしバロール江本拓が制止して、言葉を継つぐ。

「おい、お前あの女に見覚えは？」

　徐じよ々じよに近寄ってくる音の発生源。

「んー……そういえば末次文音の周囲にああいう人がいたような……気が」

「マジか。そういや背の高い女がいたような気がするな……」

「うん。あれだけ背が高い女の人は珍しいから、間違いないと思う。髪色も特徴的だし」

「名前、見えるか？」

「名前は……見えない。ってことはクラウソラスの冒ぼう険けん者ではないと思う」

　その正体を探さぐろうとするが、末次文音の周囲で見かけるという以上のことは解わからない。

「じゃあこっちが名乗り出ない限り、あの女にもオレ達の名前はわからねえな」

　幸いなことに、碧へき竜りゆう討とう伐ばつをたった二人でやってのけた冒険者については、まだ何の噂うわさも広まっていない。ギルドホールに貼はられたクエスト依い頼らい書は募ぼ集しゆう中ちゆう、募集終しゆう了りよう、完かん了りよう、失敗、の文字でその進行具合や結果を大まかに知ることができる。無む謀ぼうとしか思えない碧へき竜りゆう討伐クエストが完了になったことは話題になったが、末次文音のような理り不ふ尽じんな実力者が暇ひまつぶしに攻こう略りやくしたのだろう、依頼者は運が良い、という結論にすぐ至った。

「──なあ、末次文音に関連してる人なら、会っても問題ないんじゃないか」

「だからあの末次文音と二人でパーティ組んだなんて、完全に嫉しつ妬との対象なんだよ！　それでなくとも碧へき竜りゆう討伐クエストが完了になって一度話題攫さらったんだから、ちょっとは自覚っつーか自制しろ。あの女がどういう考えでお前を探してるのか、わかんねえだろ」

「な、なるほど……。でも、全然、敵意みたいなのは感じないけどなぁ」

　多少苛いら立だってはいるものの、何か嫌なことがあったという風には見えない。むしろ勝手にキレて叫さけんだ割に、楽しんでいるようですらある。

「やっぱ、考えすぎじゃない？」

「いや、周囲にいる人物だからこそ気をつけたほうが良い」

「見た感じ、悪い人じゃないと思うけど」

「お前、まさか素直に名乗り出る気か？」

「だって悪いことしたわけじゃないし」

「そりゃそうだけどよ」

「はーいっ」

　コースケは立ち上がって、手を挙げた。

「おっ──」

　その手を見つけて、人ひと混ごみをかき分けながらイルが近寄る。

「お前がコースケか！」

「は……はい……」

　近寄られると、遠目に見るよりずっと背が高いように感じる。上から威い圧あつ的に見られて、コースケは情けなく怖おじけた。

「む──。確かに特徴のない容姿だが、顔はまあ可愛かわいい部類か」

　ジロジロとコースケの顔、首、胸むな元もと、と上から下までくまなく見る。

「ちょ、こいつに何の用が──っ」

　慌あわてた様子でバロールが立ち上がった。立ち上がるとイルとバロールの身長は──バロールが成人男性の平均を超こえる身長にも拘わらず──そう大きく変わらない。

「何だお前は」

「オレはバロール。こいつの友達で──」

「ああお前に用はない」

「ちょ、いきなり出て来て何言ってんだよ！」

「耳元で煩うるさいな──。私はコースケに用があるんだよ」

「だから何の用だっつってんだよ」

「なに？　お前はコースケの保護者なの？　だとしたら過保護すぎるな」

「ああっ!?」

　突とつ然ぜん現れたイルを前に興奮するバロールを制するように、コースケは狭せまい間に入る。

「まあまあまあ」

「コースケは引っ込んでろ！」

「お前今出てくんな！」

「まあまあまあ」

　とりあえず、まあまあまあ、だけで場を落ち着かせようとする。

「────話を聞かせてもらおうか」

　案外通じるもので、バロールは渋しぶ々しぶながら席に座り直して、次いでコースケも着席する。四人席だからまだ席は二人分空いているが、イルは座らずに言った。

「コースケ、碧へき竜りゆう討伐の件で文音と仲良くなったそうじゃないか。それでだな、文音──ああ、末次文音が自宅に招待しているのだが」

　実際にはイルが勝手に動いているだけで、自宅に招待などしていない。

「いや、招待はしていないか。そうだな……、末次文音がお前に会いたがっている」

　言って男二人の顔を見ると、揃ってぽかんと口を開け、凍こおったように固まっていた。

　だが、固まる二人とは対照的に、周囲がざわつき出す。

「今の話、聞いた？　仲良くなった──って」

「あの隊長が男と会いたがってる──？」

「何かの冗じよう談だんだろ」

「噓うそだろ……。誰だれか噓だって言えよ……」

「あれ。耳がバグったかな。おかしいな」

　ざわつきの中から聞こえる声の殆ほとんどに、信じられない、信じたくない、というニュアンスが含ふくまれている。

　それほどに末次文音という少女は、他人、特に男を寄せ付けてこなかったし、親衛隊のような女性冒険者達に守られてもいる。だからこそ聖女とされるほどのカリスマ性を持っているわけだが、それが一いつ切さいの前まえ触ぶれもなく、突然、男と会いたがっているなんて聞かされたところで、証しよう拠こでもなければ疑われて当然だ。

　コースケの真後ろに座っていた男性冒険者は、立ち上がって振り向き、イルに詰つめ寄ろうとした。

「おいお前、適当なこと言ってんじゃねえ──よ……って副隊長!?」

「ん、私が何だって？」

「いや、なんでも……ないです……」

　だが詰め寄ろうとした男は、借りてきた猫ねこのように萎しおれて席に戻もどった。

　態度と会話から察するに二人は同じ冒険者ギルド、ブラッドエレンに所属する仲だろう。しかし立場には大きな差があるようで、年ねん齢れいは男のほうがずっと上に見えるが、仮想現実にも仮想現実なりの上下関係が存在している以上、こうなるのも仕方が無い。

　イルはクラウソラスの人間ではない。文音と会うにも直接自宅へ赴おもむくから、クラウソラスのギルドホールにも顔を出すことがない。だからこの場にいる者の多くは、戦場や街中でイルの姿を見かけたことはあっても、詳しよう細さいまでは知らない関係となる。だが、

「あの人、文音ちゃんの友達……だよね」

「ああ。確か──イル、だったか」

　居合わせたチルとアネット、末次文音と距きよ離りが近い二人の高位実力者は、当然イルのことを知っている。文音とそう変わらない身長で髪を二つに縛しばり、更さらにそれをクルクル巻いたチルと、活発そうな短たん髪ぱつに常に寄り気味な眉まゆ根ねのアネット。二人の呟つぶやきという形で放たれた『証言』は、イルの言葉を疑いのないものに変えた。

「──で、コースケ、どうする？　まあ来ないと言っても無理に連れて行く気だが」

「うわわわわわわっ」

「ちょ、お前こっち来い！」

　コースケは自分の名前が出た瞬しゆん間かんに慌てて制止しようとしたが、時既に遅し。バロールが無む理り矢や理りイルの手を握にぎってホールの喧けん噪そうを割りながら鉄製の扉とびらを開けて表通りに出た。

「何をする！」

　ホールを出て手を振り解ほどき、イルは叫ぶように言った。

「お前が滅め茶ちや苦く茶ちやなことするからだろ！」

「私がおかしなことをしたか!?」

「しただろ！　あの末次文音が男と会いたがってるなんて噂が広まったらどうなるかぐらい、解んねえのかよ！」

　バロールの言うとおり、現にホールは騒そう然ぜんとしたし、今では外に漏もれるざわつきを全く収めようとしない。しかし──。

「文音が男と会いたがったら悪いのか!?」

　イルにも言い分はある。

「なっ……、そういう問題じゃねえんだよ！」

「お前に文音の何が解る!?　文音は天使や神様じゃないんだよ！」

「オレが言ってんのは、これで妬ねたまれてコースケが狙ねらわれたらどうするって話だ！」

「……んなこと知るかよ。自分でどうにかすれば良いだろ」

「自分でどうにかできるなら苦労しねえよ！　お前はブでラッかドエいギレンルドの副隊長らしいが、オレ達は何の取り柄えもない一いつ介かいの冒険者でね！　他ほかのギルドならともかく、仲間内から狙われたら一ひと溜たまりもねえんだよ！」

　再びコースケが間に入り、

「まあまあまあ」

　誤ご魔ま化かす、が。

「何をしているんですか」

　その声は、コースケの適当な誤魔化しとは比ひ較かくにならない威い力りよくで、口くち喧げん嘩かに冷や水を浴びせた。

「あ……文音？　い、いつからそこに？」

「三人が出てきた時から、ずっと」

　全く気配を立てず忍しのんでいた銀ぎん髪ぱつの少女は、幼い顔立ちの眉を顰ひそめ、僅わずかに吊つり上がった目も据すわっていた。今の彼女を見て怒おこっていると察せない者は居ないだろう。

「あ、文音、これは、な。ちが、違ちがうんだ」

「えっ、本物？」

　二人は全く違う反応を返すが、末次文音はそれぞれの顔を半眼で見み遣やり、蔑さげすむような目で言った。

「二人とも、この場で真っ二つに斬きられたくなかったら、付いて来なさい」

「はい……」

「わかった……」

「あ、じゃあ俺はここで待ってるから」

　完全に他人ひと事ごとのように言い放ったコースケを、半眼を更に細めた目でじっとり見る。

「あなたは愚おろか者ですか？　付　い　て　き　な　さ　い　」

「はい……」

　逆らえる者はいなかった。ヒエラルキーの頂点に君臨するかの如ごとく末次文音は先頭を行き、後ろを三人の従者が歩く。




　自宅の重じゆう厚こうな木製ドアを静かに閉めると、そのまま鍵かぎを掛かけ、右手に鞘さやを持って左手で白い十字剣けんの刀身を抜ぬいた。

「イル、まるで私が恋こい人びとにでも会いたがっているかのような言い振ぶりだったけど、あれは、どういうこと？」

　獲え物ものを狩かる目。切っ先を顎あご下したに突つきつけられたイルのみならず、コースケ、バロールもゴクリと息を吞のむ。

「あの、えっと、やっぱ事は重大じゃん？　どうしたらコースケに来てもらえるかなーって考えたら自然と、って痛い！　切っ先当たってる！　先っぽ当たってるから！」

　一歩も動くことを許されないイルとは対照的に、男二人は一歩二歩三歩と後ろに身み動じろいで距離を置いた。

「それで、本音は？」

　眼光に鋭するどさを増す。

「本音だって！　私だって結構真剣なんだよ！　その、そりゃ、コースケを連れてきて文音の困り顔を見るのが楽しみではあったけどさ！　ちょっと虐いじめたかったんだよ！」

　堂々と動機を自白した友人に、文音は一言、

「そう」

　呟くと同時に左手に持った十字剣を手前に引いた。イルがホッと一息吐ついたところへ、

　ガンッ。

　一度油断させて、右手の鞘で思いっきり額を打ち付けた。

「つぅぅうっぅ……」

　悶もだえない辺り、本気で痛いらしい。そもそも鞘は持つものではないし、文音は左ひだり利ききではないから剣は右手にあるはずである。逆に持っていた時点で、油断させたところを打ち付けるつもりが最初からあったのだろう。

「……ふぅ。ごめんなさい。ともだ、この変態が勝手なことをして」

　末次文音は蹲うずくまるイルを指差しながら言った。

「ああ、うん……」

「いやオレ達は何とも……」

　想像していた末次文音と違う。二人は互たがいに違う想像で末次文音を脳内構築していたが、どちらも正解ではなかった。

「ちなみに、私が男の人と会いたがっていたなんて、噓ですから」

　末次文音の発した言葉にコースケは少し肩かたを落とすが、ようやく立ち上がったイルは赤くなった額を撫なでながら反論する。

「いーや、お前は会いたがってるね。会わなくてよかったなら、なんでここへ連れてきたんだよ。最終的に連れてきたのはお前だぞ。それをなんだ、人の所為せいにして。今のは本気で痛かったんだからな！　やるならもっと嬲なぶるようにやれ！　一瞬で終わらせるな！」

「まず真面目まじめなのか面おも白しろがってるのか、態度をハッキリさせてください」

「……わかったよ。じゃあこのままログインできなくなって全部忘れちまって、それでいいのか？」

　イルが真剣味を持たせて放った言葉に、コースケは敏びん感かんに反応した。

「ログインできなくなって、全部……忘れる？」

「ああ。コースケは文音の記き憶おくについて直接聞いてるんだろ。文音はこの世界でも完かん璧ぺきってわけじゃないんだ。なのに母親にＦＩＩＤフイード取り上げられてログインできなくなるんだとよ。前にこいつ、私のことも忘れたんだぜ。私ぐらいしか友達いないくせに！」

「そうなの？」

　今度は明確に末次文音へ向かって訊きく。が、

「……それは、どれに対しての質問ですか？」

「ログインできなくなるって話」

「……そうですか。まあ、本当です。ＦＩＩＤフイードを使えなくなるかもしれない──という状じよう況きように陥おちいっています。正直、窮きゆう地ちです。どうしたら良いのかわかりません。でも──」

「でも？」

「別に、あなたに会いたかったわけじゃありませんから」

「そんなに強く否定しなくても……。今はそれより、ログインできなくなる話のほうが大事じゃない？」

「これも大事なことです」

　念を押すように言われて、再びコースケの肩が落ちる。しかし二人のやり取りを見ていたバロールは、何かを鋭く感知してイルに小さく語りかけた。

「なあ、なんか深刻そうだけど、今の、そんなに否定することか？　妙みように顔赤いしよ」

「ああ。──怪あやしいだろ？」

「マジか……。てっきりコースケの一方通行かと思ってたが」

「面白いだろ」

「大おお騒さわぎになるぞ」

「騒ぎになるから会わないほうが良いってのか」

　言われて、バロールは一度低く唸うなりながら下を向き、考えた。

「いや……確かにそれはおかしいな。すまん。オレが悪かった」

「お前、案外素す直なおな奴やつだな。名前は」

「バロールだ」

「私はイル。よろしく」

　裏で固く握あく手しゆを交かわす男女は、険悪になりつつあるターゲットに歩み寄った。

「まあまあ、二人とも落ち着けよ」

「折せつ角かくだから、とりあえず四人で話してみようじゃないか」

　信用できない笑えみを浮うかべて近付く二人に、

「イル、顔が気持ち悪いです」

「お前らさっきまで喧けん嘩かしてたんじゃなかったか」

　上半身を引いて拒きよ絶ぜつの意思を伝えようとする。

「「まあまあまあ」」

　さっきのコースケを真似まねたように適当な誤魔化しを入れて、低いリビングテーブルの前に誘ゆう導どうして座らせようとする。目的を一にするためか、やけに連係がとれていた。




　四人は低いリビングテーブルを囲むように座る。囲むと言っても、大きなリビングテーブルだから一面を解放させて左からバロール、コースケ、文音、イルの順にコの字形となった。ただコースケと文音の間には少し大きめの距きよ離りが空いている。

「じゃあ、朝になってお母さんが帰って来たら、しばらくログインできなくなるってこと？　しばらくって、どれぐらい？」

　だがこの距離も二人にとってみれば、居い心ごこ地ちが悪いわけではない。文音としては必要以上に近付くとどうしていいかわからないし、コースケも文音を憧あこがれの存在としていたいのか、距離を置く。碧へき竜りゆう討とう伐ばつの頃ころから変わらない距離感だ。

「わかりません。でも、一日ということはないでしょう。もしかしたら、私の病気が治るまで──ということも、あり得ます」

「そんなっ！　それじゃ記憶は!?」

　コースケにとって末次文音は、この世界に居続ける最大の理由だ。彼女に憧れ、彼女のように戦いたいという強い想おもいがある。その末次文音と今、こうして間近で話すような関係になっている。偶ぐう然ぜんが発ほつ端たんの冒ぼう険けんが築いた、思いも寄らない関係だ。失いたくなど、あるはずがない。

「ま、記憶の話を抜きにしても、ちょっと酷ひどい話だな。オレんちの親も厳しいけど、そこまではしないぜ。仮想現実はもうゲームだけのものじゃないんだ。法律もある」

「そうだよ。スピリットアームズへのアクセスだけを禁止するなら、まあ、わからなくもないけどさ」

　末次文音の強さから逆算して、どれだけ戦せん闘とうに明け暮れたとしても平へい凡ぼんなプレイ時間では到とう達たつできない次元にいることは確かだとコースケは考えた。そして学校での彼女は常に眠ねむそうだ。成績が良かろうと問題視されても不思議ではない。明らかに問題があり親が子供の将来を考えて起こす行動であれば一いつ般ぱん的であり、理解はできると思った。

　だが、そうであれば禁止されるのは、ゲームだ。仮想現実そのものではない。

　末次文音の母親は医師としての権限を利用してまで仮想現実の利用を差し止めようとしている。法律上、医師は患かん者じやの治ち療りようを妨さまたげると判断すれば物理的にではなく、個体識別コードをネットワークから一定期間排はい除じよすることができるからだ。一般的な方法とは言えず、少々、強きよう権けん的てきすぎるとさえ思える。とはいえ、仮にスピリットアームズへのアクセスだけを禁じられたとして、末次文音の記憶が完全に保たれるかなど、解わかったものではない。

「母は私がこの世界でどういう風に生きているのか、知りません。現実の私がこの世界を覚えていない限り、知る術すべがありませんから。──それに、お祖父じいちゃんのこともあって、余計に心配なのかもしれません」

「お祖父ちゃんのこと？」

　込み入った事情に踏ふみ込んで良いものかコースケは少し躊躇ためらったが、それでも訊たずねた。

「私のお祖父ちゃんの名前は、八津。……八津、一文」

「はあっ!?」

「噓うそだろ!?」

　イルとバロールは大おお仰ぎように驚おどろいた。それも仕方がない。なにせ八津と言えば、

「八津って、あの八津一文？　教科書に載のってる、あの？」

　コースケの言うように、学校で習い、試験に出るような名前だ。

「……はい。余り知られていませんが、お祖父ちゃんは原因不明の病で脳機能に異常を起こして植物状態になり、そのまま亡なくなりました。母はその原因がフルイマージョン技術にあるのではないかと、疑っているんです」

　三人は突とつ然ぜんの話に、固まった。確かに八津一文が脳の病気で死に至ったなどとは、聞かされたことがない。教えられていない。今もこうして──普ふ段だんから日常の一部として──使用しているフルイマージョンにそんな可能性があるとすれば、他人事ではない。

「──あ、でもＦＩＩＤフイードの安全性は証明されていますし、日本だけじゃなくて世界中で使われているんです。もし母の抱いだく疑念が真実なら、こんなに普ふ及きゆうしていないでしょう」

「ま、まあ、そう言われてみれば、そうか」

　冷静に考えれば、あくまで文音の母親が個人的に抱く疑念である。確かに脳の病気、それも原因不明で──となれば疑念を抱く気持ちは理解できるが、その疑念は今も否定され続けていると考えるほうが現実的だろう。文音を除く三人は同時に胸を撫で下ろした。

「しかし、あの八津一文の孫がＦＩＩＤフイードを取り上げられそうになって困ってるとか、妙な話もあるもんだな。だがこの問題は難しいぞ。文音の母親の感情、文音の記憶……」

「クラウソラスだって隊長が突然いなくなるなんてことになれば、軽いパニックだ。なにせうちは、隊長の末次がいてこそのギルドだからな」

　象しよう徴ちようとしても戦力としても、最も現実的に考えて稼かせぎ頭がしらという意味ですら、文音がいなければクラウソラスは成り立たない。何もかもが文音を中心に回っている以上、文音がいなくなれば確実に混乱へ陥り、そう多くの時間をかけずに全すべてを無に帰するかもしれない。

　イルとバロールはどこか似た調子で深刻に、テーブル越ごしに対面して二人で会話を進めはじめる。その様子を見て、コースケがそっと文音に語りかけた。

「君のお母さんが言ってることも、わからなくはないんだけど」

「……うん。私も別に、お母さんが嫌きらいなわけじゃない」

「でもさ、君はこの世界のほうが自分らしく居られるんでしょ？　ならやっぱり、抵てい抗こう──いや、違ちがうか。お母さんにもっと理解してもらえるように、したほうがいいと思う。俺にできることがあれば、なんでも言ってよ」

　小声で、いつの間にか物理的な距離が埋うまっていた。文音は顔を伏ふせて、

「……ありがとうございます」

　恥はずかしそうに、でも少しだけ嬉うれしそうな声こわ色いろで、返した。

　それこそイルが見たかった文音の姿だったのだが、そんなことは露つゆ知しらず、イルとバロールはやはり二人で勝手に話を進めていた。同じように当事者よりも熱く語る姿、更さらに口調も似る二人は、性格も通じるものがあるのかもしれない。

「そうそう。だから、私は現実世界での状況改善も必要だと思うんだ」

「なるほどな。それでコースケを伝言役にして、記憶の回帰を狙ねらおうって訳か──」

　何も覚えていなければ、現実世界の末次文音にできることは少ない。ただ単に仮想現実を使いたいから使わせてほしい──と言うだけでは何の説得力も持たないし、仮に少しコースケの言葉が頭に残っていたとして、それだけではどうしようもないだろう。

「この件に関してはどう考えたって文音に正当性があるんだ。ちゃんと真っ向からぶつかれば、きっと上手うまく行く。問題はその状況をどうやって作るか、だ」

　イルは胸の下で手を組んで、自信満々に言った。

　しかしテーブル越しに対面するバロールは、

「そうか？　末次の脳が普段と違う反応を示してるんだから、安全策で一いつ旦たん接続不能にする行こう為いを責めるのは、結構難しいと思うぜ」

　文音の母親について、一定の理解を示した。

「私が言いたいのは、親だったら娘むすめの状況改善を喜ぶべきだろって話だよ」

「だからその改善をどう受け取るかの問題で」

「何だお前、文音の母親の回しもんか？」

「その言い方はねえだろ。オレだって真面目まじめに考えてんだよ」

　一度意気投合したかのように見えた二人は、結局立ち上がって口くち喧げん嘩かを始めてしまう。

「どうどう」

「「私ら（オレら）は家か畜ちくかっ！」」

　宥なだめようとして怒おこられるコースケ。しかし二人はガルルルルと家畜顔負けの勢いで、今にも取っ組み合いを始めてしまいそうだ。

「あの二人は放ほうっておきましょう。馬が合うみたいです」

「……そうだね」

　家畜から馬に発展させた言い回しはとりあえず触ふれずに置いておいて、冷ややかな目線で言った末次文音に、コースケは同意した。

「でもさ、こんなこと本当は言いたくないんだけれど、俺も、君のお母さんのほうが間違ってるように思う」

「……どうしてですか」

「だって君の記き憶おくだって、今回の件に関して言えば、明らかな改善だよね。だったら、現実の君が仮想現実のほうに近付けるように──そういう方向で考えたほうが、良いんじゃないかな。それに、こっちの君のことも知ってもらわないと」

「────私も、本当はそうしてくれたほうが良いです。本音を言うと、この世界で一度でもいいからお母さんと話がしてみたい──かな。ちょっと、無む茶ちやかもしれませんが」

「そんなことないよ！　絶対、話し合ったほうがいい。でも、そのためにはやっぱり、今の君が記憶を失うわけにはいかない。誰だれか味方になってくれる人はいないの？」

「妹は協力的です。でもまだ十三歳で、ＦＩＩＤフイードの使用は……」

「うーん……。ＦＩＩＤフイードが使えないんじゃ、ここでの出来事を直接伝えることもできないしなぁ」

　仮想現実は現実と明確に区分けされている。仮想現実から現実の誰かへ直接メッセージを送ることはできないし、逆もまた然しかり。一般的に使える範はん囲いでは唯ゆい一いつ、現実から仮想現実に向けての緊きん急きゆう呼び出し機能が存在するだけだ。

　その呼び出し機能も本来は緊急通報的な役割であり、現実で起こる異常──出火など──へ対応するために用意されているが、それ以外、例えば末次家で妹が姉を呼び起こすような極ごく一般的な場面にも頻ひん繁ぱんに応用されている。

「あ、でもメモとか写真は？　原始的だけど、あれならログアウトした状態でも見られるんじゃない？」

　通常、メモ機能や写真、動画といった類たぐいを自分のデータとして持つことはメッセージには当たらない。ＦＩＩＤフイードには専用の外部携けい帯たい端たん末まつ《ＣシーＩアイＤデイー》があり、ＣＩＤを使えばＦＩＩＤフイードを装着せずともデータにアクセスできる。だが、

「ＣＩＤのセキュリティは強固です。指し紋もん認にん証しように虹こう彩さい認証、そしてこの世界でワンタイムパスワードを設定しなければならないので……。こっち側のパスワードを現実の私が覚えていれば良いのですが、中々……」

　ＦＩＩＤフイードは脳に直接触れるような機械だ。通常のネットワークからは切り離はなされているし、十本の指紋と静じよう脈みやく採取に顔の立体的なスキャンと瞳ひとみの中の虹彩。これらを全て一いつ瞬しゆんで組み合わせることで、ようやくログインできるようになる。だが、外部携帯端末であるＣＩＤではどうしても機能が限定され、セキュリティの精度で劣おとってしまう。

　ＣＩＤがＦＩＩＤフイードの情報を読み取ることしかできないとはいえ、データにアクセスできる事実に変わりはない。ワンタイムパスワードは、ＦＩＩＤフイードからのログアウト後一分の間に入力することを求められる一時的なパスワードだ。パスワードの類いによるセキュリティ強化は最も古くから使われる手法だが、結局のところＦＩＩＤフイードほど念入りなセキュリティが施ほどこせないならば、脳内情報が最も他人に悪用されにくい。

「ああ、そっか……。記憶って、すぐに無くなっちゃうの？」

「数秒は仄ほのかに覚えています。頭からＦＩＩＤフイードを外す頃にはもう消えかけていて……。私、毎日ベッドにノートとペンを置いて、目が覚めた瞬間そのノートにパスワードを書き込もうとしてるんですけど、たった八桁けたのパスワードが、どうしても書けないんです」

　たった数秒の仄かな記憶。ＣＩＤを起動して打ち込むより、ノートにペンという方法のほうが早いのだろうが、それでも八桁のパスワードが書き切れない。

「俺がそのパスワードを知ったところで、現実の君とすぐに会えなければどうしようもないしなあ」

　光明が見えたと思っても、すぐにどん詰づまってしまう。きっと彼女は幾いく度どとなく行き詰まっては別の道を探り、そうして今に至るのだろうと、コースケは悟さとった。

「とりあえず、妹の連れん絡らく先を伝えておきましょうか」

「ああ、そのほうが良いかも」

「「ちょっとまてぇーいっ！」」

　当然のように妹の連絡先を教える末次文音と、何の疑問もなくそれを受け入れるコースケに、喧けん嘩か真っ最中のイルとバロールは全力で声を上げた。

「おかしいだろ!?　なんで文音じゃなくて妹なんだ!?」

「コースケも普ふ通つうに受け入れてんじゃねぇよ！」

　突とつ然ぜん矛ほこ先さきが向いて、末次文音はビクッと上半身を緊きん張ちようさせながら驚く。こうした瞬間はまるでか弱い小動物のようだ。だが、それを見ても興奮した二人は全く収まらず。

「大体さっきから『あなた』だの『君』だの、せめて名前で呼び合えよ！　何のためのプレイヤーネームだ!?」

　イルは立ち上がったまま見下ろして言い放った。

「……じゃあ、すえつ」

「はい待てっ！　ちょっと待て！　そのパターンはもういい！」

　今度はバロールが制止して、続けて言う。

「誰がフルネームで呼べと言った？　普通ここでは────わかるよな？」

　威い圧あつ的に言われて、コースケは固まりながら、はい、と小さく返した。

「じゃ、じゃあ……」

　ゴクリと唾つばを吞のんで、

「あ、文音……」

「……コースケ」

　斜ななめ下に俯うつむきながら互たがいの顔を見ずに呼ぶ。耳まで赤くなっているところを見れば、顔が紅潮しきっていることも明白だ。

「あんた達、どんだけいじらしいの」

「高校生とは思えないな」

「大体文音は男慣れしてないんだから、コースケがリードしろよ」

「ああ？　うちのコースケだって女慣れなんかしてねえぞ」

「うちの文音よりはコミュニケーション能力高いだろうが！」

「うちのコースケもクラスじゃ微び妙みように浮ういてんだぞ！」

「文音は微妙どころじゃないでしょ！」

「コースケはバカなんだよ！」

　コースケはスッと立ち上がり、右手にナイフを装備した。

　隣となりで十字剣けんを抜ぬく音が聞こえる。

「お前ら」

「成敗します」

「「……あれ？」」
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「結局、妹さんの連絡先を聞いただけ──か」

　夜の街──スピリットアームズの──を歩きながら、バロールは夜空に呟つぶやくように言った。不測の事態でＨＰゲージが減ったため、今日は回復量の大きい宿で寝ねるという。

「あのな、俺は別に末すえ次つぐ文あや音ねとくっつきたいわけじゃ」

「そうは見えねえよ」

「…………」

「なあ、そういやお前さ、碧へき竜りゆうと戦ってよく生きてられたよな。イップスもあるのに」

　普通の量産型モンスターにすら恐きよう怖ふを感じるコースケが碧へき竜りゆうと対たい峙じしてどう立ち回ったのか、いや、どう立ち回れたのか。二人で戦って勝ったということは大筋で聞かされているものの、その内容、勝ち方は聞いていない。

「それまでに得た経験値とかスキルポイントを全部ステータスに振ふった、ってのもあるんだけど。……なんて言えば良いのかな。あの末次文音が目の前で脅おびえてたんだよ」

「脅えてた？　末次が？」

「ああ。なんか竜りゆうに対するイップスを抱かかえてたみたいでさ」

「……そりゃ仲のよろしいことで。ん？　でもそれじゃ益ます々ます、どうやって、誰が？」

「俺が碧へき竜りゆうの注意を引き付けて、後ろから十字剣でバッサリと──。でも、ちょっと浅かったのかな。碧へき竜りゆうが飛んで上がって行っちゃってさ。もう諦あきらめようって言われたんだけど、なんか、あいつがあの末次文音を脅えさせてたと思うと、赦ゆるせなくなっちゃって。それで俺が、あの剣を投げた」

「あの剣って、黒い十字剣のことか？　よく投げられた──つか、よく投げる気になったな。赦せない……ってのも、なんか、めちゃくちゃ感情的になってんじゃん」

「はは。そうかも」

　コースケは軽く笑って、相あい槌づちを打った。

「なんかもう、何を捨ててでも──。いや、正直、死んでも構わないと思ったよ」

「死んでもって……。まあ一時間のペナルティはそんなに大きくないけどよ」

「違ちがうよ。本当に、死んでもいいと思ったんだ。その時だけ、だけれど」

　明るく言い放ってはいるが、かなり、とんでもない告白だ。

「それで『くっつきたいわけじゃない』って言われても、説得力ねえなあ」

　二人は街灯が照らす煉れん瓦が畳だたみの町並みを歩きながら、どこに向かうでもなく街の中央にある噴ふん水すい公園に辿たどり着いた。無言で空いているベンチに座る。

「…………俺、強くなりたいんだ」

「どうした、急に」

　流れを切るように話したコースケに、バロールは疑ぎ問もん符ふを浮かべる。だがコースケの表情は真剣だった。

「俺さ、高校に入ったらスピリットアームズ辞やめようと思ってたんだ。いい区切りかなって。とりあえずアー上スガ級ルズ街には辿り着いたし、そこそこ満足してたんだよね」

「でもお前、俺と会った時にはもうクラウソラスに──。ああ、そういうことか」

「凄すごいなって、最初はただ、それだけだった。俺はそこそこで満足してたのに、どこまでも突つき進む姿がとにかく印象的で、段々憧あこがれに変わって……ちょっと、羨うらやましかった」

「羨ましい？」

「うん。きっと俺とは根本から何かが違うんだろうなって。強くなりたいって口にしながら、本音ではあんなに強くなんてなれないって思ってた。絶対に俺とは違う何かを持って生まれてきたんだって。……でもさ、実際に話してみると、違うどころか、俺よりずっと逆境の中で生きてるじゃん。なんかもう、剣で戦うとか、形にばかり拘こだわってた自分が恥はずかしくなってきてさ」

「ま、実際結構恥ずかしかったぜ。形に拘ってるのに形になってなかったからな」

「──今の俺は、末次文音と同じ世界にいることができない。パーティを組んだから一いつ緒しよにいて、棚たな牡ぼ丹たで強くしてもらって──。そういうのはもう、嫌いやなんだ。俺がもっと強くなって……末次文音に並び立つぐらいの存在になったら。その時は名前で呼んでみるよ」

　真剣にそんなことを言われて、バロールはさすがに、溜ため息いきを漏もらす。

「そりゃ、気の長い話なことで」

　次いで項うな垂だれる。応おう援えんしたいのは山々だが、本人がこう頑かたくなでは、どうしようもない。

「なあ、もしこの世界から末次文音がいなくなったら、どうなると思う？」

「どうなるって、んー……。まずクラウソラスは解体だろうな。代わりがいねえ。最大ギルドが解体なんてことになりゃ、色々荒あれるだろう。世界がちょっとした再編に追われるかもな。──つか、末次をご神体みたいに崇あがめてる連中がどんな行動に出るか」

　クラウソラスは色々な意味で特とく殊しゆだ。最大であり最強ではない事実が語るように、末次文音と高位実力者以外の力は大きくない。端たん的てきに言えば稼かせぐ能力で劣る冒ぼう険けん者を大量に抱えている。解体となれば、そのような冒険者を快く受け入れてくれる既き存そんギルドがどの程度あるのかが問題になるだろう。最悪、実力の無いソロプレイヤーが街に溢あふれ、ギルド単位で対たい抗こうすることによって防止していた悪質なＰＫの餌え食じきになることも考えられる。

　そして熱ねつ狂きよう的信者の存在。彼らはギルドよりも末次文音という一人の少女に入れ込んでいるのだから、彼女がいなくなれば喪そう失しつと混乱でどうなるか解わかったものではない。

「だから、いなくなったら困るんだよ！」

「だから──って、お前、無む理り矢や理り動機づけようとしてるだろ」

「無理矢理でも何でもいい。あの末次文音が困ってるなら、俺は力になりたい」

「あの、ねえ……」

　噴水公園は人通りが多いものの、ギルドホールや酒場の類たぐいに比べれば随ずい分ぶんと静かだ。

「とりあえず、その妹と連絡取ってみないことにゃ、なにもわからんと思うぞ」

「よし、じゃあ今から連絡しよう」

　さっき座ったばかりのベンチから急に立ち上がり、コースケは右手を時計回りに一周させてログアウトの項こう目もくに触ふれる。

「お、おい……って行っちまったよ。今何時だと思ってんだ、あいつ……」

　噴水公園に設置されたクラシカルな針時計は、午後十一時過ぎを指し示していた。

「ま、何時とか気にしてる場合でもねえのかもな」





◆◇◆◇◆






『はじめまして。お姉さんの友達？　で同じクラスの関せき場ば宏こう介すけと言います。お姉さんが、明日あしたの朝お母さんが帰ってきてＦＩＩＤフイードを使えなくなってしまうことを、心配していました。このアドレスはお姉さんから直接聞きました』

「送信っと」

　突とつ然ぜん送られたほうは困こん惑わくしそうな内容の文を、関場宏介は僅わずかな惑まどいもなく送った。待つこと数分、案外早く返信が届いた。

「明日の朝かとも思ったけど──」

『はじめまして。妹の茜あか音ねです。お姉ちゃんはまだＦＩＩＤフイード付けたまま寝てるんですけど、起こしたほうが良いですか』

『いや、大だい丈じよう夫ぶ。茜音ちゃんは、お母さんのことどう思ってる？』

『どうって、お姉ちゃんの件ですよね。私は、今日晩ご飯を食べる時にお姉ちゃんがいつもより機き嫌げん良くて、それにあっちの世界のことをちょっと覚えていたみたいで、驚おどろいちゃったけれど、嬉うれしかったです。でも私は仮想現実のお姉ちゃんにまだ会えないから、仮想現実に奪うばわれちゃったみたいな感じも少しあって、お母さんの気持ちもわかるし……』

『そっか。じゃあ明日の朝でもいいから、お姉ちゃんに関場宏介っていう人が学校で声かけてきたら、その人は友達だって伝えておいてくれないかな』

『りょーかいです！』

「夜よる遅おそくにごめんね──っと。……ん？　なんか勝手に宣言しちゃったけど、友達、でいいんだよな。──うん」

　安定と安全に配はい慮りよしてＦＩＩＤフイードは据すえ置き型となっている。ネットワークも従来の通信回線ではない。万が一にもクラッキング被ひ害がいなどが起こってしまえば取り返しのつかない事態に発展してしまう可能性があるため、ＦＩＩＤフイードには専用の通信回線が用意された。つまるところ、仕組み上、ＦＩＩＤフイードはＦＩＩＤフイードとしか通信できない。

　しかし、ＦＩＩＤフイードからは外部携けい帯たい端たん末まつＣシーＩアイＤデイーが取り外せるようになっている。特段優すぐれているわけではないが、携帯端末としての機能は一通り揃そろえられている。何よりＦＩＩＤフイードに接続できる唯ゆい一いつの端末であるため、利用する者は多い。関場宏介もその一人だ。

　宏介はＣＩＤに表示された送信ボタンを押して、末次茜音にメッセージを送った。




　いつも通り学生寮りよう──どう見ても普ふ通つうのアパート──の二階、角から二つ目の部屋を出て、階段を駆かけ下りる。

「ヤバい遅ち刻こくする！」

「イッテラッシャイマセ」

　旧式の業務用お掃そう除じロボットが、調子の悪い声を再生した。学生寮は学校からそう遠くはないが、大して近くもない。リミットまであと七分弱。途と中ちゆうに急な上り坂があるとはいえ歩いて十分の距きよ離りだから、走れば何とかなるはずだ。

　関場宏介コースケは靴くつのつま先をとんとんと地面に当て、足首を回して怪け我がを予防する。

「よしっ」

　気合いを入れて、学校へ向かって走り始めた。




　何とか遅刻寸前で走り着いた宏介コースケを、校門のすぐ脇わきで江本拓バロールが出で迎むかえる。あとはホームルームが始まるまでに教室へ行けば、とりあえず遅刻にはならない。

「──は、はぁっ。お、おはよう、拓たく」

「おう。どうしたよ、何か疲つかれてねえか」

　そこそこのスピードで駆けてきたから、息が上がってしまった。

「走ってきたからね。それに、色々考えちゃって」

「末次のことで悶もん々もんとしちゃったのか？」

「言い方に悪意がある気がする」

「冗じよう談だんだよ。でもそのまま会いに行くなよ。勘かん違ちがいされるぞ」

　あっはっは、と笑う拓に、本題を問う。

「もう、教室には入ったのか？」

「ああ。末次なら、いつもの席に座ってるぜ」

「そ、そうか。よかった」

　ホッと胸を撫なで下ろした。

「どうしたよ。幾いくら何でも学校に来られないようにするなんてのは、有り得ないだろよ」

「そうじゃなくて、俺の名前と、今日俺が話しかけることを事前に伝えといてって妹の茜音ちゃんに伝えたから、もしかしたらそれが嫌で休んだりしないかなって」

「……お前、考えすぎ。もうちょっとシンプルに考えないと、疲れちまうぞ」

　拓は宏介を宥なだめるように言った。続けて、

「ああ、でも……な」

「ん？」

　いつもの快活な喋しやべり口が突然変わる。言いにくいことでもあるのだろうかと、

「何かあったのか？」

　あえて直接的に訊きいた。付き合いこそ長くはないが、高校に入ってから学校でも放課後──仮想現実──でも一緒にいる仲だ。その様子から異変を感じることぐらいはできる。

「……昨日、オレが宿屋にチェックインした後の話なんだけどよ」





◇◆◇◆◇






　バロール江本拓は宿屋の主人、間違いなくＮＰＣ──ノンプレイヤーキャラクター──であるその人に対しても、屈くつ託たくのない笑え顔がおで接する。

《ＮＰＣ》と生身の人間のアバターである《冒険者》を明確に区別する者が多い中、バロールのように全く区別しないという人間は珍めずらしい。

　最近のＮＰＣは人間と大差ないと感じるほど高度なＡＩで生きている。だからこそ何かの間違いで感情移入してしまったら、面めん倒どうくさいことになる。だがそういう発想は、バロールにはない。あくまで仮想は仮想であり、現実は現実。線引きはそこで行われている。

「お部屋は３０３号室となります。ホテル内はＰＫ禁止エリアですから、ごゆっくりおくつろぎくださいませ」

「おう。いつもありがとさん」

　不用意な発言で、ボコボコにされてしまった。末次文音はともかく、コースケにまで。

「……あいつ、強くなってるな」

　もちろん、その場のノリである程度のダメージは受け入れるつもりだった、ということもある。しかしそれはあくまで、ある程度の、だ。まさか高い回復量を誇ほこる宿に泊とまらなければならなくなるほどＨＰゲージを削けずられるとは、考えていなかった。

「案外、それほど気の長い話でもないのかもねえ」

　そんな独り言を呟つぶやいて部屋の鍵かぎを開けると、何はともあれベッドに腰こしを下ろす。このままログアウトして朝になれば、完全回復しているはずだ。自動チェックアウト機能があるから、わざわざ朝にログインする必要もない。

　右手を旋せん回かいさせて、メニュー画面を開く。手早くログアウトの項目を選ぼうとした時、ドアが二度ノックされた。

　──なんだ？

「どうぞ」

「失礼致いたします」

　ドアを開けたのは、宿屋の主人──中老で細身な男性──だった。優やさしげなシワのある声で、丁てい寧ねいに要件を告げる。

「お休みのところ申し訳ありません。バロール様、エントランスホールで女性がお待ちです」

「女性？　──もしかして、赤あか髪がみで背が高かったりするか」

「さようでございます。急ぎの用がある、と仰おつしやっておりました」

「イルか……。ん、わかった。今から行くよ。ありがとさん」

「失礼致しました」

　右手でメニュー画面を閉じて、さっき別れたばかりなのに一体何の用かと疑問に思いながら階段を下りる。バロールは一階のエントランスホールへ足を向けた。

「よう。久しぶり」

　イルは置かれたソファに身を委ゆだねて、まるで旧友に会ったかのように言うが、

「一時間も離はなれてねえよ」

　それどころか数時間前に初めて会った仲である。

「そうだったっけ」

　イルはわざとらしく、ニカッと笑ってみせる。しかしその表情は、何処どこか物もの憂うげだ。

「……どうしたよ」

　隣となりにも向かい合わせにもソファが置かれているが、立ったままで訊いた。

「──ああ。私はお前達と別れた後、クラウソラスのギルドホールに向かったんだが……」

「騒さわぎにでもなってたか？　まあ、噂うわさが広まるぐらいのことは仕方ないな」

「いや。あれは騒ぎというよりは、暴動に近いな」

「暴動？　そりゃ穏おだやかじゃねえな」

「あいつらが一いつ緒しよにいるところを目もく撃げきした人間が、何人かいたようでな。そいつらの言葉を信じたり、信じなかったり──。結局、文音を聖女か何かと勘違いしてる連中が、いきり立って騒ぎ始めたそうだ。……元よりクラウソラスは文音を目指す人間と神聖化する人間に分かれてたからな。普ふ段だんから火種はあったんだろうが……」

「──はぁ。だから言ったじゃねえか」

　バロールは額に手を当てて、溜ため息いきを吐ついた。イルは伏ふし目がちで、気重そうに語る。

「……お前の言っていた言葉にも、一理あったわけだ。私は文音のことだけを考えていたが……。いや、今でも私の行動が誤りだったなんてことは思っちゃいないが。少し悪ノリが過ぎたかもしれない。もっと穏おん便びんにコースケを連れ出す手段があったはずなのに」

「まあ、そうかもしれねえな。でも末次のことを想おもっての行動には違いねえんだろ。実際、もっと穏便に来られたら、俺が突つき返してただろうよ。きっと誰だれも間違ってねえんだよ。……それに、決めるのは、あいつらだ。あいつらが頑がん張ばらないと、この問題は、なにも解決しない」

　あいつら。それは当然、コースケと末次文音を指す。しかしイルは少し合が点てんがいかない様子で、

「お前だってコースケと同じ環かん境きようにいるはずなんだが」

　イルの立場から見れば、三人は現実世界で部分的にと言えど同じ環境を共有しながら生きている。バロールだって、現実の文音に対して何か起こすことはできるように思える。

「どうかな。同じ環境にいても、同じ心境を持ってるとは限らないぜ」

「……コースケは、いないのか」

「あいつはもうログアウトしちまった。末次はどうした」

「文音はモンスター狩がりに行っちまった。まあ毎晩のことではあるんだが」

「毎晩──ねえ。こんな時まで狩かりに行くとは、あの見た目で中身は戦せん闘とう狂きようの類たぐいだな。ま、そこが人を惹ひきつけてるんだろうけど」

　言いながら、バロールはエントランスホールにある置き時計を見る。コースケと別れてから、十五分程度。江え本もと家は躾しつけに厳しい保守的な家庭である。夕食も食べずにこんな時間まで仮想現実に入り浸びたっていては、厳しく叱しかられるだろう。しかし、誠実に理由わけを話して理解してもらえない家族というわけでもない。それでも多少の小言はあるだろうが。

「じゃあ、ちょっと見に行ってくるかね」

　バロールは腰に備えた大おお幅はばの鞘さやを左手で摑つかむ。

　宿の中はＰＫ禁止エリアだが、一歩街かい道どうへ出れば自衛するしかない。あの時、ギルドホールからコースケとイルを連れ出したのはバロールだ。狙ねらわれる可能性はある。

「行ってどうするんだよ。文音ならともかく、お前が行ってどうこうできる問題じゃないぞ。今は身を潜ひそめて、ほとぼりが冷めるのを待ったほうが良い。私はそれを伝えに──」

　言いかけたところで、バロールはイルから紡つむがれる言葉を切って、言った。

「お前、末次の親友なんだろ？」

　急に問われて、イルは目を丸くする。

「あ、ああ」

「善かれと思ってとはいえ、自分の行動が原因で親友が必死に築き上げてきたものが崩くずれそうになってるんだ。そんなもん、どうにかして止めたいよな」

　目を丸くして、今度はキョトンと、どちらかと言えば末次文音に似合いそうな表情をして固まった。その姿をしっかり確かく認にんして、バロールは何も言わずに宿を出ようとする。

「あっ、おい！」

　慌あわてて、イルは呼び止める。

「……なあ、お前、実は凄すごく良い奴やつなのか？」

「実は、ってなんだ」

　心外そうに振ふり向いたバロールの目に、少しだけ明るさを取り戻もどしたイルの姿が映る。

「──良い奴に決まってんだろ」




　ギルドホールの扉とびらを開けるなり、一人の中年男性が飛んできた。

　正確に言えば、飛ばされてきた。

「っと。……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　受け止めたバロールは、ズリ落ちる男を丁寧に床ゆかに寝ねかせると、周囲を見み渡わたす。

　破かれたクラウソラスの団旗。壊こわれたインフォメーションボード。

　椅い子すやテーブルはグチャグチャになり、ただの木もく片へんと化しているものすらある。

　ギルドホールの中で合戦でもしているのかと言いたくなるほどの惨さん状じようだ。

　そんな環境の中、奥側に女性を中心とした冒ぼう険けん者の集団があり、手前側には見たところ男性だけで構成される集団ができあがっている。数で言えば男性集団のほうが多いが、一方的に暴力を振るっているというようにも見えない。明らかに交戦した痕こん跡せきが残っているし、女性側にはチルとアネットの姿もある。簡単にやられるようなことはないだろう。

　更さらに外周に沿うようにして、疎まばらに見物客、傍ぼう観かん者のような人間もいる。

「ちくしょう……。俺がどんだけ貢みついできたと思ってんだ……」

　寝かせた男性は、バロールの膝ひざの前で呟いた目を開ける。頰ほおに殴なぐられた形けい跡せきがあるが、

「貢ぐって……」

　確かに末次文音を神聖化する男達は競きそってクラウソラスへ金銭ガルドを貢いだ。貢こう献けん度どランキング上位の座を狙い、また上位の座を明け渡してなるものか、と。彼らにとっては、それが強力なステータスであり、上位にいれば少しでも距きよ離りが近付く、そうでなくとも名前ぐらいは覚えてくれるかもしれない、という期待があったのかもしれない。

　しかし堂々と不満を垂れ流すように言われれば、一人前の大人が何を言っているのかと、バロールとしては苦く笑ってみせるしかない。

　すると男は突とつ然ぜん大きく目を見開き、上から覗のぞき込むようにして苦く笑しようしたバロールの顔をしっかり確認して、ペッ、と唾つばを吐きかけた。そのまま勢いよく立ち上がると、

「てめえっ！　今までどこに行ってやがった！」

　大声で叫さけぶ。バロールは顔に吐きかけられた唾を服の端はしで拭ぬぐいながら、

「あーあ……きったねえ。大人がやることかね、これ」

　抑おさえがたい怒いかりを示しながらも、努めて冷静に振ふる舞まった。しかし男の叫び声で、ギルドホールの視線を一手に集めることになる。

「あー。念のために言っとくけど、オレは末次文音の友達でしかないからな。まあそれも、末次がどう思ってるのかなんて知らない程度だ」

　視線に対して弁明するようなセリフを吐いてみたが、誰一人として納なつ得とくする様子はない。やっぱりダメか、と嘆たん息そくしたところへ、さっきの男が胸むな座ぐらに摑みかかってきた。

「なにが友達『でしかない』だ！　俺は……俺は別に、見てるだけでよかったのに……っ。俺達のアイドルを穢けがしやがって……」

「…………はあ？」

　彼らの貢献がクラウソラスの力となったことは紛まぎれもない事実だ。しかし末次文音はアイドルではないし、立派な隊長だとは思うが、少し接してみれば──大きな問題は抱かかえていても──人付き合いが不得手なだけで普ふ通つうの女の子だと感じる。

「なるほど。じゃあこっちの男共は末次に怒おこってるわけだ」

「当然だ」

　言い切られても、何が当然なのかいまいちピンと来ないが。きっと末次文音を見る視点が異なるのだろう。聖女か神様かアイドルか、何にせよ彼らは神聖さを求め、それが唐突に失われたことを嘆なげき怒っているということになる。

「で、そっちの集団は──」

　言いかけたところで、

「文音ちゃんを変な目で見てる奴らに一発ぶちかまして、目を覚ましてあげてるのよ」

　血が滾たぎるような目でチルが言い放った。後ろにはアネットが控ひかえ、

「我が慢まんの限界というものがある」

　氷のような目で怒りを放っている。

「あー、なるほど……」

　その周囲や更に後ろをよく見れば、親衛隊のように男共の目から隊長を守っていた集団に見た顔が多く交じっている。彼女達も彼女達で、不満が溜たまっていたのだろう。

　──元よりクラウソラスは──火種はあった──。思わずイルの言葉が頭を過よぎる。確かにこれでは穏便に済むことは無さそうだ。というか時既すでに遅おそしという感もある。

　バロールは得心して、イルと出会い頭がしらに衝しよう突とつしたことを思い出した。

　末次文音が一部の人間の間で神聖化されていることは知っている。だからバロールはそれをイルに説いたが、イルは末次文音を一人の人間、親友としてしか捉とらえていなかった。

　そうやって言い争いになったのと同じようにして、両者は激げき突とつしたのだろう。

　だがここで末次文音も一人の人間だと説いたところで、きっと状じよう況きようは変わらない。それぐらいの言葉は既に出ているだろうし、中立でもなく、今いま更さら言ったところで火に油を注ぐことになりかねない。実際、あの場に末次文音が現れなければ、イルとの口くち喧げん嘩かは更にヒートアップしていただろう。

　しかし、それでもこの場は収める必要がある。イルも望んでいないし、何より、文音とコースケが知らない間に、二人が答えを出す前に空中分解してしまうことは、避さけたい。

「よし。わかった。わかりました。じゃあ、こうしましょう」

「──あ、なんだ？　お前に謝られたって、俺達は納得しねぇぞ」

　最初から気付いていたが、この男は顔が赤い。殴られた跡あとだけでなく全体が赤らんでいる。未成年ならばシステムがアルコールを完全に除外し、酒特有の臭においはしない。しかし顔を赤くするほど見事に酔よっ払ぱらわれれば、嫌いやでも理解できる。

「あなた達は、末次文音を見ているだけで良かったんですよね？　そして沢たく山さんお金ガルドも注つぎ込んだ、と」

　だからこそ余計に丁てい寧ねいな口調で、できる限り目の前の酔っ払った悲しい男──恐おそらく、件くだんで余計に酒が進み、悪酔いしたのだろう──を尊重して、言う。

　もっとも、所属するギルドに一定率の金銭ガルドを納めるのは当然のことだ。だが、貢献度ランキングを競うがあまり、彼らは自発的により多くの金銭ガルドを『貢いで』しまったのだろう。

「今のクラウソラスはあなた達の貢献なくしてあり得ません。これは紛れもない事実です。──つまり、あなた達が末次文音を育てた、とも言えるわけです」

「ん……。ま、まあ、そうだな」

「じゃあ、あなた達は、末次文音の父親みたいなものですよね」

　無む理り矢や理りだとは思う。しかし酔っ払いにはこの手が案外効く。厳格で保守的な父の許もとで育ったが、そんな父が唯ゆい一いつ羽目を外したのが、友人と酒を酌くみ交かわす一時だった。子供の頃ころからそういった場によく居合わせていたから、バロール江本拓にとって酔っ払いの扱あつかいは多少心得ているものがある。

「父親……。父親か。まあ、そうかもしんねえな……」

　狙い通り。

「それなのに、あんなどこの馬の骨ともしれない奴が突然現れたら、そりゃ、怒るのは当然ですよ」

「そうか？」

「そうです」

「──うん。まあ、そうだよな……」

「それに、オレだって末次文音に憧あこがれてクラウソラスに入ってるんです。気持ちはよーく分かります」

「そうか……お前も…………そうなんだな……」

「だから、オレから提案があります」

「ん、……なんだ。言ってみろよ」

「古いにしえより日本では、娘むすめに彼氏ができたら、そいつを一発ぶん殴っていいという、伝統的な儀ぎ式しきがあります」

「……いや、そこまで激しい儀式は聞いたことがないが」

「あるんです」

「お、おう……」

「なので今回の一件に納得できない人は、闘とう技ぎ場でコースケに決闘を申し込んでください。オレが責任を持って受けさせますんで。そこでコースケがボコボコにされて情けない姿を晒さらすようなら、皆みなさんは声を大にして二人の仲に反対すれば良いんですよ。末次文音の傍そばにそんな弱っちい男を置いておけるか、と」

　両手を広げて、さも素す晴ばらしい提案をしているかのように、振る舞う。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。…………仲間と相談してくる」

　言って、酔っ払いの男は、同じくどうも顔が赤いような気がする男の集団へと駆かけた。

　しばらくの協議の後、男はバロールの元へ戻ってきて、

「わかった。俺達が隊長の目を覚まさせてやる、ってことだな」

　微び妙みように話が変わっていたが、大筋では合意できていたので、

「はいっ」

　屈くつ託たくのない笑えみと共に返した。更に続けて、

「──じゃあ、ここ、狩かりから帰ってきた隊長が目にしたら悲しむと思うんで、みんなで片付けましょうか」

「ああ。……そうか。……そうだな。お前、見た目より良い奴だな」

　完かん璧ぺきな懐かい柔じゆうである。親友コースケを犠ぎ牲せいにしたことを除けば。

「おいっ、あんな約束して大丈夫かよ。コースケって、そんなに強いのか？」

　背後で顚てん末まつを見守っていたイルが、なんだか納得がいかないという表情で、訊たずねた。

「いや。少なくとも一昨日おとといの時点では、オレよりずっと弱い。多分、クラウソラスでは最底辺じゃねえかな」

　あくまで、碧へき竜りゆう討とう伐ばつの前で、剣けんを使うならば、だが。

「あの人達がどこまで本気なのか解わからんけど、でも、勝ち目がないなら……」

「別に、制限された痛覚の中でボコボコにされるぐらい、構わないだろ」

「いや、え──そうか？　ああ、っていうか、悪かったな。その、お前も文音のこと……、そうとは知らずに、私は……」

　本気で申し訳なさそうにしているイルの顔を見て、

「本気にしてんじゃねえよ」

　バロールは堂々と言う。そして今度は耳の傍で、誰だれにも聞こえないように、

「あんなもん、噓うそも方便ってやつだよ」

「……は？」

「オレはただ最大規模のギルドだからここに入っただけ。高校に入って、コースケと仲良くなって、たまたま同じギルドだったから今も居続けてる。ただそれだけだ。冒ぼう険けん者として末次の戦い方は見事だと思うし、同じ剣士として憧れる気持ちは否定しねえけど、それ以上でもそれ以下でもねえよ」

　イルはまたキョトンとして、しかし今度は、吹ふき出して笑った。

「お前、結局、この場をどうしたかったんだよ。そんな噓まで、吐ついてよ」

「……さあ、な。ただ、放ほうっておくってことができなかった。それだけだ。──とりあえず、このまますぐに空中分解っていう道だけはなくなっただろ」

「ははっ。コースケは、とんだとばっちりだな。生け贄にえみたいじゃねえか。……ははっ、やっぱお前、全然良い奴やつじゃないわ」





◇◆◇◆◇






「っていうことがあってだな」

「うん。まずどこからツッコめばいい？　もう少しで遅ち刻こくだっていうから急いで走ってきたのに、校門でそんな話を聞かされてもう完全に遅刻が確定したところから？　っていうか、何で知らない間に俺が生け贄にされてるわけ？　闘技場？　彼氏？　ｗｈｙ？」

　一番気になるのは、たった一晩で随ずい分ぶん、イルと親しげになったじゃないかということだが、目の前に追加された謎なぞの課題に比べれば些さ細さいなことだった。

「ま、まあ、オレのお陰かげでその後ギルドホールは片付けられて、とりあえず争いは収まったわけだ。末次だって傷付かずにすんだわけだし、な？」

「な、じゃないよ。俺は彼氏じゃないし、大体なんだその酔っ払った父親の軍団は。一発殴なぐる儀式？　どんな国だよ、ここは」

「いや、でも昔はそれに近いことが本当にあったらしいぞ」

「昔は昔、今は今なの！」

「落ち着けって。あくまで酔っぱらいとの約束だ。誰も本気にしちゃいないだろうよ。忘れてる人がいてもおかしくないぐらいだ」

「……そうだと、いいけどな」

「大体、アイドルのように崇すう拝はいしていたとは言え、末次はまだ高校一年だぞ。いい歳としした人間がそれを取られたからって、本気で殴りかかるわけねえだろよ」

「……本当か？」

「多分」

　関場宏介は大きく肩かたを落としながら、横おう隔かく膜まくの深層を上下動させて深く重苦しい息を吐はいた。




　二人は正面玄げん関かんから入って、すぐ左の階段を上がる。しかしもう、朝のホームルームを終える音が校内に響ひびいていた。これはもう急いでも仕方がないと観念して、教室のある三階まで踏ふみしめるようにゆっくりと階段を上る。

　三階に辿たどり着くとすぐ、見覚えのある小さな背せ丈たけに、どこか違い和わ感かんを覚えてしまう黒くろ髪かみの少女が入れ違ちがった。

「あっ──」

　慌あわてて関場宏介は振ふり向き、呼び止めようとするが、

「はい宏介、ちょっと待て」

「んぐぁっ!?」

　江本拓が後ろから手を回し口を押さえつけて、呼び止める声を強制的に制止した。

　彼女はいつも、外階段だろうが内階段だろうが、全すべての教室が封ふう鎖さされて今はもう使われていない──誰とも会わないですむ──五階へ向かう。

　だが今日はどうだろうか。そもそも彼女はホームルームと一時限目の合間という僅わずかな時間まで、そうして過ごしていただろうか。記き憶おくにない世界から妹経由で言葉を伝えられて、そんな不確かな情報で人と会うことが嫌になったり、怖こわくなったり、していないだろうか。

「何するんだよ!?」

「早く教室に行かないと、授業まで欠席になっちまうぞ」

「でも──っ」

　目を見れば、宏介が必要以上とも思える不安や心配を抱かかえていることが解わかる。普ふ段だん以上に落ち着きがない。恐らく、末次文音も──。江本拓はあえて優やさしく、諭さとすように言う。

「心配すんなって。手ぶらだったろ。手ぶらで帰宅するなんてことはねえさ。──それより、今話しかけてもすぐに授業が始まるんだから、せめて昼休みまでは堪こらえたほうが無難だと、オレは思うけどね」

「…………わかった」

　関場宏介は渋しぶ々しぶながら納なつ得とくして、教室へ向かった。数分後、後方の扉とびらから末次文音が静かに入ってきて、普段と変わらない様子で着席する。

　映像とロボットが織り成す計画的で効率最優先の授業は、僅かな休きゆう憩けい時間を間に入れながら五十分の拘こう束そくを四回繰くり返した。普段よりずっと長く感じる授業を耐たえに耐えて、

「拓、行ってくる」

　意を決した顔で、関場宏介が言った。

「幸運を祈いのる」

　対して江本拓は、気合いの入りすぎた友人を僅かでも落ち着かせようと、普段と何も変わらない表情で開いた掌てのひらをぶらぶらと横に振る。

「あの、末次さん」

「？」

　左にちょこんと首を傾かしげる。

　その仕草に幼い顔立ちと困った表情が相まって、一いつ瞬しゆん胸を擽くすぐられるような感覚に陥おちいったが、関場宏介は心の中で鞭むちを打って冷静であろうとした。

「俺、関場宏介って言います」

「……」

「あの、妹さん──茜音ちゃんから、何か聞いてないかな」

「……」

　末次文音は縦に一回、こくりと頷うなずいた。

「よかった。俺のこと、覚えてるかな？」

「……」

　再び、今度はもっと困った表情で、首を右に傾げた。

「あっ……」

　その仕草で、表情で、関場宏介は改めて事態の重さに気付かされる。

　目の前にいる末次文音は、昨日の──仮想現実での──記憶を共有していない。昨日のみならず、一昨日も、一昨さきお昨日とといも。

　昨日イルの顎あご下したに十字剣の切っ先を突つきつけたことも、二人でイルとバロールをボコボコにしてやったことも──。あの碧へき竜りゆう討伐ですら、覚えていないのだ。覚えていないとはつまり、彼女の中にはその出来事が存在しない、ということになる。

　それだけではない。そもそも、あの末次文音──スピリットアームズ有数の剣聖──の存在すら、今の彼女の中には、無い。彼女は今、全く見ず知らずの人間から『実は友達なんだ』と言われているようなもので、妹を経由しなければ信用などしてもらえなかっただろう。妹の連れん絡らく先を教えて自分の連絡先を教えなかったことには、確かな理由があった。

　仮に彼女の連絡先を知ったところで、彼女はきっとそれを信用しない。メッセージの内容や送信元が信用に足るかどうかの問題ではない。




　彼女は仮想現実の自分すらも信用のしようがないのだから。




　そこにあるのは疑問だ。

　知らない人間が自分の中に住み着いているような感覚なのかもしれない。

　──では今、なんという言葉で語りかければいい？

　関場宏介の脳が高速で回転し、言葉の提案と否定を繰り返してメーターを振り切りそうになった頃ころ、末次文音は自ら席を立った。

　──しまった。

　自分が暗い顔をして考え込んでしまった所為せいだと、関場宏介は考える。

　ふと、いつか江本拓と交かわした言葉を、思い出した。

『仮想現実の末次文音と上手うまくいって』

『その相手が、現実には今あそこで一人寂さびしく座ってる末次文音だったら、お前は、どっちも好きになれるのか？』

　今の末次文音に、仮想現実──スピリットアームズ──の記憶は無い。

　彼女は、じゃあ、一体──誰なんだ。

「……どうしよう。いや、どうすればいい……」

　ついさっきまで末次文音が座っていた席の机に手を突いて、視線を落とした。不意に、一枚の小さな紙が目に留まる。

『五階の外階段で、待っています』

　置き残されたメモに気付いて後ろを振り向くが、彼女の姿はもう無い。関場宏介は右手でメモを取り、ポケットにしまうとすぐ、階段に向かって駆かけた。

「頑がん張ばれよ」

　ドアの手前に座る江本拓は座りながら言って、右手を差し出す。

「ありがと！」

　同じく右手でその手を弾はじいて、関場宏介は親友からの激げき励れいを受け取った。




「末次さん」

　外階段を五階まで上ると、広い踊おどり場に辿りつく。そこで末次文音は一人、遠くの景色を眺ながめていた。

　──風が、強い。

「……何ですか？」

「あ、いや……」

　何ですかと言われると、返答に困る。昨日、普ふ通つうに会話していたことが、まるで噓うそのようだ。

　初めて現実で彼女の声を聞いたが、仮想現実の声と差異はない。

　でも、やはり昨日のことが、幻げん影えいのように感じてしまう。

　関場宏介がまた難しい顔をしていると、末次文音は、

「少し、困っています」

　自ら会話を進め始めた。意外な展開に関場宏介は虚きよを衝つかれたが、

「──ＦＩＩＤフイードは、どうなったの？」

　どうにか平静を装よそおって、本題を切り出した。

「……あなたは本当に、私のことを知っているんですね」

「うん。色々聞いた。もちろん、記憶のことも」

「私が誰だれかに悩なやみを打ち明けるなんて、ちょっと意外です──。でも、私はあなたのことを、何一つ知りません」

　面と向かって知らないと言われ、関場宏介は返す言葉を見つけられなくなる。

　目の前の少女から激しい違い和わを感じながらも、しかしもしかしたら、ひょっとしたら、ほんの僅わずかでも覚えてくれているかもしれない──。女め々めしくも心の片かた隅すみに残っていた淡あわい期待が、何一つ知りません、の一言で脆もろくも崩くずれ去った。

　末次文音は、少なからず精神的にショックを受けている関場宏介の姿を見て、ゆっくりと言葉を継つぐ。

「──いつになるかわかりませんが、いつかまた向こうに行けば、向こうの私は多分あなたのことを思い出すのでしょう。……それで、いいじゃないですか」

　諦あきらめたように言った。それは本当に、ただ諦めているだけのようで。仮想現実の記憶が全くないのだと理解させるに十分だった。

　いつか向こうに行けば、思い出す。昨日の、仮想現実での彼女からは、考えられない言葉だ。ならばその認にん識しきが間違いであると伝えるべきか──。関場宏介は再び逡しゆん巡じゆんした。

「もう、いいですか？」

　末次文音は何かを放ほうり投げるように言うと、関場宏介の後ろにある下り階段へ向かって歩き始める。彼女の姿を追う視線の焦しよう点てんが、ジャンヌ・ダルクに喩たとえられるような鮮あざやかさではない極きわめて現実的な黒髪に、合う。

　彼女に仮想現実での出来事を伝えたとして、彼女はそれをどう思うのだろう。仮想現実の彼女が抱いだいていた危機感をそのまま今の彼女が抱くことはあるのだろうか。

　フルイマージョンは激しい夢を見ている状態だと言われるが、きっと彼女にとってそれは比ひ喩ゆではない。

　仮想はあくまで仮想。

　夢は、夢でしかない。

　──夢の中の自分が困るから、どうにかしてくれ？

　そんな言葉ではきっと、彼女が本心から解決を願うことはない。しかし彼女が本気で解決を願わない限り、この問題を解決することはできない。

「待って！」

　関場宏介は思わず、すれ違う末次文音の左手を摑つかんだ。

「……なんですか」

　いきなりのことだ。彼女の瞳ひとみには不ふ審しんしか浮うかんでいない。それでも関場宏介は手を放さずに言った。

「君がいないとダメなんだ！」

　もう、彼女のことを思っての言葉ですらない。単なる純じゆん粋すいな、本音。

　しかし諦めたように、放り投げたかのように言葉を発して踵きびすを返そうとした彼女にぶつけるなら、噓うそ偽いつわりのないこの言葉しかなかった。

「どういう意味ですか」

　変わらず彼女の目は警けい戒かいに満ちて険しい。だが関場宏介は臆おくさずに続ける。

「仮想現実の君も、記き憶おくの問題を抱えてる。数日ログインしないだけで、記憶を無くしてしまうんだよ！」

　末次文音は関場宏介の目を見て、しばらく時間をおいてから、視線を左手に落とす。

「──あっ、ごめん……」

　ようやく左手が解放されると、

「なんでそんなに真しん剣けんなんですか？」

　目にかかりそうな黒くろ髪かみを手で軽く払はらって、

「仮想現実の私は、そんなに魅み力りよく的なんですか」

　少し意地悪な言葉で関場宏介に問いかける。彼の目を見れば、その目が何か大切なものを見み据すえていることが伝わってくる。

　それでも、こんな言葉に対して簡単に答えられる人間は、そういないだろう。

「魅力的だよ。憧あこがれてる」

　だからこそ、この意外な切り返しは、

「そ、そうですか。……ありがとうございます」

　彼女の頰ほおを紅潮させるに十分だった。顔を伏ふせるように俯うつむく末次文音の姿に、宏介は、あの碧へき竜りゆう討とう伐ばつを思い起こす。

　きっと、癖くせなのだろう。彼女の中にあの碧へき竜りゆう討伐の冒ぼう険けんは存在しないのだから。

　しかし彼女はその後もログインしているし、その前だって、たった二日間ログインしなかったことがあるだけで、それ以外は皆かい勤きん賞ものだ。

「一つ、質問してもいいかな」

　きっと今の彼女にだって、彼女なりに、仮想現実を獲かく得とくする理由がある。その理由は、既すでに聞いた。

　だから宏介は問う。

「君は仮想現実から現実に記憶を引き継いだことがある。──前に君が、教えてくれた。仮想現実の君はまだ諦めてない！　だから俺にこの役を頼たのんだんだ。……君は。いや、君がこのまま諦めていいの？」

「…………良くは、ないですよ」

　ようやく彼女が本音を漏もらしてくれたと思い、

「じゃあっ」

　宏介は僅わずかに声を上うわ擦ずらせた。

「でも無理でしょう。今朝、母は私から物理的にＦＩＩＤフイードを取り上げました。明日には医い療りよう申しん請せいで私の個体識別コードがネットワークから弾かれるようになるそうです」

　だがこれは解決ではない。問題解決への道は、ここからだ。

「期間は、どれぐらい？」

「さあ。──今は私の症しよう状じようが解明されるまで、とか言ってますけど。ただ私が母の機き嫌げんを損そこねてしまっただけかもしれませんし、本当に何年かかってでも症状を解明するまで──かもしれません」

「そんなっ」

「そして私は、あなたの顔も声も覚えられません。今ここで話していることだって、明日になれば──」

　明日になれば──。続く言葉を想像して、宏介は黙だまってしまう。それを察した文音は、あえて言葉にしなかった。代わりに、

「……あなたのこと、覚えていなくてごめんなさい」

　口くち惜おしさを滲にじませて、告げる。

　──ああ、前にも聞いたセリフだ。

　同じ声で、同じ口から出た言葉。でも彼女にとっては、初めて放った言葉。

「謝る必要なんかないよ」

　このやり取りも、覚えがある。あの時は、重苦しい雰ふん囲い気きを変えようとするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。何も言えなくなった。でも、じゃあ今どうすれば正解かなんて、解わからない。

　ただ、黙っているだけでは正解にならないことだけは、解る。

「──実は今の言葉、二回目なんだ。向こうの君も、覚えていなくてごめんなさい──って。俺は、謝る必要なんかないって言って、でもそれ以上、何も言えなくて……」

「……そうだったんですか。それなら、もし、ここにいる私が、仮想現実の私だったら……。あなたはこんな苦労も気き遣づかいもせずに──」

「それは──っ」

「そうなればもう、記憶だけの問題じゃありません。受け答えも、もしかしたら喋しやべり方や表情だって、今の私と向こうの私は、違ちがうのでしょうから」

　否定も肯こう定ていもできず、関場宏介は正解じゃないと理解しながら口を噤つぐんでしまった。

　風が凪なぎ、時間だけが確実に進んでいく。

[image: ]

「……じゃあ、最後に私からも、一つだけ質問させてください」

　言うと、末次文音という名の少女は間を開けて、一度口をギュッと口を真一文字にしてから、ゆっくりと開いた。

「あなたの目の前にいる私は、誰ですか？」

　彼女は、誰なのか？

　末次文音。

　あの、末次文音。

　──あの、って、なんだ。

　あの末次文音は今、全すべてを失いかけている。

　しかし今目の前にいる彼女はそんな危機に迫せまられてなどいない。

　同じ人間であっても──決定的にこの二人には違いがある。

「あなたが必要としている私は、今の私じゃ、ないでしょう？」

　末次文音は震ふるえながら小さな声を絞しぼり出した。

　風の強い階段の踊り場。数十年続けられた統とう廃はい合ごうによる学校肥大化の後、徐じよ々じよに生徒が減少し、それに伴ともなって使われなくなった五階の教室は今全てが閉へい鎖さされ、忘れ去られたように静かだ。

　外階段だけが五階まで繫つながり、五階の廊ろう下かから張り出したような踊り場には、使われなくなった──今では珍めずらしい──金属製のバケツがひっくり返して置かれている。

　風が肌はだに冷たいが、彼女が震えているのは風や気温の所為せいではないだろう。

「あなたがこれだけ真剣になっているのは、こっちの私が解決に向かって動かないと、あっちの私がいなくなっちゃうから……でしょう？　それとも、この世界にいる私が、あなたと何か思い出に残るようなことを、したんですか？」

　最後と告げられ、その上、突つき放されてしまう。

　彼女は卑ひ屈くつになっているだけだろうか。

　いや。自分ではない、自分よりも完成された誰かを、必要とされて──。

　……ああ、考えてみれば、彼女がこうして拒こばむだけの理由は、揃そろっているじゃないか。

　仮想現実の影えい響きようを恐おそれてＦＩＩＤフイードを取り上げる母親も、

　仮想現実の末次文音を必要としている俺も、

　今目の前にいる彼女より、仮想現実の彼女を見ているんだ。

　信しん頼らいしているはずの妹ですら、彼女に仮想現実を取り戻もどさせるために協力しているのだから、仮想現実の彼女が現実より優すぐれていると、どこかで感じているのかもしれない。

　ならば今いま更さら、どっちの君も必要だ、なんて言葉だけで取り繕つくろったところで、彼女の語る言葉のほうが真実に近い。

　彼女の中に仮想現実の末次文音は存在せず、俺は目の前にいるこの少女と今初めて言葉を交かわしただけの人間だ。毎日ギルドホールに帰っては大量の金銭ガルドをクラウソラスに投資して、碧へき竜りゆう討伐でイップスを克こく服ふくし、イルやバロールと過ごした楽しい時間は……、同じ人間なのに、その経験も、時間も、全てが彼女のものではない。




　彼女は、一辺の疑いも持てないほどに、あの末次文音であり、

　そして、間違いなく、あの末次文音ではないのだから。




　現実と仮想現実。その差を、その違いを、誰だれよりも強く感じている人間。それが関場宏介の目の前で俯き肩かたを震わせている、末次文音だった。

　そんな彼女に、では、なんと声をかければいいのか。

　今更、有あり体ていな言葉を投げたところで、きっと、どうしようもない。

　でも彼女は、最後にと告げたのに、黙ったままで去ろうとしない。

「……これ、見てほしい」

　コースケは一言だけ置いてから、黙って右のポケットからＣＩＤを取り出し、親指で操作する。すぐに空中へ映像を投とう影えいした。




『おい、文音が思い出せるように写真撮とっとこうぜ』

『私はいいです』

『文音が写ってないと意味ないだろ──って男二人も入れ！　お前らが写ってねえのも意味ないんだよ』

『コースケ、行くぞ』

『あ、ああ』

『だから私は』

『いいから枠わくに入れって。──よっしゃ皆みんな入ってるな。はい笑ってー──』

『…………』

『…………』

『…………』

『…………あ、ごめんっ。これ動画だった』

『えっ』

『ちょ』

『うそ』

　カシャッ。




「──これが、向こうの私？」

　コースケ関場宏介と末次文音がイルとバロールをボコボコにした後に撮られた、短い動画と一枚の写真。

「うん。見たことなかった？」

「その質問は──、ちょっと難しいです。見たことはあるのかもしれませんが、私が覚えていないだけ、という可能性もあるでしょう」

　仮想現実の末次文音はきっと、何度も何度も、映像や静止画という形で記き憶おくを送り届けようとしているはずだ。

　だがそこにワンタイムパスワードという壁かべが立ちはだかったのだろう。

　こうして意図的に撮る以外にも、ＦＩＩＤフイードには自動的に時間を切り取って保存する機能がある。それは本来、思い出のアルバムを全自動で作ってくれる付帯的な機能でしかないのだが、他人との関かかわり、顔も声も全てを見失ってしまう彼女にとってみれば、それは付帯的どころか、仮想現実と現実を繫ぐ重要な接点だ。彼女のＦＩＩＤフイードやＣＩＤには、数え切れない思い出がワンタイムパスワードという鍵かぎで幽ゆう閉へいされているのかもしれない。

「これ、そこに写ってるイルっていう……君の友達が、撮ったんだよ。親友って言ってもいいんじゃないかな。君のＦＩＩＤフイードにも保存されているはずだけど、覚えてない？」

　末次文音は記憶の欠片かけらに頭の中で問い掛かけながら思い出そうと頑がん張ばるが、残念そうに、ふるふると首を左右に振ふった。

「そっか──」

「でも」

「ん？」

「……私、こんな風に笑えるんですね」

　写真の末次文音は楽しそうにしているが、それでも表情には乏とぼしい。

「え、これ笑ってるの!?」

「はい」

「あー、うー、んー？　そう言われてみれば、いつもの表情に比べると若じやつ干かん──楽しそうに笑ってるようにも、見えなくは」

「──向こうでも私は無表情のようですね。すみません」

　いじけた調子で言うと、関場宏介と反対の方角に顔を背そむけてしまう。

「あ、いや別に、そういう意味じゃなくてっ。ま、まあ確かに無表情なんだけど、それでも喜き怒ど哀あい楽らくはちゃんとしてるというか、何て言うか、その……あの……えっと……」

　困り果てる関場宏介を感じ取って、末次文音は向き直した。

「フォローになっていません」

「ちょ、ええ……」

「──なんだか、関場君とは初めて話すっていう感じがしないです」

「まあ、向こうでは結構会話もしたしね。一いつ緒しよに竜りゆうを倒たおしたこともあるんだよ──って、ほとんど君の力で、だけどね」

「いいなぁ……」

　末次文音は小さく呟つぶやいた。

「え、今何か──」

「な、なんでもありませんっ。それより──、向こうの私は今回の出来事について、なんて言っていたんですか？」

「仮想現実でお母さんと会って、直接話がしたい──って言ってたよ」

　その言葉に、末次文音は俯うつむいて、間違いなく一度、顔を曇くもらせた。

　だが関場宏介のＣＩＤから再び映し出された映像と音声に、顔を上げる。

「──お願いがあります」

　その声は間違いなく末次文音で、彼女ではなかった。

「私──」

　こうして二人の顔を鏡合わせで見ると、同一人物かを疑っていた自分がバカらしくなる程ほどに同じだと、宏介は頭を搔かく。

「あのっ、これ──」

　言いながら振り向いた彼女に、宏介は指を立てて口に当て、しっ──、と小さく言った。彼女は黙だまって自分に向き直って、まるで自分とは思えない自分と対面する。

「……私は、あなたの記憶を持っているから、これがどんなに無む茶ちやなお願いか、わかってる。わかってる……つもり。──でも、お願い！　一度でいい！　私とお母さんを、一度でいいから、会わせてほしいの！　…………このまま消えたく、ないの」

　映像はそこで途と切ぎれる。撮さつ影えいしたのはイルで、撮影の間、宏介と拓は『恥はずかしいから』と外へ放ほうり出されていた。確かに、こんなに必死に訴うつたえかける表情は見たことがないし、語気も強い。最後消え入るように放った言葉は、切実で、胸が詰つまる。私に見せるまで絶対に見ないでください──と宏介は念を押して言われたが、その意味も理解できた。

　自分宛あてのメッセージを誰かに見られたくないという気持ちもあるだろうが、それ以上に、このメッセージを見て宏介の行動が変わってしまうことを恐れたのだろう。

　たった数秒のメッセージに目の前の少女は沈ちん思し黙もつ考こうして、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「考えてみれば、向こうの私は、母に会う機会が無いんですね。そういう考え方をしたことは今まで、ありませんでした」

　向こう側の、より多くの記憶を持った末次文音が母と会うためには、母にＦＩＩＤフイードを使ってもらうしか方法がない。だが仮想現実を否定する母親が、そういう行動を取らない、取ったことがない、と考えることは何ら不自然ではないだろう。

「……わかりました。それなら、一つだけ、向こうの私をお母さんに会わせる方法があります」

　自分の姿に胸に期するものがあったのか、声こわ音ねが変わった。

「どんな方法？」

　関場宏介の問いに、末次文音は難しそうな顔に決意めいたものを浮うかべて、答える。

「あなたのこと、ずっと見ています」

「えっ、それって──」

「放課後まで、忘れないように」

「ああ、放課後まで……ね」

「それで、もし私が忘れずにいられたら……。一いつ緒しよに、何処どこかへ逃にげてください」

「逃げる？　逃げるって、どこへ？」

「……ＦＩＩＤフイードのある、何処か。そして私が目覚めた時、絶対にあなたが傍そばにいられる場所です」




「私が寝ねている間に変なことをしたら、どんな手を使ってでも殺します」

　末次文音は放課後、家路を辿たどらずに関場宏介の住む学生寮りようの一室を訪おとずれた。

「するわけないだろ！　そもそも現実世界の異変は全部緊きん急きゆうアラームで知らされるじゃないか。っていうか、もしそんな機能が付いてなくても俺はそんなことしないよっ！」

　関場宏介のＦＩＩＤフイードを身に付けて、ベッドに横たわる。

「そんなに強く否定されると、それはそれでショックですけど」

「否定する以外にどんな選せん択たく肢しがあるんだよ……」

　右手人差し指でＦＩＩＤフイードの電源を入れると、機械的な甲かん高だかい動作音が小さく鳴り、複数要素の同時生体認にん証しようが開始される。

　所有者が誰であるかを問わず使用者を個体判別して仮想現実へ誘さそうＦＩＩＤフイードのシステムは、今は関場宏介の所有するＦＩＩＤフイードで末次文音をゆっくりと休きゆう眠みん状態に誘ゆう導どうしている。

「あのさ──。これ、俺のＣＩＤと、パスワードなんだけど」

　関場宏介は一枚のメモに、八桁けたの英数字を書いて渡わたした。続けてＦＩＩＤフイードに設けられたＣＩＤ専用のジャック──接続口──に、自らのＣＩＤを取り付ける。

　耳の傍でガチャガチャと音が鳴った影えい響きようか、末次文音は一いつ瞬しゆん、身を震ふるわせた。

「あっ、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫ですっ」

　普ふ段だんであれば、ＦＩＩＤフイードを取り付けながら誰かがそのＦＩＩＤフイードを触さわることなどない。ゴーグル型のそれは、顔に近すぎた。

「ＦＩＩＤフイードと繫つないだから、よかったら俺のアカウントにアクセスしてＣＩＤの中のデータを見てよ。俺の視点で見た君の姿とか、多分映像や画像で残されてると思う。違ちがう人間の視点で見た記憶なら覚えられるとか、そういうこともあるかもしれないからね」

　フルイマージョンにはＦＩＩＤフイードの厳格な生体認証が必ひつ須すとなるが、それさえ通過すれば、その後の世界では自由が多い。接続したＣＩＤとパスワードが一いつ致ちすればＣＩＤにローカル保存されたプライベートデータを展開することも可能となる。

「よくわかりませんが──、でも、良いんですか？　パスワードなんて教えてしまって……。それにそのデータは、かなりプライベートなものなのでは」

「そりゃそうだけど、パスワードなら変えることもできるし、プライベートって言っても別に見られて困るものは記録されてないと思う。そんなことよりも、今は君の問題を解決するほうが優先だよ」

「人のデータを覗のぞき見るようで悪い気もしますけれど……。わかりました。この会話を向こうの私が覚えていれば、多分見ることになるでしょう。ありがとうございます」

　規則性がない八桁の英数字は一瞬で覚えるには少々長いように思うが、寝ているように授業を受けているのに成績が学年一位を直ひた走はしる彼女にとっては、造作もないようだ。

「うん。じゃあ、行ってらっしゃい」

「……行ってきます」

　完全に休眠状態に入ると、ＦＩＩＤフイードの発光色が青から赤へ変化して、使用者──末次文音──の精神が仮想現実へ精神フルイマ転送ージヨンされたことを知らせた。

「ふぅ。じゃ、早さつ速そく茜音ちゃんに連れん絡らくを────って、俺のＣＩＤ使えないじゃん！」

　ＦＩＩＤフイード起動後の操作、取り外しは不可能だ。それでも末次文音が仮想現実の世界にいることを妹の茜音に伝えなければ、どうしようもない。

「仕方ない──」

　関場宏介は急いで玄げん関かんを飛び出して、親友、江本拓の家へと向かった。
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　脳に失われた情報が戻もどっていく、不思議な感覚。未完成なパズルのピースを一つ一つ埋うめていくかのように、次々と記憶の欠損が埋められていく。

「──私、なんてことを」

　仮想現実に精神フルイマ転送ージヨンした後、無機質な地面しか存在しない広大な空間で、少女は火ほ照てる顔を──誰だれに見られる訳でもないが──両手で覆おおった。

　記き憶おくがないが故ゆえにコースケの自室へ上がり込み、挙げ句の果て、ＦＩＩＤフイードを借用して目の前で休眠に入るという大だい胆たんすぎる行動にまで出た現実世界の自分を、少しだけ恨うらむ。

　広大な空間には大小様々な映像がドーム状に浮かび上がり、機械音声で選せん択たくを促うながされた。末すえ次つぐ文あや音ねは火照った顔のままで、コースケに知らされたパスワードを入力する。

『プレイヤーネーム、コースケのＣＩＤを確認。パスワードを認証しました』

　聞き取りやすい機械音声の直後、スピリットアームズの映像が正面に特大サイズで投とう影えいされた。関せき場ば宏こう介すけがスピリットアームズの世界に入り浸びたっていることを証明している。

「これ、私──？」

　ＦＩＩＤフイードには使用者の感情に大きな変化があった瞬間を自動保存する機能が備わっている。関場宏介は普段からこの機能を利用し、データを保存していた。

　これを誰かに見せるということはつまり、仮想現実における記憶の公開に等しい。

　保存された映像や画像は、ほとんどが末次文音を映したものだった。




　群集の遥はるか彼方かなたで高々と剣けんを掲かかげ、

　時には洋よう樽だるの中に潜ひそみ、

　ある時は地下ダンジョンで白い太ふと股ももを曝さらけ出しながら無防備に座り、

　またある時は短いスカートがその機能を放ほう棄きしかけて、




「見られて困るものはないですか。そうですか」




　華か麗れいに碧へき竜りゆうの背中で乱らん舞ぶして、

　空から落ちてきて、

　喧けん嘩かするイルとバロールを一言で沈ちん黙もくさせ、

　仲間に囲まれて笑え顔がおを見せる。




「──笑ってるって、ちゃんと解わかってるじゃないですか」

　自分以外に誰も居ない空間で呟つぶやいて、一いつ旦たんコースケのアカウントからログアウトする。再び機械音声が再生され、

『プレイヤーネーム、末次文音、本人と確定しました』

　スピリットアームズの世界を選択する。

　無機質な空間が自宅──スピリットアームズの──に変化すると、厚い木製ドアを開けて、初心者が集つどう始まりの街《ヘルヘイム》へと走り出した。





◆◇◆◇◆






「拓たく、ちょっとＣＩＤ貸してくれっ！」

「ん、まあいいけど──ちょっと待ってろ」

「ありがと！」

　純和風の大きな木造家屋は一目でわかる程によく手入れされていて、厳格で保守的だという江え本もと拓の両親の姿をそのまま反映しているようにも見える。

「はいよ。ロックは解除してあるからな」

　玄関の前で待つ関場宏介に、江本拓は自室に置いてあるＦＩＩＤフイードから取り外したＣＩＤを手て渡わたした。

　ＣＩＤにはメッセージの送受信や、映像通信、空中投影、情報検けん索さく、ＡＲ拡張現実、その程度のとりあえず生活に必要な機能が含ふくまれているだけで、現実から仮想現実へデータを送ったりＣＩＤの操作でＦＩＩＤフイードからデータを抜ぬき取るようなことはできない。

　しかし世界中のＦＩＩＤフイードと互ご換かん性を持ち、フルイマージョン後の仮想現実世界からであればテキストや映像、画像のような簡単なデータを当とう該がいアカウントのＣＩＤに送信できる。仮想現実の情報を現実に持ち寄るには唯ゆい一いつ無二のデバイスとなる。

「助かるよ」

　言ってすぐ、関場宏介は文字を入力し始めた。

「何かあったのか？」

「今、末次文音が俺んちでＦＩＩＤフイード使ってる」

「は？」

『関場宏介です。さっき伝えたとおり、お姉さんは仮想現実、スピリットアームズの世界に行きました。予定通り、伝えてください』

「送信──」

「なんか、大変なことになってないか？」

「なってる」

「オレにできることがあったら、何でも言えよ」

「助かる」

『ありがとうございます。今から伝えます。　茜あか音ね』

「──よしっ」

　用を終えるとすぐ、関場宏介は踵きびすを返そうとした。

「あーっ、ちょっと待て」

　しかし江本拓は、声で制止する。

「実は、な。さっきログインしたら、例の話が大きくなっちまってて」

「例の話────ってまさか、俺が一発殴なぐられるとかいうあれか？」

「おう。なんかお前を肯こう定ていする側と否定する側で対立が深まっちまって、闘技場で決着を付けるとかなんとか……」

「……あのさ。お前俺のこと散々バカにしてたけど、お前も相当バカだよな」

「すまん。親おや父じのＦＩＩＤフイード借りてくるからよ。お前がいないことには、ことが収まりそうにないんだよ」

「わかったよ。とにかく行ってみてから考えるよ。──って言っても、俺がいない間に目を覚ましたら驚おどろいちゃうだろ。こっちの状じよう況きようも伝えないと」

「パーティ組んだんだから、フレンド登録ぐらいしてるだろ？　なら向こうでメッセージ送ればいいんじゃねえか」

「……してない」

「な、なに？　どういうことだ？」

「だって相手はあの末次文音だぞ!?　その、中々言い出せなくて……」

　数秒、何の意味も無く時を刻む。しかし親友、江本拓は、

「わかった。イルに伝えといてやる」

　妙みような優やさしさを含ませて言うと、それ以上の追つい及きゆうをしなかった。




　末次茜音は二階の自室を出ると、普ふ段だんは誰もいない三階の寝しん室しつへ足を向けた。

　コンッ──コンッ──。

「入っていいわよ」

　母の声を確かく認にんして、ドアを開ける。

「ママ、伝えなきゃいけないことがあるんだけど──」

「どうしたの？　学校で何かあった？」

　母、末次天あま音ねは優しく訊きく。

「ううん。そうじゃなくて、お姉ちゃんのこと」

　お姉ちゃん、と聞いた瞬しゆん間かんに眉まゆ根ねが寄ると、

「はぁ。で、文音が、どうかしたの」

　溜ため息いき交じりに訊く。

「実は──」





◆◇◆◇◆






　スピリットアームズで最も難易度が高いエリアに存在する大規模な街《アースガルズ》。そこから南西へ下ると中級街とも呼ばれる《ミズガルズ》があり、通過して更さらに南西へ下ると、初心者の集う街《ヘルヘイム》に辿たどり着く。

　無料で宿しゆく泊はくできる簡素な宿と向かい合わせにギルド管理所や衣服店、武器屋などが佇たたずむ通りが、ヘルヘイムにおいて最も多くの人が行き交う表通りである。

　そこに一人の女性が現れた。背は高くないが、中世的でありながらタイトな服装にスレンダーな体型が映はえ、顔からは実じつ年ねん齢れいを感じさせない。

　仮想現実にはもう何年も訪おとずれていない。スピリットアームズというゲーム世界もここ数年の話だから、当然、訪れたことはない。

「……お母さん」

　その世界で、娘むすめに会う。末次文音は僅わずかに息を切らして、母を呼んだ。

「……なんなの、その銀色の髪かみ。あなたどういうセンスしてるのよ。それに服だって、そんな短いスカート穿はいて。周りの視線とか考えないのかしら、全く。私が恥はずかしいわよ、そんな恰かつ好こう。今すぐ──」

　普段通りモニタ越ごしで娘を叱しかるようにして、苛いら立だちや不ふ機き嫌げんさを隠かくすことなく、末次天音は言った。そうして逆らわれたことなど一度も無い。昨日を除けば。

「そんなこと、今は関係ない。話を逸そらさないで」

　だが目の前にいる彼女は、本当に自分の娘なのかと疑うぐらいに、強い目で毅き然ぜんと言い放った。食しよく卓たくテーブルを叩たたくほど感情的になっていた昨晩とも、様子が違ちがう。

「なっ──。何よその言い方は！」

　突とつ然ぜん変わってしまったような娘の姿に、母は余計に怒いかりを強くした。

「聞いてお母さん。私には、私の生き方がある。私の世界があるの」

「こんな世界に居たって、現実は良くならないわ」

「お母さんには感謝してる。私のために医者になって、いつも私の病気について研究してくれているから」

「じゃあ言うことを聞きなさい。今すぐ現実に戻って──」

「ここで話をさせて」

「……お母さんの言葉が、聞けないって言うの？」

「うん」

「あなた、今どこで誰だれのＦＩＩＤフイードを使ってるのよ。関係ないとは言わせないわよ」

「言えない」

「あのね、お母さんは本気で──」

「私はお母さんと話がしたいだけ。だから、言う必要はない」

「────ッ」

　パンッ──。

　末次文音は右みぎ頰ほほを叩かれる。しかし、

「……私は、話がしたい」

　一瞬逸らした目をすぐに母に戻もどして、意思を伝えた。

　二人がいる場所は初級街ヘルヘイムの最も人通りが多い表通りだ。そんな場所で親子が言い争って、あまつさえ手まであげていれば当然、周囲の視線も二人に集中する。しかしその視線もざわめきも感じ取ることができない程ほどに、母、末次天音は冷静でいられなくなっていた。

　娘の様子が、あまりにも現実と違いすぎる。

「あなたは自分が何をしているのか解ってないわ。──話？　話なら現実でいくらでも聞くわよ」

「お母さんは卑ひ怯きよう」

　パンッ──。

　右頰に次いで、左頰を叩かれる。ＨＰゲージが削けずられないだけで、痛覚が刺し激げきされないわけじゃない。叩いた末次天音も掌てのひらに残る感かん触しよくで、ここが仮想現実の世界であっても痛みが存在することを理解している。

　それでも末次文音はしっかり前を向いて、もう一度母の目を見た。

「現実の私はいつも、忘れる不安と向き合ってる。周りの人が覚えてて自分だけが忘れてしまう……そんな世界で、何をやっても自信なんて付かない。──仮想現実だって、最初はただ、機械に解決を期待してただけだった。でも段々、目覚めた時に──朧おぼろ気げだけど、心ここ地ち好よさが残るのを実感したの。現実に戻って何も思い出せないのは悔くやしいけど──。でも、それ以上に自分で何かを摑つかみ取りたい気持ちのほうが強かった」

「聞きたくないわ！」

「現実の世界にいる私は、記き憶おくがなくなっていくことに脅おびえている私。そんな私が相手じゃないと話さないなんて言うなら、やっぱり、お母さんは卑怯だよ」

　更に右頰を叩かれると、ついに心が折れそうになる。しかし何とか持ち直してまた、母の目を一直線に見た。

「お母さん、私のこと、嫌きらいでしょ？」

　そして、本音をぶつける。

「…………」

「私がいなければ……。私がこんな病気じゃなかったら、お母さんにはもっと普ふ通つうの幸せがあって、お父さんとも離り婚こんせずに済んだんじゃない？」

　泣いたっていい。

「…………そんなことはないわ」

「でもお母さんは、あれから狂くるったように勉強して、今もそのまま働き続けてる。多分、私にお祖父じいちゃんの姿を投とう影えいして、怖こわがってる」

「そんなことっ──」

「お母さんは私を見ているようで、でも本当は、私の顔なんか見てない」

「そんなことないって言ってるじゃない！」

「じゃあ私を見てよ！　──ちゃんと、今目の前にいる、私のことを見て話してほしいの！　お母さんは認めたくないかもしれないけれど、でも、ここにいる私も、お母さんの娘なんだよ!?」

　何度も大嫌いだと言われている『あの機械』。そう呼ばれるものがなければ存在し得ない仮想現実の末次文音は、これまで感情を伝える機会すら得ることができていなかった。

　記憶の継けい承しようもできない。端たん的てきに言えば、現実の末次文音にとって仮想現実における自分は、夢の中を生きるだけの存在と言える。

「お母さんが頑がん張ばってるのも知ってる」

　そんな取るに足らないような存在を、娘の一部として受け止めてほしい。

「お母さんが誰よりも尊敬するお祖父じいちゃんのことも、知ってる」

　無む茶ちやな願いかもしれない。こんなことをしなければ会うことすら叶かなわないのだから。

　そしてもし今日の出来事を母が無かったことにしたとしても、現実世界には何の影えい響きようも及およぼさない。きっと忘れてしまうのだから。たったその程度の小さな存在だ。

「だから仮想現実のことを嫌いになっても……。私のことを認めてくれなくても、仕方がないと思う」

　だからこそ、今という機会を逃のがしたくはない。

　何度叩かれても構わない。本音をぶつけて、

「でも、私はこう思うの」

　ほんの僅かでもいい。

「この世界を見て。この景色も、ここにいる人達も、私も、今のお母さんだって、全部、お祖父ちゃんがいたから存在するものなんだよ」

「──でも、その所為せいであなたのお祖父ちゃんは、おかしくなってしまったのよ。あなたはそれを見ていないから」

「……だから、私がこの世界の影響を受けて変わることが、怖いんでしょ？」

「あっ、あなたに何が解わかるって──っ！」

　再び振ふり上げられた掌を見て、しかし末次文音は一いつ切さいたじろぐことなく、

「あなたじゃなくて、ちゃんと名前で呼んでよ！」

　感情を直接ぶつける。母の手は振られることなく、静止した。

「……私、この世界があって良かったと思ってる。──今の私の目標はね、この、お祖父ちゃんが遺のこしてくれた奇き跡せきのような世界を、現実の私に届けること」

　思いの丈たけをぶつけて、自分という存在の、たった数日ログインしないだけで全すべての記憶を失ってしまうかもしれない不確かな存在の痕こん跡せきを、母の心へ──。

「それでね、いつかお母さんに言うの」

　文音は、それが遠く、今はまだ現実にならないことを知る切ない笑えみで、伝える。

「『お母さん、もう大丈夫だよ。もう、頑張らなくていいんだよ』……って」

　その瞬間、末次天音の目には、現実の娘と目の前の彼女が重なって映った。

　急に母の頰ほおを伝った涙なみだがどんな感情を表しているのか、末次文音にはわからない。わからないほど複雑で重い苦労をきっと、母は背負っている。

　そして最後に、まだ伝えなければならない言葉が残っていた。現実の自分が、いつかという未来に解決の希望を託しながら、飲み込み続けた願い。

「あの家に二人で暮らすのは、寂しいよ。……ううん、一番寂しいのはきっと、茜音だよ。また一いつ緒しよに……暮らそうよ」

　私は他ほかの誰でもない。目の前で泣き崩くずれるこの綺き麗れいな女性の娘で、いつも人一倍明るく振る舞ってくれる優しい少女の姉、末次文音だ。

「……三人でまた、ご飯食べよう。お母さん」

　末次文音は目の前で子供のように泣く母を、何も言わずに黙だまって受け止めた。




　スピリットアームズにログインしたコースケ関場宏介とバロール江本拓がギルドホールへ足を踏ふみ入れると早さつ速そく、肯こう定てい派と否定派に取り囲まれる。最大規模を誇ほこるギルド、クラウソラス全体を巻き込んだ騒さわぎはもう収めきれない規模にまで発展していた。

　昨日バロールに懐かい柔じゆうされた酔よっ払ぱらいは、いつの間にか反コースケ連合を率いるようになっているようだ。代表して前へ出て、コースケへ向かい立つと厳しい調子で言う。

「俺達が負けたら、俺達はもう末次文音の恋れん愛あい事情に口出しする気はねえ。だが俺達が勝ったら、その時は潔いさぎよく引退するんだな」

　また、話が少し変わっていた。いつの間にか引退が賭かけられている。そもそも、恋愛事情という言葉自体、コースケの耳には疑わしい。もちろん、そんな関係ではないのに一発殴なぐられるのも嫌いやだ。

　しかし引退は本気で困る。嫌だとか、そういう問題ではなくなっている。コースケは少なくとも引退の部分に関しては否定しなければまずいと思ったが、

「私達が相手で、勝てるつもりなの？　あんた達、頑張ってるとは言っても所しよ詮せん、その他大勢の寄せ集めじゃないの」

　二つの縦ロールを髪に携たずさえた小さな鞭むち使つかいが挑ちよう発はつすると、呼応して、

「勝手に隊長をアイドルみたいに扱あつかっておいて、その前提にある神聖さが失われそうだから相手の男を袋ふくろ叩だたきに──って、どんだけケツの穴が小さいんだお前らは！」

　矛ほこを持つアネットも、端たん整せいな顔が台無しになりそうな台詞せりふを放って更さらに挑発する。

　当然、コースケは焦あせって否定しようとするが、熱くなった彼ら彼女らは当事者である筈はずのコースケを無視して会話を進行してしまう。

「けっ。何とでも言いやがれ。ルールは人数制限無しの集団戦。相手を全ぜん滅めつさせたほうの勝利。それで文句ないな」

「ええ、受けて立ってやるわよ。数の力で押し切れるなんて思わないことね」

「私達がどれだけ隊長に近付こうと研けん鑽さんしたか、見せてやろう」

　──ああ、否定するタイミングをどんどん逸いつしていく……。

　しかしよく考えてみれば、いやよく考えなくても、コースケが原因で神聖さが失われるというのはおかしな話だ。男女として付き合ってるわけでもないのに。

　じゃあ今のこの状じよう況きようは結局、バロールが昨日の晩の状況を収めるために取った行動が誤解を生んでいるだけではないだろうか。コースケは隣となりに立つバロールの顔を恨うらめしそうに見上げるが、バロールはと言うと、只管ひたすらに申し訳なさそうな顔をしていた。




「鞭が近接攻こう撃げき用だと思ってるなんて、前線の戦い方を見てない証しよう拠こよね。弛たるんでるんじゃないの」

　肯定派の戦力は確かなものだった。

「串くし刺ざしにされたい奴やつだけ、かかってこい」

　肯定派には、末次文音を神格化することなく、追い求める存在として見ていた人間が多くいる。極きよく端たんに長い鞭を撓しならせるチルや、相手にも痛覚があるということを忘れていそうなほど情け容よう赦しやない矛裁きで的確に胸を貫つらぬき続けるアネットは格別に優すぐれているが、しかしその他の肯定派においても一歩抜ぬきん出た実力を持つ冒ぼう険けん者が多い。

　実際、否定派が三人がかりでかかっても、ほとんどの肯定派はそれを押し返している。

　末次文音の強さに憧あこがれ、追い求めた集団は、やはり強い。

「でもこれじゃ、キリがないわね」

　しかし一方で、戦せん況きようは拮きつ抗こうしている。否定派の人数が圧あつ倒とう的に多く、チルが呟つぶやいたとおり一人二人と削ったところで戦局の大きな変化はない。その上、肯定派の実力を知った否定派はより人数を組んで臨のぞむようになり、むしろ徐じよ々じよに押されているようにも感じる。

　彼ら否定派は末次文音を神聖化して、信しん仰こうの対象のような存在として見ている。といっても、手の届かない神聖な存在として崇あがめる者もいれば、舐なめ回すような視線を送り続けていた者もいる。肯定派がこれほど怒おこるのは主に後者の存在に対してのように思えるが、前者であってもこの場に立っている可能性は十分にある。

　どちらにせよ彼らは今、狂きよう気きに満ちた目を肯定派、特にコースケへ向けていた。

　──そりゃ、樽たるの中に隠かくれるはずだ。

「ちくしょうっ！　全然当たらねえ！」

　しかし彼らの狂気に満ちた目が、徐々に混乱へ変わっていく。

　中間距きよ離りで攪かく乱らんし戦場を優位に働かせる。コースケはこのスタイルで最高難度のエリアまで辿たどり着いた。そこで末次文音に魅み了りようされ剣けん士しを志してからの出来は惨さん憺たんたるものだが、元来の戦い方ならば決して『その他大勢』の中では見み劣おとりしない。

　バロールが大おお太刀たちを必死に振り回して敵の剣を捌さばいている場から僅わずか数メートル距離で、コースケは短い距離を縦じゆう横おう無む尽じんに躍やく動どうした。

　──遅おそい。

　腰こしにナイフが装備されているが、抜く素そ振ぶりを見せない。ただの一度も攻撃に転じないコースケに相手は苛いら立だち、つい片手剣を大おお振ぶりしてしまう。

　──そんなに振りかぶったら、避よけてくださいって言われてるようなものだけど。

　思った直後、横からバロールの大太刀が割って入る。

「あっ……」

　ダメージも衝しよう撃げきも大きい大太刀に、目の前の男が吹ふき飛ばされた。

「ふぅ──。やっぱ相あい性しよう良いわ。オレとお前」

　まだコースケが投げナイフで戦っていた頃ころを思い出して、バロールは懐なつかしげに言う。

「誤解だってわかってて、よく攻撃できるな」

「黙ってやられたら、何か解決するのか？」

「相手はモンスターじゃないんだ。やられたら痛いだろ」

　二人は背を付けて周囲を警けい戒かいしながら語る。

「お互たがい様だ」

「拓が巻き起こした状況じゃん」

「だから本名で呼ぶなって。──それに誤解だろうが何だろうが、末次が思い通りの女の子じゃなかったから暴れるなんて奴らと仲良く同じギルドにいるのは、無理だと思うがね」

　二人の正面で、同時に否定派の刃やいばが襲おそいかかる。バロールは力ちから尽ずくで弾はじき返し、コースケは縦に振られた剣を横にズレて躱かわすと、そのまま距離を取った。

　末次文音と繰くり広げた、たった二人で碧へき竜りゆう討とう伐ばつというバロール曰いわく自殺志願クエスト。コースケはその過程で手に入れたアジリティで碧へき竜りゆうの攻撃すら既すんでのところで躱し続けた。

　だが身体能リミツト力補正ブレイクが超ちよう人じん的に動体視力を上げることはないし、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスのある世界で自分へ向けて振られる剣を、正常な精神状態を保って躱すことは容易ではない。

「って、後ろ空けてんじゃねえか！」

　背後にある筈の気配が消えてバロールが顔だけ振り向くと、そこにコースケの姿がなかった。何のために背中を預け合っていたんだか、と、嘆たん息そくする。

「くそっ、まともに勝負しやがれ……っ！」

　否定派は隠しきれない苛立ちを言葉に変へん換かんする。

　どう見ても、コースケはわざと、ギリギリのところで躱している。最も狙ねらわれる立場であり殆ほとんどの状況で多対一になっているにも拘かかわらず、冷静な判断力を保っている。

「お前、普ふ通つうじゃねえぞ……」

　目の前で四方八方から武器を振られて、まともな人間がここまで冷静でいられるものなのか。それも武器を持たず、身一つで──。否定派も、武器を手にしない少年の放つ余よ裕ゆうにどれほどの異常性が秘ひめられているか、勘かん付づき始めた。

「話を聞いてください」

「うるせえっ！」

　だが、冷静な物言いと余裕が余計に怒いかりを買ってしまう。

「クラウソラスが分ぶん裂れつしたら誰だれが一番悲しむか、わかってるんですか？」

　それでもコースケはこの場を収めなければならない。

　確かに分裂する原因は燻くすぶっていた。対立構造もあった。だが、それでもクラウソラスは末次文音を中心に固い結束力を持つギルドだ。

　ギルドに身を置く理由の違ちがいはあれど、末次文音を中心に据すえる仲間が本気でやり合うなんて──。

「俺達を裏切ったあの女が泣いて慰なぐさみ者になるなら本ほん望もうなんだよ！　それで俺達も少しは報むくわれるってもんだ！」




「なんだよ。コースケのやつ、強いんじゃん」

　闘とう技ぎ場の観客席を縫ぬう通路で立ち見をして、イルは呟いた。

　観客席は満員御おん礼れいである。なにせ一人の少女の恋愛感情を巡めぐって、スピリットアームズ最大規模を誇るギルドが真っ二つに割れて争っているのだから、単なる見み世せ物ものとしても集客力はある。加えて、闘技場の勝敗は賭け事の対象だ。戦っている当事者に負けず劣おとらずの熱さで観客も拳こぶしを振り上げた。

　しかしこの戦いはあくまでクラウソラスの分裂危機騒そう動どうである。もちろんクラウソラスに所属しながら観客として傍ぼう観かんする者もいるわけだが、その中には居ても立ってもいられなくなってこの紛ふん争そうに中ちゆう途と乱入──もちろん正式な手続きに則のつとって──する者もいる。その度たびに戦力バランスが僅かに崩れて賭け率が変わり、怒ど号ごうと声せい援えんが入り乱れた。

　だが、ではどちらが勝てば分裂し、どちらが勝てば騒動が収まるのか。どちらが勝っても分裂するのか、もしくはどんな結果であれ結局は収まり最大規模を維い持じするのか。それは見ている人間も、戦っている本人達ですらも、理解していない。

　解決策はなく、ただ正当性を主張してぶつかっているだけだ。

　今からでも事の発ほつ端たんが誤解であることをハッキリと示して、戦う理由が見当違いであったと両者が理解すれば、和解に成り得るのかもしれないが、

「さて、どうしたものかねえ」

　イルは顎あごに指を当てて考えた。刹せつ那な、腰の丁度中心に金属の先せん端たんらしき感かん触しよくがして、思わず快感に震ふるえる。

「そこは悪お寒かんとか恐きよう怖ふで震えるところでしょう。普通は」

「性せい癖へきは人それぞれ……さ」

　ふっ、と息を吐はいてそんな言葉を吐いた友人に、

「何を『格好いいセリフ言ってやった』的な感じで変態を吐と露ろしてやがりますか。それよりこれはどういうことか、早く説明しなさい」

　母がログアウトしようとする直前にイルからメッセージが届いた。しかし『闘技場に来い。コースケが戦ってる』たったそれだけの短文だ。初級街ヘルヘイムから駆かけつけた末次文音は、状況の説明を求めて切っ先を腰からうなじへ移動させる。

「あっ……んっ……」

「本気で切り落としますよ」

　どこをだよ、と言いたいところだったが、切っ先は首に当たっているし声が本当に本気のようだったから、イルは大人しく観念した。

「あー、あれはだな……。クラウソラスがコースケを文音の彼氏と認める派と認めない派に分かれて、紛争をおっ始めたんだよ」

「は？」

「昨日、ギルドホールからコースケを連れ出した時に、勘かん違ちがいされちまったらしくてな。それがこじれて、こうなった」

「だっ……だから秘密にしておけば！」

　その言葉に、イルは末次文音のほうへ身体を向けて、顔をしかめた。

「お前、本気でそう思ってるのか？」

「それは……」

「ここにお前がいるってことは、母親と話、できたんじゃないのかよ。確かに私は約束を破って強ごう引いんなことをした。そこは謝ろう。やり方も悪かったし、正直、悪ノリもした。──だが本気で文音のことを考えていたし、何よりも、私は友達を失いたくない。たとえクラウソラスが空中分解することになったとしても、後こう悔かいはしないな」

「空中分解……」

「それに、あれはお前が蒔まいた種でもある」

「どういう意味？」

　イルはあくまで真剣な表情で、言った。

「クラウソラスがここまで大きくなった要因は、お前に憧れる人間の多さと、お前を崇すう拝はいする人間の多さだ。ただお前の強さに憧れる奴らだけなら、お前が誰とどういう付き合いをしようが何も言わないだろうよ。でもお前を崇拝している奴らはそうじゃない」

「私は崇拝されるようなことを進んでした覚えは、ないんだけど。剣を掲かかげたり、そういうのは全部イルのアドバイスがあったから──」

「……お前、それはちょっと卑ひ怯きようじゃないか。お前だって、──まあ有あり体ていに言えば下心があるような目線で見てくる連中とか、異常に粘ねん着ちやく質しつな冒険者とか、そういう奴に心当たりがあるだろ。沢たく山さん。それを放ほうっておいたのは誰だ。私はあんな連中の力まで借りろとは一言も言ってないぞ」

　心当たりがあり本気で対応しなかったからこそ、洋樽に隠れ、フィールドを高速で闊かつ歩ぽして人目を避けていたのだ。末次文音は言葉が見つからず黙もくした。

「お前は連中を快く思っていない半面、そいつらが我先にと競きそって献けん上じようしてくれた金かねや物を利用して、クラウソラスをここまで大きくしたんだ。違うか？」

　二人はクラウソラスが結成される以前からの付き合いである。

　先に最難関エリアであるアースガルズへ辿り着いていたイルは、ソロでここまで辿り着いたという無む謀ぼうな女の子がいると聞いて、興味本位でその戦い振ぶりを見に行った。

　そこにはボロボロになりながらモンスターへ立ち向かう文音の姿があった。カリスマ性など無い。単なる、このエリアにようやく辿り着いたばかりの、無謀な女剣士。

　しかしイルは心の底に楔くさびを入れられたかのように心こころ惹ひかれた。そして関かかわれば関わるほど、放っておけなくなったのだ。




「なあお前、なんでソロで戦うわけ？」

　パーティを組んだほうが、絶対に効率的なのに。第一──、

「そんなに痛い思いをしてまで戦う必要、ないだろ」

　安全な範はん囲いの痛覚規制なんて、リアルさを求める以上、安全な範囲の限界値に設定されているのだから、本来スピリットアームズでは『死なないように万ばん策さくを尽つくす』ことが定石である。

「あなたには関係ありません」

　幼すぎる少女は痛手を負った身体を引き摺ずるように歩いて、冷たく言い放つ。彼女が街へ帰ってくる時は、常にこんな有様だ。それでも、以前はそのほとんどを死からの復活という形で帰き還かんしていたのだから、確実に成長はしているのだが。

「おい、また一人かよ。んでまたボロボロかよ」

「関係ありません」

　毎日こんな会話を繰り返す。しかし、この会話をもう何度繰り返しただろうかと思うようになった頃、末次文音は突とつ然ぜん、本音を溢こぼした。

「痛みがあるほうが、記き憶おくに残ると思うんです」

　一度溢した本音は、ダムを決けつ壊かいさせたかのように溢あふれ出して、末次文音が抱かかえる大おお凡よそ全すべての悩なやみを打ち明けるに至らせた。

「なるほどねえ。記憶が残るか残らないか──。そりゃ、私には想像も及およばないぐらい、大変な話だ」

　末次文音にとってイルは現実と仮想現実を問わず、人生における最初の友人だった。

「あなたのことも、明日あしたログインする頃には、忘れていてもおかしくないんですよ」

　そして末次文音にとって、イルという存在を連日記憶できていることはまだ奇き跡せきであり、もしくは可能性の低い偶ぐう然ぜんの出来事であり、日常ではなかった。

　だからこそ、今ある非日常がいつ終わるかもしれないということを、伝えた。

　そして伝えてしまえば、距きよ離りを置いて接してくれるんじゃないかと、後ろ向きな期待をかけた。だが、イルはそんなことお構いなしといった感じで、

「いいよ。忘れられても。そしたらまた付きまとうから、そん時はよろしくな」

　そう言って笑う友人の顔は、憎にくたらしいほど可愛かわいくて、少し、嫉しつ妬とした。

「なあ文音、ギルドを作ったらどうだ」

「何故なぜですか？」

「もしお前が記憶をなくしても、ギルドの隊長を忘れる奴やつなんていねえだろ。自分がこの世界のどこで何をしていた人間なのか、思い出させてくれるかもしれねえじゃんか」

「……でも私、パーティも組んだことがないし、これからも組むつもりなんてないし。そんなのがギルドを立ち上げたところで、参加してくれる人なんていないと思う」

「大だい丈じよう夫ぶ。ここだけの話だけどな、実は最近、お前のファンを公言する奴が増えてきてるんだよ。そいつらが絶対参加してくるはずだって」

「その人達って、男の人じゃないの？　私、男の人はちょっと──苦手、かな。家族が同性だけしかいないっていうのも、あるとは思うんだけど」

「んー、まあ数でいえば男のほうが多いけれど、スピリットアームズ自体、男の冒ぼう険けん者のほうが多いから、そこは何ともな。でもお前に憧あこがれてる女だって少なからずいるんだぜ」

「そう言われても、私にギルドの運営能力なんて──」

「運営面なら私がフォローしてやるよ。つってもまあ、私は基本的に鍛冶かじ師なわけだし、ブ今ラッのドエギレンルドに世話になってるから、直接参加はできないけどよ。別に無理なことはしなくていいんだ。お前は今まで通り戦い続ければ、多分、それだけで人は付いてくるし、規模はでかくなる。まあ、本当に誰だれも参加してこないなら解体しちゃえばいいだけだから、ものは試ためしって感じで、どうだ？」

「……イルがそこまで言うのなら」

　そうして一夜のうちに立ち上げられたギルドは、光の剣けんを意味する《クラウソラス》と名付けられ、更さらに一夜を越こえた頃ころには急速に加盟者を増やして話題を攫さらった。




「確かにギルド立ち上げは私の提案だった。でも文音はそれを受け入れて、実行し続けたんだ。今のクラウソラスは、あそこで戦ってる奴らがいて、そいつらを受け入れてこそのものなんだよ」

「……イルは、何が言いたいんですか」

「そうだなぁ。まあ、不本意かもしれねえけど、結局のところお前はもう、この世界最大のギルドの隊長だ。あいつらを隊長らしく治めてギルドの地位を守るのか、それともお前のことを誤解してる連中を切り離はなすのか。それを決められるのは──」

　全てを言いきる前に、文音の目を見る。

「私だけ──ということですか」

「ああ。……ま、あいつらを黙だまらせることなんて文音には造作もないはずなんだけど、な」

　わざとらしく言う友人の顔を心底憎らしいものを見る目で一いち瞥べつして、末次文音は踵きびすを返した。あの騒動の中に直接乱入して大観衆の前でコースケとの関係を否定すれば、少なくとも今の混乱は一いつ旦たん収められる。落ち着けば誤解を解くために話し合う時間ぐらいは作れるだろう。そうすればクラウソラスの傷口をこれ以上広げるようなことにはならない。

　直接、否定すれば──。でも、あの人たちを受け入れるために──？

「んっ？　──文音、ちょっと待て」

「……なんですか」

「コースケって、強いのか？」

　イルは一度バロールに訊きいたことを、再度文音に問い直した。

「強くはないと思うけど。まあ、アジリティだけはそこそこ……。──碧へき竜りゆうを倒たおした分の経験値があるから、今はもうちょっと強くなってるかも。……それが何ですか？」

「へえ」

　口元を緩ゆるめて、イルはもう一度闘とう技ぎ場の中央、バトルフィールドに視線を移す。

「じゃ、もうちょっと見守ってようぜ。面おも白しろそうだ」




　ついに崩くずれかけた均きん衡こうに、観客が一層の轟ごう音おんを奏かなでた。

「遅おそいっ！」

　逃にげの一手だったコースケが反はん撃げきに転じた。武器に持ったのは手に馴な染じんだ投げナイフだ。一撃の威い力りよくは低いが、コースケは容よう赦しやなくそれを急所へ投じる。

「あいつ、こんな性格だったか……？」

　だがバロールにとってコースケの判断は、考えられないほど吹ふっ切れたものだった。コースケは簡単に物事を白黒に分けられるタイプじゃない。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、ハッキリ言えば、へたれだ。そして優やさしい。平気で人を傷つけられるタイプでは決してない。

　そんな親友が躊躇ためらいなく人間の心臓へナイフを投じている。いくら仮想現実とは言え、高精度ペイ痛覚刺ンセ激機能ンスがある限りは苦痛を与あたえる行こう為いに他ほかならないはずなのだが──。

　いや、そもそも末次を自宅へ受け入れた時点でおかしい。もし記憶が繫つながらなければ、もし母親の説得に失敗すれば、大おお事ごとになる。そんなリスクを背負える奴だっただろうか。

　目にも留まらぬ速さでコースケが横を通り過ぎると、すれ違いざま、

「ここは減らしたから、あとは頼たのんだ」

　普ふ段だんより低い声が頼もしく不気味だ。思わず鳥とり肌はだが立つ。

『本当に、死んでもいいと思ったんだ』

　噴ふん水すい公園で聞いたセリフが、頭を過よぎる。




　コースケはチルとアネットの元へ辿たどり着くと、

「チルさん、いくら鞭むちが長いからって、広こう範はん囲いを刺激しすぎて敵を引き付けられていません。俺とアネットさんを前に出して、至近距離に引き付けたところを──」

　コースケは明確に『敵』という言葉を使った。

「ん、わかった！」

「一気に片付けようってことか。……了りよう解かいした」

　チルとアネットは高位実力者だ。自分より圧あつ倒とう的に格上の人間に指示を出すなんて、普段なら腰こしが引けてしまうところだが、今のコースケには一つの言葉だけが頭にあった。

　──末次文音を、慰なぐさみ者ものにする。

　──泣かせることが、本ほん望もう。

　ふざけるな。お前達は今までどんな目で彼女を追っていたんだ。

　毎日傷を負って帰ってくる彼女の姿を見て、どんな感情を抱いだいて歓かん声せいを上げていたんだ。

　怒いかりが充じゆう満まんして身の振ふり方を忘れた瞬しゆん間かんに、頭の中でバチンと、何かのスイッチが切り替かわる音が聞こえた。碧へき竜りゆう討とう伐ばつで奮ふん闘とうした時とも違ちがう、禍まが々まがしい感覚が支配する。

　コースケは敵軍の中心へ突つっ込むと、投げナイフをそのまま手に持って直接相手の身体からだに打ち込む。投とう擲てき武器を近接戦せん闘とう用として使ったわけだが、それによって与えるダメージが大きく変わることはない。これは剣の間合いどころではない超ちよう至近距離で戦おうという意思表示だ。今のコースケにイップスの面おも影かげは欠片かけらもない。

　だがいくらアネットが傍そばにいるとはいえ、絶対的な数的有利を盾たてに囲まれれば、戦せん況きようは苦しくなる。それでも敵を誘さそい込んだところを攻こう撃げき範囲の広いチルが狙ねらえば、敵軍の数を一気に削そぐことが叶かなう。

　警けい戒かいされる中、徐じよ々じよに二人は包囲されていく。

　僅わずかに残る夕明かりと夜間照明が照らす闘技場は、重苦しくも緊きん迫ぱくした空気を孕はらんだ。

「お前ら、一いつ斉せいにいくぞ」

　敵軍の一人が声に出すと、タイミングを計り更に緊張の糸が張る。アネットは構えて迎げい撃げき態勢を取り、誰だれもが否定側の先手で動くと思ったところを、先にコースケが動く。

「え──っ、ちょ、待て！」

　驚おどろいて声を上げたのは、残されたアネットだ。しかし声を無視してコースケは一気に間合いを詰つめると、ターゲットにした相手の脇わきを通り過ぎながらトンッとナイフを心臓に置き残す。驚きよう愕がくと共に悲鳴を上げられるが、対人戦で急所を刺さしても結局はダメージとして計算される。恐きよう怖ふや驚愕とＨＰゲージの減り方は比例しない。

　現実なら死ぬような傷を負っても、この世界ではまだ戦える。
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　ならば、幾いくらでも刺してやる──。




「どう見る？」

　イルは興味深げにコースケの戦い振ぶりを観察し、隣となりで真剣な眼まな差ざしを送る文音に訊いた。

「きっと、自分とアネットを囮おとりに使って相手をおびき寄せ、チルが攻撃範囲に収めたところで一いち網もう打だ尽じんにするつもりだったのでしょう。そのために、あそこは待つべきでした」

「そういうことを訊いてるんじゃない」

「……彼は、あの速さが感覚に合っているのでしょう。私も生身より身体能リミツト力補正ブレイクを受けているほうが身体と感覚の一体感があります。……ただ、勢いに身を任せて戦うと、自分が想像しているよりも早く限界を迎むかえてしまいます。多分、もうそろそろ」

　言いかけたところで一瞬コースケの体勢が崩れかけて、動きが止まる。だがコースケは歯が砕くだけそうになるほどの力で堪こらえて、地面を蹴けった。再び同じ速度で動き出して、執しつ拗ような一撃を繰くり返す。表情からは遠目にも鬼き気き迫せまったものが伝わってくる。普段の、飄ひよう々ひようとしているというか、悪くいえばどこか頼たよりないような、そんな印象とは完全にかけ離れている。

「勢い、ねえ。あれは本当に、ただ勢いに任せてるだけなのか？　完全に別人の顔になってるぞ。もしかして碧へき竜りゆうと戦った時も、あんな感じだったのか？　もしそうなら、あれは多分お前のことが──」

「やめてください！」

　文音は感情的に叫さけんで、イルの言葉を遮さえぎった。

「私は──っ。私の記き憶おくも気持ちも、この世界から現実に伝わらないんです！　どうしようもないじゃないですか！　変な期待を抱かせないでくださいっ！」

　言い終えて、しまった、と口を押さえた。コースケが自分のことを憧れの対象としていることは知っている。きっと言葉を交かわす前から、そうなのだろう。しかし今、どう思われているのか。直接言葉を交わす仲になって、憧れは何かに形を変えたのだろうか。

「期待──ね。……おっ、チルが動いたぞ。あの鞭、なげーもんな。あれ、誰が造ったんだろうな。私もああいうの、造ってみようかな」

　鍛冶師としての興味をチラつかせながら、頼まれてもいないのに戦況を解説する。

「あー、あれじゃだめだ。否定派の奴ら足が動いてないぜ。あんなんじゃただの的だよ。全く、文音の立ち回りとか本当に見てないのかもな。それともコースケにビビったか？　まあ、何にせよこの騒そう動どうはそろそろ決着だ。…………あ、終わった。

　──よかったな。出番がなくて」

　親友の言葉に、文音はなにも返さなかった。そして徐おもむろに、場を去ろうとする。

「どこに行くんだよ」

「ギルドホールです」

「なんで？」

「肯こう定てい派が勝ったんです。誤解を、解かないといけないじゃないですか。隊長としても、この混乱を収めないと、どうしようもないじゃないですか」

「自分から誤解だって、否定したくないんじゃねえの？」

「──私が否定しなくても、彼が否定するでしょう。それならいっそ──」

「なるほど、ねえ」

　十字剣を背負う小さな後ろ姿が遠ざかっていく。こんなに重いものを背負わせるつもりで造ったわけじゃないんだが、と思い置いて、イルは親友の姿を見送った。




「あれ？　じゃあほんとに、文音ちゃんとはただの友達？　……マジ？」

　チルはとんでもない勘かん違ちがいの渦か中ちゆうに身を置いていたことを知って、顔を引き攣つらせながらオーバーアクション気味に上半身を引いた。対面するコースケは、少し悲しげに、

「マジです……。っていうかフレンド登録すらしてないから、友達と呼んでいいのかも怪あやしいところですよ」

　ついさっきバロールが、確実に誤解の原因は自分にある、と集まったクラウソラスの団員全員に向かって謝罪したばかりで、ギルドホールはしんと静まりかえっている。

　隊長の末次文音に、ナンバーツーとスリーの力を確しかと見せ付けたチルとアネット、そして獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくで観客を沸わかせたコースケ。役者は揃そろっているのだが。

　この場に否定派だった人間はいない。戦闘に参加しない否定派もいただろう。ある意味では一番賑にぎやかだった連中を失い、肯定派として参戦していた冒ぼう険けん者と、肯定寄りの傍ぼう観かん者ばかりが残っている形だ。そしてその全員が、誤解を知って呆ぼう然ぜんとしている。

　分ぶん裂れつ騒そう動どうで勝利を収めたところで、盛大に祝勝会という流れにならないことは火を見るより明らかだったが、それにしてもまさか、勝利して帰ってきたギルドホールがこんな雰ふん囲い気きに包まれるとは、誰だれも予想しなかった。

「すみません。隊長。出過ぎた真似まねをしました」

　アネットがバロールに負けない勢いで誠心誠意頭を下げると、

「いや、その、仕方ないです。私にも、原因はありますから。それよりも……その……、ありがとうございます。私なんかのために、戦ってくれて──」

　隊長こと末次文音は、身を縮ませて、なんとか聞こえる程度の声で言う。すると、

「隊長、可愛かわいい──」

　アネットは不意を衝つかれて呟つぶやき、そのまましばらく立ち尽つくしていた。

「…………？」

「だ、抱だきしめても良いですか!?」

「だ、だめです」

「そこをなんとか！」

「……じゃあ、ちょっとだけ。ちょっとだけですよ？」

「ふああああああ」

　似ているような、ちょっと違うような。ぬいぐるみのように抱きしめられながら、末次文音の頭にはイルの姿が浮うかんでいた。イルの変態性は確定として、アネットにもちょっと変な趣しゆ味みがありそうで怖こわい。

「……んー？　でも、ん？　うー、んん？」

　そんな二人を完全に放置して、チルは何処どこか納なつ得とくがいかないというように唸うなる。

「じゃあなんで、コースケくんはあんなに必死だったのかな？　ちょっと普ふ通つうじゃなかったよね？　ね？　おかしいよね？」

　要するに、彼女のためならあの形相と勢いも理解できるが、そうでないならば──ということだったが、

「あ、なるほどっ。片思いだ！」

　ギルドホール中に響ひびく声で言ってしまう。

「「違いますっ」」

　それに負けないぐらいの声で、コースケと末次文音は揃えて返した。

「びっ、ビックリしたぁ。──って、コースケくんはともかく、なんで文音ちゃんまで否定するのかな？　んんんん？」

　疑いの目を向けられて二人は顔を背そむける。そしてコースケは、とんでもない忘れごとをしていることに気が付いた。

「今、何なん時じ!?」

　ギルドホールに設置されている時計を見ると、もう夜の九時を回ろうとしていた。

「早く帰らないと！」

「あっ、そ、そうですね！」

　急に慌あわてだした二人を見て、全員が一体何のことかと、二人を見る。そんな視線に気付いて、しかし末次文音は覚かく悟ごを決め、唇くちびるを震ふるわせながら言った。

「ちょ……ちょっと、来てください」

「え、え？」

　コースケの手を握にぎって、半ば強ごう引いんにギルドホールの外へと連れ出す。手が触ふれるのは、今日で二度目だ。この瞬間を私は覚えていられるだろうか──と不安なのか期待なのかわからない感情を覚えながら、末次文音は人ひと気けの少ない街かい道どうへ出ると、

「話していないことがあります！」

　手を握ったまま少しだけ顔を近付けて言った。

「ん、ああ、お母さんのこと？　どうだった？」

「それはお陰かげ様さまで──って、違いますっ！　それも大切ですけれど！」

「えっと、じゃあ……なんだろう」

「あなたが今どこからログインしているのか……ということもありますが」

「あっ、ごめん！　黙だまって一人に……」

「でもそれは、理由もわかりましたし、もう問いません」

　末次文音は表情を変えず、続けて、珍めずらしく語気を強める。

「でも、私がログアウトした時、必ず、絶対に傍にいてください！」

　コースケは握られた手に鼓こ動どうを加速させられつつも、赤らむ顔に真剣味を持たせて聞く。

　確かに、現実世界で彼女は言っていた。

『……ＦＩＩＤフイードのある、何処か。そして私が目覚めた時、絶対にあなたが傍にいられる場所です』

　そして初めてＦＩＩＤフイードを使った中学での授業。彼女はログアウト後も、短時間ではあったが数人の顔と名前が一いつ致ちしていたという。

「忘れるより早く顔を見てしまえばいい──っていうことだよね。俺が先にログアウトして呼び出しボタンを押すよ。今いる場所からだと、ちょっとだけ時間が掛かかるけど……」

　その方法は妹の茜音と同じものだ。物理的にボタンを押す必要がある以上、そうしてログアウトすれば常に妹の顔があったのと同じようにして、関場宏介の姿があるだろう。

　だがそれを伝えられても彼女はまだ落ち着かない。そして落ち着かないまま、

「私のパスワードを教えますから、私に伝えてください！」

　年ねん齢れいより幼げで可愛らしい顔を紅潮させながら、必死に想おもいを籠こめて、これからの全すべてをコースケに託たくした。
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　関せき場ば宏こう介すけは慌てて江え本もと拓たくの家を出ると、自宅のある学生寮りよう──という名目の四階建てアパート──まで急いだ。自室に入ると眠ねむり姫ひめのように末すえ次つぐ文あや音ねが横たわっている。しかし今は見入っている場合ではない。迷わず緊きん急きゆう呼び出しボタンを押した。

　数秒してＦＩＩＤフイードが発光する色が変わるとログアウトが完かん了りようし、文音はゆっくりと意識を覚かく醒せいさせていく。

「……お帰りなさい」

「た、ただいまです」

「あの、俺のこと、覚えてる？」

「……はい」

「そう！　ああ良かった。よく考えたらさ、この状じよう況きようで忘れられてたら俺、誘ゆう拐かい犯になっちゃうよね」

「それも面おも白しろいかもしれません。今から叫さけんでも良いですか？」

「ちょっ、冗じよう談だんだよね？」

「冗談です」

　本気で焦あせって、本気で安心して、そしてホッと溜ため息いきをつく。

　その姿を見て、末次文音はクスッと小さく笑った。

「あの、とりあえずパスワードのことなんだけど」

「パスワード？」

　だが、パスワードのことは忘れているようだ。少し不可思議な感覚はあるが、パスワードにはログアウト後の入力時間制限がある。今はそこに構っている時間が無い。

「うん。こっちの君に伝えてほしい、って。ＣＩＤに入力、したことある？」

「あ──、実はその、私、機械音おん痴ちで……」

　そういえばパーティを組む操作方法もわからないって言ってたな、と、コースケは一昨日おとといのことを懐なつかしい感覚で思い出した。

「ＣＩＤ、持ってる？」

「は、はい。一応カバンに──」

「じゃあそれを握って、『ワンタイムパスワードを入力』──って言えば、音声認にん識しきしてくれるよ」

「や、やってみます！　えっと──わ、ワンタイムパスワードを入力っ！」

　なにかの呪じゆ文もんを唱えるかのように力が入っていたが、ＣＩＤは冷静に認識してくれた。

「これがそのパスワードなんだけど」

　関場宏介はノートの切れ端はしに書き起こした英字を、末次文音に見せた。そこには、

「『memories』……。思い出──？」

「最低限の八桁けたでわかりやすい言葉。君が少しでも思い出しやすいように──だと思う」

　どんな世界を生きているのかもわからない自分が決めたパスワード。しかし仮想現実に生きる自分も共通の問題を抱かかえているのだと実感する。

　不慣れな手つきで急いでＣＩＤにパスワードを入力すると、次いで同じカバンから愛用のボールペンと一冊のノートを取り出した。表紙には『覚えていたら書くこと！』と太字のマーカーで書かれている。

　その一ページ目に、末次文音はパスワードを記した。

「映像とか画像、あるんじゃない？　ＦＩＩＤフイードには感情が高まった瞬しゆん間かんを切り取る機能があるから、印象的な場面とか、保存されてると思うよ」

「え──と、これ……かな？」

　ＣＩＤは細かな光を発して、空中に大量の映像と画像を映し出した。

「わ──ぁ」

　その多すぎる記き憶おくの欠片かけらに、末次文音は圧あつ倒とうされた。

　映像には、汗あせを流ながしながら剣を鍛たん造ぞうするイルの姿や、碧へき竜りゆうに丸まる吞のみされるコースケ、碧へき竜りゆうに立ち向かうコースケに、イルとバロールを加えた四人の集まった自宅に、闘とう技ぎ場で戦うコースケの姿。そしてついさっきの、ギルドホール外でのコースケの……。

「なんか俺、多くない？」

「友達なんですよね？」

「ああ、まあ、そっか……」

　新しい記憶のほうがより強調されているのかもしれない。少なくともこの三日間に限ってはかなり多くの時間を彼女と過ごしたのだから、ならばこういう結果になるのかな、とコースケは納得する。納得はするが、あの末次文音がこんなにも自分のことを見ていてくれたのかと思うと、気き恥はずかしくなってくる。

　──そういえば自分のＣＩＤも見せたわけだけれど、なにが映っていたんだろう。まさか、彼女ばかりが映っていたりしないだろうか。

　実際にはそれどころではなかったが、宏介の考えは及およばなかった。

「これ、お母さん──」

　仮想現実の世界で初めて会った瞬間の、母の姿。

「ああ、この人がお母さんなんだ。凄すごい美人だし、やっぱり似てるね。まるで姉妹みたい──っていうかこれお母さん!?　何歳なの!?　若すぎるよ！　凄い美人！」

「二回も言った……。ちなみに、お父さんはいませんが。狙ねらいますか？　空席ですよ？」

「いやいや、そういう意味じゃないけどさ」

「そうですか。残念です」

「残念なんだ……。もう、どうリアクションを取ればいいのかわからないよ……」

　なんだか現実では悪戯いたずら好きというか、言葉に翻ほん弄ろうされることが多いように感じる。

「──ところでこれは、なんでしょう」

　いつものように無表情ではあるけれど、誰だれが見てもわかるぐらい楽しそうで、目を輝かがやかせながら色々な映像と画像を代わる代わる見続けていた彼女が指差した、一枚のメモ。

「テキストデータだよ。向こう側の君が君に伝えたいこととか、書いてあるんじゃないかな。読んでみたら？」

「伝えたいこと……」

　ぽそりと呟つぶやいて、空中投とう影えいされるメモに触れる。メモはくるりと宙を舞まってノートサイズの紙に変わると、所有者、末次文音が丁度読みやすい位置に降りた。

『自分に言こと伝づてをするというのは、変な感覚です。だって私は、これを読んだ気持ちを、きっと覚えてる。──でも、あなたは私のことを知らない。私のことを知らないあなたにここでの出来事を事細かく伝えたところで、きっと他人ひと事ごとのように感じてしまうでしょう。そういうのは全部、画像や映像に任せます。

　私は今、仮想現実の世界。スピリットアームズというゲーム世界にいます。変な関係ですね。本当は一人のはずなのに、二つに分ぶん裂れつしてしまったようで、でも私は全部覚えているから……。まあ、この話は私たちにとって重要だけれど、パスワードが伝わったのならこれからいくらでも伝えられるし、何より、今そこにいるあなたには、もっと大事なことを伝えなければならないので、省きます。

　私は多分、関場くんのことが好きです』

「ふっ、ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ!?」

　末次文音は突とつ然ぜん、爆ばく発はつ寸前なんじゃないかというぐらいに耳まで真っ赤になって、爆発したんじゃないかというような声を上げた。

「どうしたの!?」

「ひゃぅぁ!?　なっ、なななななっ、なんでもありません!!」

　どう見ても何かあっただろうと言いたいところだったが、

「関場くんは、あ、あっち向いててください！」

　後ろを向けと言葉と指で示されて、関場宏介はよくわからないまま背中を向けた。

『これ、関場くんの前で読んでいるのでしょう？　これは部屋に上がり込むなんていう、とんでもないことをしでかしてくれたあなたへの、仕返しです』

「くっ──」

　末次文音は凄せい烈れつな不意打ちを食くらって、仮想現実の自分を睨にらみたくなる。

『まあ、諸もろ刃はの剣つるぎもいいところですけれど……。

　でもあなたのお陰かげで、どうやら私は記憶を失わずに、もう少しこの世界で生きていられそうです。本当に感謝しています。ありがとう。

　私の存在って、なんなのでしょうね。たった数日ログインしないだけで全てを忘れてしまうかもしれないなんて。そしてあなたは、果たして自分のメッセージを覚えていられるのか。いっそ忘れないようにノートへ書き写してしまってはどうでしょう。ああもちろん、関場くんの──というところも含ふくめて全部ですよ？　さぞ恥はずかしいことでしょうね。

　……さて、自分を虐いじめるのはこれぐらいにしておいて。

　パスワード、ちゃんと書きましたか？　パスワードだけじゃなくて、横にちゃんと、ＣＩＤに入力すること、って添そえてくださいね。あとでパスワードを見て、なんだろうこれ？　ってなっても、私は知りませんからね！　あと、読み終わったらすぐに帰りなさい！　今何時だと思ってるんですか!?』

「私とお母さんが似てるって、こういうこと？　っていうか、遅おそくなった原因、私じゃないよね？」

　一人でメッセージと対話する。その声は関場宏介にも届いていたが、なんだか微笑ほほえましく思えて、聞こえないフリをした。

『帰ったら、茜あか音ねにちゃんとお礼を言ってください。お母さんとのことは……。私は伝えたいことを伝えられたので、あとはあなたに任せます。

　──いくらでも伝えたいことがあるのに、時間がありません。でもこれからは……。またこんな風にメッセージを残せるのなら、また今度、でいいのかなって思います。

　また今度。

　いつかあなたが、自分や家族じゃない誰かにこの言葉を言える日が来ることを、願います』

「……も、もういいですよ。読み終わりました」

　ようやく赦ゆるしを得て振り向くが、何故なぜかノートを盾たてに顔を隠かくしている。

「なんで、顔隠してるの？」

「────っ」

　その姿は小動物のようで可愛かわいいが、これ以上刺し激げきすると嚙かみ付かれてしまいそうな気がして、宏介はそれ以上追つい及きゆうしなかった。ただ、そのままにしておくわけにもいかず、

「あの、それで、どれぐらい覚えてるのかな。向こうでの出来事とか、学校での出来事とか」

「む、向こうでのことは、あまり。あなたと喋しやべったような気はしますけれど、あとは母と……その程度です。周りにいた人とか景色とか、言葉とか。そういうのが全部、抜ぬけ落ちちゃってます。学校での出来事は、あなたの顔と名前と、景色と、会話だけ」

　これは仮想現実の彼女が言ったとおりの結果だ。

「──蓄ちく積せきと連続性、かもしれません」

「ああ、連続性。前に聞いたよ。忘れる前に同じ人を見れば記憶が続く、みたいな」

　しかし仮想現実のゲーム世界と現実に連続性はない。そもそも仮想現実に現実と全く同じ景色があるなんていうのは、一部の著名な建築物や歴史的遺産ぐらいのものだ。当然、この部屋も末次文音の自宅も、仮想現実には存在しない。

　記憶とは様々な情報が絡からみ合って結び付いてようやく形になるもので、景色も重要な要素だ。それが抜け落ちたならば、他ほかの記憶が同時に失われても不思議はない。

　それでも景色やその他の記憶を全すべて失ったとしても、同じ人物が目の前に居続けたならば連続性によって記憶が続くのだろう。

「でも、連続性だけでは──」

　しかし校舎の五階、外階段の踊おどり場で初めて言葉を交かわした時に、文音は宏介と初めて話す印象を持たなかった。仮想現実での蓄積や好意的な感情の影えい響きようかもしれないが、

「今の私の認識では、あなたの記憶は茜音から名前を伝えられたところから始まっています。ですが……実際には、違ちがうんじゃないですか？　私とあなたは、現実でも何度か接せつ触しよくしていたり、しませんか？」

　向こう側での蓄積があるならば、十四で仮想現実を手に入れてからもうとっくに一年以上の月日が経たっているのに、何一つ僅わずかも思い出せないというのは、おかしい。向こう側の蓄積が今の私には全く伝わっていないのではないかと、末次文音は推測した。

「うーん。入学式に声をかけて、その後も挨あい拶さつ程度なら、休日以外ほとんど毎日声をかけてるかなあ。君は不思議そうな顔をするだけだったけどさ。あ、でも会え釈しやくぐらいはしてくれる日もあったよ。結構嬉うれしいもんだよね、あれ」

「そ、そうですか」

　何度声をかけても返ってくるのは精々、会釈程度。そんな悲しい話を笑え顔がおでされても、と末次文音は困るが、どうやら自分がやったことらしいから何とも言いがたい。

「私は一年ぐらいの時間をかければ、担任の先生の顔ぐらいは覚えられるんです。その後会わないでいると、また忘れてしまいますが。きっと私の中で、あなたの記憶があまり間を置かずに蓄積され続けていたんだと思います」

　何度か、そういう存在が現れてくれないかと願ったことがある。自分が誰かに話しかけることはない。話しかけたということを忘れてしまうのだから。しかし何度も語りかけてくれる誰かがいるなら、それはいつか認にん識しきできる記憶となる可能性がある。

　こんな、どうやって人と接したらいいのかもわからない自分にそんな人が現れるなんて、ただの都合がいい夢物語。そう思っていた。

「そこに連続性が加わって、なんとか保っている。そういう感じなのかもしれません。──すみません。自分のことなのに、全然わかってなくて」

　現在の医学で解明できないという話だったから、本人であっても全てを把は握あくできていないのは無理ないだろう。関場宏介は首を振って、気にしないで、と伝えた。次いで、

「あ……、これ、今日の俺かな。──自分でも結構無む茶ちやな戦い方をしたような気がしてたけど、こうして見るとほんと、無茶苦茶だ」

　話題を映像に移した。そこには、闘技場で戦う自分の姿がある。

「──それ、なんだか怒おこってるみたいですけれど、いつもそんな感じなんですか？」

　仮想現実の世界で、好きになった相手──。興味がないはずがない。

「いや、これは……。なんて言えばいいのかな。向こうの世界の君は凄い存在で、俺だけじゃなくて色んな人に憧あこがれられてて、その世界で一番大きな集団の隊長で──」

「私が……ですか？」

　まだ下ろしきっていないノートから覗のぞく目が、信じられないという風に丸くなる。

「うん。──そんな君が、なんか……その……、俺と付き合ってるとかいう噂うわさが流れて、それが集団的な争いに発展しちゃってさ」

「こ、怖こわい世界ですねっ」

「俺もそう思う……。ちょっと、いやかなり、ビックリした。……それで、最初は誤解を解かないといけないとしか思ってなかったんだけど」

「誤解……ですか」

　向こうの自分は、好きな人にそんな誤解を必死に解こうとされて、どういう気持ちになったのだろう。考えると胸が切なくなる。

「うん。誤解。でも中々解けなくて、伝わらなくて。その間に争ってる相手の本音というか、本ほん性しようみたいなのを知ってしまったんだ。君を泣かせられたら本ほん望もうだとか、そういう──。それを聞いて、なんだか……怒ったまでは覚えてるんだけど、その後のことは、あまり覚えてない。周りの反応で、無茶な戦い方をしたんだな──ってことはわかったけれど」

「覚えてない……ですか。なんだかそれ、私みたいですね」

「──あはは。本当だ」

　そう言って笑う顔は、映像とは全く似ていない。

「でもきっと、私は辛つらかったんじゃないかな」

「…………え？」

「こんな顔をさせてしまったんでしょう？　多分これ、嬉しくて映像に残ってるんじゃなくて、悲しくて辛くて……、泣きそうな気持ちで見てたから、残ってるんじゃないかな」

　確かに、この映像が嬉しくて残っていると考えるのは、少しおかしい。なら別の種類の感情が高まったと考えるほうが自然だろう。何より、記き憶おくは繫つながっていなくても彼女は彼女だ。本人が口にしているのだから、そう思わせてしまった可能性は高い。

　自分が、末次文音を悲しませた──？

　関場宏介はそれ以上、なにも言えなくなってしまった。

「そんな顔しないでください」

　しかし末次文音は、ある確信を抱いだいた。今の話を聞く限り、彼は少なくとも、向こうの私には、どんな種類であれ好意を抱いている。それが近しい異性としての感情なのか、学校で言っていたように、単なる憧れなのか、それはわからないが。

　向こうの私……。そう考えると一人だけ置いていかれたような気分になる。

「……そろそろ、帰らないといけません」

　もう夜が更ふけている。いくら日が長い季節と言えど外はとっくに暗くら闇やみに落ち、帰ったら厳しく叱しかられるだろう。

「そうだね。……夜も遅いし、自動運行車を呼んだほうがいいよ。下まで、送るから」




　自動運行車は事前にどこで待っていれば客が来るかを予測しながら待っているから、呼べばすぐにやってくる。しかしこんな時間に学生寮りようという名のワンルームアパートから呼ばれることはさすがに想定していなかったのか、珍めずらしく時間がかかった。

　ようやく到とう着ちやくするとすぐにドアがスライドして、機械音声で乗車を促うながす。少し気まずくなった時間が終わると同時に、今日という名の日常とかけ離はなれた一日が、終わる。

「あ、あのっ！」

　感傷的な空気を打ち破ったのは、文音だった。

「あなたは、向こうの私のこと、どう思ってるんですか？」

「どう……って？」

「だってあんなに怒って……。それって、単なる憧れ、なんですか？」

　答えてもらえたとして、向こうの私に対する感情だ。それでもこのまま疑ぎ問もん符ふで終わりたくない。このあとすぐに忘れるとしても、確信を抱きたい。

「ひょっとして、好き──なんですか？」

「えっ、ええ!?」

「答えてください」

　それにあんなメッセージを寄よ越こした彼女に、少しの仕返しをしたところで、罰ばちは当たらないだろう。

「で、でもそれを言ったら、向こうの君は、覚えてるんだよね？」

「……言わなかったら、ログインしませんよ」

「ちょ、それは困る！」

「じゃあ答えてください」

　末次文音は関場宏介の顔を見ずに言う。とてもじゃないが、面と向かって言えるセリフではない。

「向こうの私のこと、好きなんですか？」

「…………多分」

　なんだか、さっき読んだメッセージにも同じ言葉が書かれていた気がする。多分とか、多分とか、なんでこうも煮にえ切らないんだと思ってしまう。一方で、この様子ならそう簡単に置き去りにされることはないと、僅かに安あん堵どする。

「関場くん！」

「は、はいっ」

「──向こう側で勝手にキスとかしたら、怒りますよ」

　言い終えると関場宏介の顔を一いつ瞬しゆん見て、次の瞬間には、ドアが閉まった。

　微かすかなモーター音が鳴る車内で窓から流れる景色を見て、末次文音は思う。

　──これぐらいの仕返し、許してくれるよね。

　楽しい一日だった。茜音から、学校で友達が声をかけてくると伝えられた時は、正直不安しかなかったけれど。まさかこんなに楽しい一日がこの世界にあるなんて、思いも寄らなかった。きっとこれが、向こうの世界から持ち帰る、正体の解わからない──けれど何故か心ここ地ち好よい、ふわふわとした朧おぼろ気げな記憶の正体だ。

「あ……あれ？」

　急速に頭から何かが抜ぬけ落ちて、宏介の顔が思い浮うかばなくなってくる。

　──でも、いつものこと。これが日常。ちょっと特別な一日が、いつもの一日に戻もどるだけ。それもパスワードを記したノートという、格別のプレゼントを持たされての帰宅だ。

　それなのに、顔を上げることさえ叶かなわない。

　堰せきを切った涙なみだがぽたぽたと落ちていく。

「忘れたく……ないよぉ……」

　連続性を保てずに失われていく記憶は、そんな感情も丸ごと奪うばい去った。
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「お姉ちゃんおはよーっ」

　末次家の二女、茜音は朝からテンションが高い。

「おはよう……」

　一方、長女は寝ねぼけ眼まなこを擦こすりながら、気け怠だるそうに言った。

　その姿を見て、母、天あま音ねは問う。

「何も、覚えていないのよね？」

　昨日はどうにも口が言葉を紡つむげず、朝になってようやく出た言葉が、これだった。

「何の話？」

「その──。昨日、何があったのか──よ」

「昨日？」

　文音は首を傾かしげた。

「──そう。じゃあ朝ご飯を用意するから、少し待ってなさい」

「えっ、ママが朝ご飯作ってくれるの!?」

「たまには、ね」

「やったーっ！　何年ぶりだろう！」

「何年……」

　天音は何年も手料理を振ふる舞まっていないことに気付き、申し訳なさそうな表情を見せた。しかし娘むすめは、

「お母さん、何か変わった？」

　嬉しそうに訊きく。

「別に、私は何も」

「でも楽しそう」

「うん、楽しそう！」

　そして楽しそうだと言う。

「そうね。少しだけ、良いことがあったかな」

　文音は一つ、小さな噓うそを吐ついた。首を傾げ、昨日のことを覚えていないように振る舞ったが、本当は昨日母に頰ほおを叩たたかれたことも、はじめて面と向かって母に逆らったことも、母が泣き崩くずれたことも、全すべて覚えている。

　末次文音にとって家族とは唯ゆい一いつ失われない記憶である。仮想現実の世界で家族と対面したことが一度もなかったから、現実に戻ってきて覚えていることに驚おどろいたが。

　ただ、母があれだけ苦言を呈ていする『恥はずかしい恰かつ好こう』がどんなものなのか、全く思い出せない。

　何より、どこで誰だれのＦＩＩＤフイードを使っていたのだろうか。

「げっ、そういえばママの手料理って──」

　キッチンへ向かう母の後ろ姿を見て、茜音の脳が突とつ然ぜんフラッシュバックを起こした。

「茜音はまだ小さかったから、覚えてないと思ったけど」

「あれだけ衝しよう撃げき的な味を忘れるのはちょっと無理……かな」

「覚かく悟ごしたほうがいい」

「今日も忘れられない日になっちゃうのかな」

「もしＰＴＳＤになっても、お母さんが診みてくれるから大だい丈じよう夫ぶ」

「え、私も患かん者じやになるの？」

「あの味なら、なっても不思議じゃない。むしろなって当然」

「そんなぁ」

「冗じよう談だん」

「──だからお姉ちゃんの冗談は解りづらいんだってば！」

　結局、天音がいざ調理を始めると最新型の家政婦ロボットと調理ロボットが異い臭しゆうを感知して一いつ斉せいにサイレンを鳴らし、強制的にキッチンへの電源供給を止めた。

　それでも天音は原因に気付かず、朝から修理・メンテナンスを請うけ負う会社へ連れん絡らくしたが、異常がないことを知らされると余計に、

「納なつ得とくできない」

　頰を膨ふくらませた。
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　夏が近い世界。現実世界で土曜の今日は、ログイン人数も多い。そんな中にあって群集の遥はるか先で、一人の少女が白銀の十字剣けんを天に掲かかげる。

　ログイン人数が多くても、群集の規模は少し小さくなったかもしれない。それでも群集と呼べるほどの人ひと数かずを集めるという事実は、彼女がクラウソラスの中だけではなくギルドの壁かべを越こえて、そしてソロプレイヤーからも認められていることを証明している。

「おい、いいのかよ。これじゃ前と変わらねえじゃんか」

　だが自分たち、特にコースケの立ち位置まで変わらないことに、バロールは疑問を呈した。

「いいんだよ。俺はまだ、あそこに行けるほど強くない。クラウソラスだって──。今度は俺達みたいなのが活かつ躍やくするようになって、また大きくしよう」

　結局、騒そう動どうは多くの離り脱だつ者を発生させ、クラウソラスは最大規模の座を譲ゆずった。

「でもこの距きよ離り感かんはちょっとなぁ。末次やイルは遥か先にいて、オレ達は相変わらずその他大勢の中。まあでも、お前は末次の家を知ってるわけだから、こっちの世界で会いたくなれば会えるってことだろうけど──」

「そのことなんだけど……。会うのは、控ひかえようと思ってるんだ」

「はっ？」

「現実の末次文音は、何処どこか寂さびしそうだった。なんか俺、こっちの事ばかり考えてて、現実を置き去りにしてたのかもしれない。──だって現実ではまだ顔と名前の一いつ致ちすらしてないかもしれないのに、こっちの世界でだけ会いに行くのは、なんか、おかしくないか。現実の末次文音の感情とか、どうなるんだよ。……って話」

「いや、そりゃそうかもしれないけどよ。そこまで難しく考えなくても、いいんじゃねえか」

「俺はまず、現実で名前を覚えてもらえるように頑がん張ばる」

「でもよ、こっちの末次には覚えてもらってるんだから──」

「そしてこの世界の俺は、強くなって、あの場所に並び立つ存在になるのが目標だ。それは変わらない」

「そりゃ、お前が強くなったのはわかったけどよ。剣への拘こだわりもなくなったみてえだし」

　バロールはコースケの腰こしを見る。そこに剣はなく、数本のナイフが装備されている。

「でも末次の強さはそういう次元じゃないだろ。お前が近付いたとして、ほんのちょっとだぜ？　……はあ。いったい、いつまで時間をかける気なのやら」

　会話に区切りが付いたところで、二人は群集の先頭を見み遣やる。

　剣を掲げる少女の隣となりには、もう一人、女の子が立っている。男性と見み間ま違ちがえるぐらいに背の高い赤あか髪がみの彼女は、ある意味、末次文音よりも目立っていた。

「前は気にならなかったけど、イルも当然のようにあの場所にいるんだよなぁ」

　バロールは妙みように感かん慨がい深げに言う。そんな親友を見て、コースケは手を摑つかみ、

「強くなるぞーっ！」

　周囲の視線を集めることを厭いとわず、叫さけんだ。

「お、おーっ？」




「文音、見たか？」

　イルは軽く屈かがんで耳元に口を近付けると、小さな声で言う。

　遠くに、繫つないだ手を高々と上げる少年二人の姿が見える。

「多分あいつら、つってもまあコースケだろうけど、実力でここまで辿たどり着くつもりじゃね？」

　イルが言い終えると、

「ん、丁度メッセージが……。お、バロじゃん」

「ば、バロ？」

「ん、名前が呼びにくいから、そう呼ぶことにした。──ふふっ、羨うらやましいか？　お前らは未いまだに名前すら呼び合ってないんだろ」

「いや、というかイルとバロールさんって、そういう仲なんですね。ビックリしました」

「違うけど？」

「はい？」

「仲が良いだけ。──ま、良い奴やつだとは思うけどね。面おも白しろいところもあるし、面めん倒どう見みもいいみたいだ。あっちから迫せまられたら断る気が無いっていう程度かな」

　本音を隠かくす気が更さら々さら無いのか、かなり高く評価していることは伝わった。

　これは相手──バロール──にそういうつもりがあれば時間の問題かなと、末次文音は受け取る。

「おっ、やっぱりあいつら、実力だけでここまで辿り着く気らしいぜ。──ん、なに？　コースケが現実の末次を置き去りにできないとか言って、まず現実で名前を覚えてもらえるように頑張るとか言い出してる？　それまで会いに行かない？　──ど、どんだけ回り道する気だあいつはっ!?」

　憤ふん慨がいに近い感情を露あらわにするイルの横で、末次文音は小さく笑った。

　記き憶おくから失われてしまった、現実世界での彼との会話。しかし彼が現実をより重く見るようになったということは、そこで何か、感情の繫がりのようなものを持てたのだろう。

「もうちょっと簡単に考えてくれりゃいいのに、面倒くさい奴だな全く」

　頭を搔かきながらイルが呟つぶやく。すると横からチルとアネットがやってきた。

「文音ちゃん、今日もソロ？」

「おいチル。隊長は誰とも組まないんだ。──あ、いや、例外はいたようだけど」

　別に悪気も意図もないが、アネットはコースケの存在を暗に口にした。だが、

「アネット、チル──」

　末次文音は二人に身体からだを向けると、突然頭を下げる。

「その……。今まで二人に冷たくして、ごめんなさい。──もしよければ私と、パーティを組んでもらえませんか？」

　これまでの戦せん闘とう前に見せていた凜り々りしい表情とは趣おもむきの違う、朝の柔やわらかい光を思い起こさせるような顔で言った。実力に大きな差があると言えど、これまで突つき放すように素っ気ない態度を取られていた二人からすれば、驚きの言葉だ。一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたが、すぐに、ようやく念願が叶かなったと大きく喜んだ。

「イルも一いつ緒しよに、どうです？」

「私？　私はクラウソラスの人間じゃないぞ？」

「そういう細かいこと、気にしない性格じゃないですか。──それとも私と一緒では、付いてこられる自信がないとか？　案外、可愛かわいいところもあるんですね」

　珍めずらしく上から目線で言う。だが、イルが大人しく引き下がるわけがない。

「ほほう。……今の言葉、必ず後こう悔かいさせてやる。実は私がナンバーワンの女冒ぼう険けん者だってこと、証明してやろう！」

　末次文音は、もう一度群集の一角へ視線を送る。チルやアネットとパーティを組む。つまり彼女達と同じレベルに到とう達たつすれば、共に行動しても、パーティを組んだとしても、もう、何もおかしくはない。必要以上に妬ねたむ冒険者だって、今のクラウソラスにはいない。

　そんなことを思いはするが、コースケの性格を思えば、下げられたハードルを良しとして受け入れるようなことはないのかもしれない。

　だからこれは、きっと、ただの自己満足──。

「じゃ、行きましょうか！」





◆◇◆◇◆






　休日明けの月曜日。関場宏介コースケがドアを開けて教室に足を踏ふみ入れると、いつもと変わらず手前に江本拓、一番奥の窓まど際ぎわ席に末次文音の姿が見える。実は席順など決まっていないのだが、それでも自然と人間は定位置を探し自分のエリアを形成しようとする。

「おはよ、バロール」

「おう、ってお前ここは現実だぞ。わざとやってるだろ」

「眠ねむそうだね」

「そりゃ土日をあんだけハードな狩かりに付き合わされたら、いくら身体が眠っても脳の疲つかれは取れねえよ。それも朝、つうか、ついさっきまでだ。眠くて当然──。あー、それよりお前、こっちの末次はどうするんだよ。名前、覚えて貰もらうんだろ」

「そうだねぇ……。色々考えたんだけど」

　関場宏介は窓際最さい後こう尾びを見み遣やった。

「声ぐらい掛かけたらどうだ」

　江本拓は言う。

「声っていうか……」

　中ちゆう途と半はん端ぱな言葉を残して、関場宏介は窓際最後尾へ移動した。

「おはよう」

「──おはようございます」

　末次文音が喋しやべった瞬間、教室が一気に響どよめいた。入学以来誰だれとも口をきいたことがないという珍ちん妙みような記録を樹立し更こう新しんし続けた彼女の記録が、止まる瞬間。

　──本当は、もう喋ってたんだけど。

　誰もいない五階の踊おどり場だったから誰も知らないだけ。ただ、この教室の中でそれを覚えているのは俺だけなんだよな──と、関場宏介は軽く感傷的になって思い返す。

「これ、君の写真。よかったら貰って」

　右手に持っていた写真を、目の前の少女に見せる。

「──これ、私？」

　写真は、昨日見せたものと全く同じだ。末次文音、コースケ、バロール、イルの四人が、フレームの中に収まっている。ただ一つ大きく違うのは、それがＣＩＤから照射されたものではなく、一枚の現像された紙写真であるということ。

「そう。何か覚えてる？」

　末次文音はふるふると横に首を振ふった。しかし、

「凄すごく楽しそう」

　僅わずかだが確実に表情を変えて、言う。

　その様子を対角線上──教室の中で最も遠い場所──から見ていた江本拓は、なるほどね、と呟いた。

　今の時代、わざわざ写真を現像する機会は少ない。ＦＩＩＤフイードを使えば現実と全く遜そん色しよくなく思い出が再生できてしまい、ＣＩＤを使えばどこでも空中に照射投とう影えいできる。

　しかし常に持ち歩くならば、現像した写真は最も確実に、安定して素す早ばやく、その絵を表示することができる。ただそこにあるだけで見ることのできる紙写真を持ち歩くことができれば、記憶の連続性や蓄ちく積せきには最適だろうと宏介は考えた。

　文音の席を離はなれた宏介は、拓のすぐ傍そばに座ると、

「今のこと、イルに伝える？」

「あいつとは情報交こう換かんするって約束しちまったし、仕方ねえな」

「なにその言い訳」

　あの中間試験からまだ四日しか経たっていない。

　いつもと変わらない窓際最後尾で、末次文音は写真を見て微笑ほほえむ。
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　するとカバンから愛用のボールペンを取り出して、自分の隣で妙に緊きん張ちようして写る少年の上に、関場くん、と書き加えた。







[image: あとがき]







　人の顔が覚えられない少女の話を書こう。最初はただ、それだけでした。

　そこへ関せき場ば宏こう介すけという少年が現れ、彼女が簡単に理解できるほど単純な少女ではないことを私に教えてくれました。

　彼女と彼は仮想現実という舞ぶ台たいで碧へき竜りゆう討とう伐ばつという冒ぼう険けんを繰くり広げ、それなりに仲を深めることとなり、彼女は自らの抱かかえる記き憶おくの問題を打ち明けてくれました。

　しかしその間、現実側の彼女はどうしようもなく困り果ててしまいます。

　──私、出番少ない。

　彼女は更さらに訴うつたえました。私を書かずに物語は成立しない、と。

　現実に身を置く彼女は派手な冒険を繰り広げることがありません。ひょっとしたら地味な存在なのかもしれません。でも、より未完成で、複雑な事情を抱えています。

　私は彼女を十分に解き明かすことができたのだろうか。そんな思いの中、一応の問題解決と僅わずかな記憶という土産みやげを彼女に持たせて、一いつ旦たん、物語を締しめくくりました。

　そしてスニーカー文庫の新人賞選考という大おお海うな原ばらに、彼女達を纏まとめて解とき放はなったのです。

　驚おどろくことに、彼女達は生せい還かんを果たしました。

「文あや音ねとコースケ達、生きてますよ！」

　もちろんそんなことを実際に言われたわけではないけれど、受賞の知らせを受けてまず、受賞の事実よりも彼女達の物語がまだ続くことを喜びました。

　そして命からがらボロボロになって大海原から生還した彼女達の中から、代表して一人、現実の末すえ次つぐ文音というやはり地味な少女が前に出て、賞金とトロフィーと受賞作家という、とんでもない土産物を私に突つき出しながら言うのです。

　さあ、私を書きなさい。

　執しゆう念ねんを感じる。いや、執念しか感じない。

　その想おもいに突つき動かされた私は再び、彼女を理解する旅に出ることとなりました。




　初めまして。本もと山やま葵あおいです。

『小説家になろう』や『カクヨム』が全盛期の今、とにかく物語を書いて応おう募ぼするという旧式の戦い方で刊行へ辿たどり着きました。ザクにはザクの戦い方があるのだよ。

　実は本作を書き始める直前まで『スピリットアームズ』という作品を書いていました。本作はその三年後を舞台とした別物語となります。本作では名前が出ていませんが、イルの所属するギルドの隊長『水みず葉は』という名で、彼女はそちらの登場人物でもあります。

　本家のスピリットアームズも本にしたいなー。という勝手な願望と、ＶＲＭＭＯが主な舞台だとわかるタイトルに！　という担当編集Ｔ様の意向を摺すり合わせた結果、『スピリット・アームズ　オブリビオン　君と剣聖少女の未完成な現実』という、本編のないスピンオフのようなタイトルとなりました。本家のスピリットアームズも本にしたいなー。




　私は書くなと言われても書く人間なので、受賞後に改かい稿こう作業をしながら、ついでに本家スピリットアームズも大おお幅はば改稿しながら、誰だれにも知られずこっそり別作品を書き上げていたりします。こっそり書いてどうするんでしょうか。

　ただ、私はまともなプロットを書けません。書き方も知りません。あえて言うならば応募自体が「長いプロットを送りつけている」という感覚でしたから、文庫本百五十～三百ページぐらいの文章が多分プロットです。よく受賞したなぁ……。

　そんな人間ですから、新人のくせに担当編集Ｔ様より伝えられていた「できればこの位で」というページ数を完全に無視して書く暴ぼう挙きよに出てしまいました。ごめんなさい。




　このままだと、あとがきまで長くなってしまいます。「三ページ程ほど」と指定されていましたから、やたら文字で黒い四ページならギリギリ大だい丈じよう夫ぶでしょうか。




　それでは、大海原から生還した彼女達の物語が改稿を経へて刊行され、世に出るに当たりまして、お世せ話わになった皆みな様さまへの謝しや辞じで締しめさせて頂きます。

　何も知らない私を優やさしく導みちびいてくださった担当編集のＴ様。

　受賞させて頂きながら、事情により未いまだ顔見せすらできていないことを許してくださっている、編集部の皆様及および編集長様。

　可愛かわいさ炸さく裂れつのイラストで物語の世界を魅み力りよく的てきに広げてくださった姐そ川がわ先生。

　デザイナー様に、校こう閲えつ様、営業の皆様に書店で販はん売ばいしてくださった皆様──。

　そして、何よりも本作を手に取っていただいた皆様。本作が私にとって初めて公開した作品となります。楽しんで頂けたでしょうか。記憶に残るでしょうか。もし記憶の片かた隅すみにでも覚えていてくだされば、きっと文音が喜びます。

　皆様に、最大級の感謝を──。




『また今度』、お会いできる日を楽しみにしております。


本山　葵　　


















「また、ですか」

　イルが末次文音の自宅──スピリットアームズ内での──を訪れると、文音は呆れ顔で辟へき易えきしたような言葉を漏らす。だが、すぐに表情は変化し、どこか嬉しそうに友人を家へ上げた。

「おう。遊びに来た」

　彼女はよく末次文音の自宅へ訪れる。言うように、遊びに来たのだが、この言葉は正確ではない。正確に言うならば、彼女は末次文音で遊びに来た。

　街の衣服店で見つけた可愛い服を持ってきたり、髪を弄いじくったり、希に十字剣を掲げる角度が違うなどと言って演技指導のようなものまで繰り広げることもある。

　しかし基本は髪だ。今日も何気ない会話を交わしながら自然と、文音はちょこんと正座をして、その後ろでドカッと座ったイルが後ろ髪に触れる。

「イルも髪を長くしたらどうですか。似合うと思いますよ」

「んー、この髪は私なりの覚悟の証みたいなもんだからな。結構気に入ってんだよ。……昔、水みず葉はさんに色々教えられてな」

　水葉はイルの所属するギルド、ブラッドエレンの創設者にして隊長だ。最古参の一人と言われ、鍛冶師としての確かな腕と気さくな人柄で末次文音とは違った支持を得ている。







　スピリットアームズの世界で最高難度のエリア、《アースガルズ》。その市街地に佇む大きな鍛冶工房で、イルは依頼された弓の調整を丹念に仕上げて一息吐き、何気なく問う。

「水葉さんって、なんで近接戦闘なんですか？」

　多くの鍛冶師は遠距離攻撃が主体だ。怖いもの知らずに無茶をする。痛みのある世界でしか味わえないスリルを日常的に求める。そういう人間は、鍛冶師にならない。

　これは暗黙の了解的に広まっている。

「色々できたほうが便利でしょ。あんたもやってみる？　天才ちゃん」

　もう一つ、アースガルズに限って暗黙の了解的に広まった定説がある。

　この街には、十四歳がいない。

　仮想現実の獲得から僅か一年で最高難度まで上り詰めることは、不可能に近い。

「その呼び方、そろそろやめてください」

　例外が、ブラッドエレンに加盟した。

　年齢を公開する必要などないし、彼女は見た目も口調も年齢よりずっと大人びている。自ら語り明かさない限り、まさか十五の誕生日を迎えていないとは悟られないだろう。

「仮想現実の獲得から一年以内のアースガルズ到達。加えて鍛冶スキルも戦闘スキルも両立できるぐらい高い。間違いなく天才じゃない」

「……運が良かっただけです。仲間が強かったから、それをサポートするために鍛冶と弓、両方をやっているだけで。そうしたら、強いパーティに呼ばれるようになって、ここまで……。ただ、それだけです」

「それが、簡単にできることじゃないんだけどね」

　水葉は軽く呆れて笑う。

「っていうか、なんでうちを選んだのよ。あんたの力は戦闘屋のほうが生かし切れるでしょ。うちにいたら攻略パーティも作りづらいし、宝の持ち腐ぐされになるわ」

「でも、それって只の便利屋みたいじゃないですか──。きっと戦闘系ギルドにいたら、私はずっとそういう扱いをされてしまう……。そう、思って。じゃあいっそ本当に鍛冶師になれば、何か変わるかな──って。その……水葉さんみたいに」

　イルは視線を落とす。水葉の手には二つに分かれたチャクラム──円形の投とう擲てき武器──がある。水葉は武器の整備と改良を怠らない。元々のチャクラムは円形のまま中間距離で投げて扱うものだが、彼女のそれは勾玉形の二つに割って両手に装備できる。

「私みたいに、ねえ。私には天才ちゃんの気持ちなんて解らないけど」

　どうも水葉が使うこの呼び名には、皮肉が込められているような気がしてしまう。だからイルは毎回、やめてください、と言っているのだが、受け入れられたことはない。

「……ねえ天才ちゃん。私と二人で、パーティ組んでみない？」




　それほど難度の高いダンジョンではない。水葉と一緒なら大丈夫だと思った。だが、

「ちゃんと戦ってくださいよ！」

「パーティを組むとは言ったけど、最後まで一緒に戦うなんて言ってないわよ」

　順調に進んだ道半ばで、水葉は突然屈み込み、以来、一切戦おうとしない。

　騙された。謀られた。どんな嫌がらせか解らないけれど、最難関エリアアースガルズに辿り着いて日の浅い弓使いが一人でダンジョンに放置されて、できることなんて少なすぎる。

「そういえばあんた、髪長いわよね。それ、現実でもそうなの？」

「そうですけど、どうでもいいです、そんなこと！」

　凶暴な狼に、艶めかしい光沢を纏った狼サイズのトカゲ。遠距離攻撃は近接攻撃に比べると威力で劣る。一人では仕留めきれず、ジリジリと間合いを詰められ、いつか襲われて──。

「じゃあ髪と引き換えに、助けてあげる」

「切れ──ってことですか？　でもゲームだから、すぐ元に──」

「もちろん、現実の髪よ。そのウザったい髪を切ってこれるなら、助けてあげる」

「ど、どういう……？」

　意味がわからない。意図もわからない。そして困惑した隙をモンスターは見逃さない。一番見たくも触れたくもないトカゲに隙を衝つかれ、襲われる。瞬間、弓を放たず怯ひるんだ。

「……天才ちゃん。ここ、死ねば痛いのよ。髪なんて安いもんじゃない」

　眼前に現れた水葉は、殴るような動きで勾玉形のチャクラムをトカゲの首元に叩き付け、切り落とす。次いで二つ合わせたチャクラムを狼へ投げつけた。

　狼の脳天を割ったチャクラムが、ガチャッ──と音を鳴らして地面に落ちる。

「便利屋？　ずっとそういう扱いをされてしまう？　あんた鍛冶師のこと、何だと思ってるの？」

　驚いて答えないイルに、水葉は煮えたぎった感情をぶつけるように詰め寄る。

「痛みがある以上、誰だって死にたくない。──それでも前線でバカみたいに無茶しちゃう戦闘屋あいつらを、死なせないようにする！　それが、あんたが便利屋って呼んだ鍛冶師の仕事よ！　私が前で戦うのは、戦闘屋あいつらが痛んで死んでいくのを遠くから見ているだけなんて、我慢できないから！　色んなことができて便利じゃないと助けられないこともあるのよ！　──以上。もう、帰っていいわ。帰り道ぐらい作ってあげる。……便利屋が嫌なら、もう鍛冶師なんて目指さないほうがいい」




　翌日、髪を短くして鍛冶工房へ現れたイルに、水葉は顔を引き攣らせて驚いた。

「ま、マジで切っちゃったの？　随分男前になっちゃって……」

　イルは恥ずかしそうに笑って頷く。

　普段は見せない年相応の表情と、ゲーム世界で投げられた無茶苦茶な言葉を本気にする純真な実直さは、水葉を驚きから本格的でしかし好意的な呆れへと招いた。

「……いっそ、赤くしてみたらいいんじゃない」

　後ろで一本に結った自らの赤髪に触れて、少し照れくさそうに強調する。

「水葉さんみたいに、ですか？」

「うん。そうしたらイルと私、姉妹みたいに見えるわよ」







「イルにも可愛い時代があったんですね」

　末次文音は自宅で銀髪を弄られながら、軽く笑ってみせる。

「よく考えたら中学生相手に、ひでーよな。それで私はこんな性格になったんだよ。だからこうして……」

「──？」

「……いや、何でもない」

　イルは楽しそうに文音の後ろ髪を整えて、三つ編みにしていく。髪型は衣装アイテムで変えられるし、文音の髪も衣装アイテムの反映結果だ。それをわざわざ解いて、編む。

「でも、その髪、似合ってると思う。ひょっとして今の弓が近接兼用なのも、水葉さんと同じ理由？」

　イルの扱う手製の専用武器は、弓の両端が刃になり、近距離でも戦える造りだ。

　──前線でバカみたいに無茶しちゃう戦闘屋あいつらを、死なせないようにする。

　静かで、耳も近い。それでも聞こえない程の小さな声で、

「お前が、バカみたいに無茶するからな」

　呟き、背中でくすりと笑う。

　数秒、会話が止まって、文音が後ろを振り向こうとする。瞬間、今度はわざとらしく声を大きくして言った。

「天才ちゃんの後に、十四歳のソロプレイヤーっていう『化ばけ物ものちゃん』が現れちゃったからな。対抗するために色々工夫する必要があったんだ」

「…………それ、私のこと？」
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